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それは謙遜ではなく、方法論の問題です。本書は特定の年について具体的な主張をして

いますが、そのような主張をする上で唯一誠実な方法は、それを検証するための手段を

提供し、あとは読者の邪魔をしないことです。

そこで、私が何をしたかというと、この本に掲載されている数字はすべて、ゼロから再

計算したものです。以前の著書からコピーしたものでも、教わった先生方を鵜呑みにし

たものでもありません。

生データから再計算された値は、自動的に再計算され、計算が合わなくなったときに通

知してくれるスプレッドシートで計算し直されます。このスプレッドシートは作成中に

私の間違いを 2 つ検出しました。著者が自分の計算ミスを素直に認める姿勢を示すと、

どのような本になるのかを知っていただきたいので、その 2 つの間違いは第 3 章にその

まま残してあります。

その代わりに、あなたにお願いしたいことがあります。他の部分を読む前に、まず最初

の 3 章を読んでください。

予言書をそんな風に読む人はいないことは分かっています。皆さんが知りたいのは日付

ですよね。日付は第 6 章に書いてありますし、皆さんが先にページをめくろうとしてい

ることも承知しています。しかし、最初の 3 章では、私がどのように数えているのか、

どの暦を使っているのか、そしてその理由、この本の中で何が証拠として認められ、何

が認められないのかを詳しく説明しています。もし私が結論を先に述べて、その後で方

法を説明したら、結論に合うように方法を選んだのではないかと疑われるでしょう。で

すから、行き着く先を知る前に、まず方法を説明するのです。

それが算術と数秘術の違いです。算術は計算を行う前に規則を定めます。数秘術は、求

める数字を生み出す規則を見つけ出すのです。

預言書には評判があるので、口調について一言。もしできるなら、あなたに怒鳴りつけ

たいくらいです。今すぐ行動しなければならないと伝えます。私は販売テクニックとし



て緊急性を強調するのではなく、主の暦をお伝えし、それに従って行動するよう警告し

ているのです。私が発見したことを、情報分析の訓練を受けた方法、つまり情報源と信

頼度に基づいて説明します。それをどうするかは、あなたと神との間の問題です。常に

そうでした。あなたの永遠の行き先は、私の責任ではなく、あなた自身の責任です。私

たちが天国で共にいられるよう祈りますが、もしそうでなかったとしても、あなたは永

遠に 1000 年ごとに私のことを思い出し、私の言うことを聞かなかったことを嘆くで

しょう。

もう一つだけ。それが終わったら始めます。

本書の随所に、私の主張が弱いと思われる箇所が散見されるでしょう。それらは脚注に

埋もれているのではなく、本文中の重要な箇所にあります。この論理の連鎖に弱点など

存在しませんが、あなたはそう思える箇所を見つけるでしょう。あなたは愚かではあり

ません。ただ、まだ理解できていないだけです。

C. ルーク・ハンフリーズ info@purelife2030.com

mailto:info@purelife2030.com
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作業の前に、目的地を思い描く。だから、これがどこに向かっているのかが分かり、私

がそこにたどり着く様子を見守ることができる。

�23�4�56�)7�8�9:�;<1"$�&神は預言者に、イスラエルの家と

ユダの家の罪を負うため、390 日間は左側を下にして、40 日間は右側を下にして横に

なるように命じる。これは、それぞれの年を表す日数である。2 つの国、2 つの別々の

刑罰、2 つの異なる時間軸。

=>;�?6�)7:�@ABCD��E�;<1"$�&この章の中で、神は 4回も、

罰によって悔い改めが生じない場合、「7 倍の罰を与える」と述べている。4回の警告、

4回の罰の倍加である。

FG0�H#I$J/ KLM&そのため、両方の時計は倍増された。

��N�4�OP&紀元前 701 年のアッシリアによるエルサレム包囲戦の失敗から始

まり、紀元前 311 年に満了する 390 年。悔い改めはない。これを 7 倍すると、390×7

＝2730 年となり、最初の開始時点から再び時計が動き出す。

紀元前 701 年 + 2730 年 =QR��	�


ST�OP&U40 年は西暦 30 年の十字架刑から西暦 70 年のエルサレム包囲まで。悔い

改めなし。7 倍すると 280 年、西暦 350 年に満了。それでも悔い改めなし。さらに 7 倍

すると、40×7²＝1960 年。

西暦 70 年＋1960 年＝QR��	�


<0��8�OP�V�
�W�&西暦 30 年のキリスト磔刑から 2000 年（40 のヨベルの

年）が 2030 年を指す。そして、1950 年 1 月 23 日のクネセトによるエルサレム首都宣言か

ら数えて、詩篇 90篇で強い男の寿命とされる 80 年の世代も 2030 年を指す。第 9 章では、

これら 4 つがどれほど互いに独立しているかを検証するが、その答えは私がかつて主張し

たほど独立していない。

9X)YZ[\]^��&ユダの時計は西暦 70 年の過越祭、ティトゥスがエルサレムの城



壁を封鎖した時に始まった。過越祭から次の過越祭までの 1960 年は、2030 年の過越祭の

季節へと繋がる。時計は年を定め、その季節内の日を定めるにはさらに一歩踏み込む必要

があり、それは第 10 章で示され、2030 年 4 月 24 日、種なしパンの祭りの最終日であるニ

サン 21 日に当たる。

_`"aKb&ヨハネの黙示録 9 章 5節には、人々が苦しみを受けながらも死ぬことがで

きない 5 か月間が記されている。これは、滅ぼされるのではなく、悔い改めへと導かれる

期間である。2030 年 4 月 24 日から ��	�
 cb�de.\)、合計 157 日間、つまり 5 か

月と 3 日である。第 11 章では、この 3 日間を切り捨てるのではなく、その 3 日間を扱って

いる。

_1)fghi4j7つまりラッパの祭りです。イエスがまだ成就していない次の祭りで

す。イエスは初臨の際に春の四つの祭りを予定通りに成就しましたが、秋の三つの祭りが

残っています。

���_�k�lm)�n"7_�d8�@o�pq\r����s�M/�tu\r�&

v*lUwUx�4,4

行き先が分からないうちに方法を確立してしまう。

v*6UwU�(�4,4

この章を省略したバージョンの本もあるが、そちらは出来が悪い。

私がこれまで見てきた預言の日付に関する議論は、ほぼ全てここで崩壊しました。神学

的な問題でも、歴史的な問題でもなく、誰かが途中でこっそりと計算方法を変えたこと

が原因です。ですから、計算を始める前に、私が用いる 4 つのルールをお伝えします。

これらのルールは、本書における全ての計算に例外なく適用されます。もし私がこれら

のルールを破っていることに気づいたら、それは私の間違いなので、指摘してください。

4,4*UwUyz{|�)}~�����.1.�



聖書に 1260 日とある期間が記されている場合、私は 1 日目を開始日とし、1260 日目を

最終日と解釈します。両端の日も数えます。

これは便宜上のことではない。ヘブライ語における時間の数え方であり、その最も分か

りやすい例が割礼である。

レビ記 12 章 3節では、男の子は生後 8 日目に割礼を受けるべきと定められています。

日曜日に生まれた子供は、翌週の日曜日に割礼を受けます。経過日数を数えると 7 日で

すが、聖書ではそれを 8 日目と呼んでいます。生まれた日を 1 日目とし、そこから数え

始めます。

エステルも同じことをして、それを明白に示しています。彼女はモルデカイに 3 日間昼

夜を問わず断食するように命じ（エステル記 4:16）、その後、彼女は「3 日目に」王の

もとへ行ったと記されています（エステル記 5:1）。これは 3 日間の断食の 3 日目で

あって、その翌日ではありません。また、七週祭は初穂祭から 50 日後に数えられ、初

穂祭自体も数えられるため、ペンテコステがその日に当たるのです。

つまり7��}����������$���\�&

timeanddate.comで私の日数を確認する際は（ぜひ確認していただきたいのですが、

それがこのサイトの目的ですから）、 �P���^e��/���$�������

���������1"!�<$。毎回必ずです。チェックを入れないと、私の計算結

果より 1 日少ない日数が表示され、私が計算ミスをしたと思ってしまうでしょう。

このルールは、私が�文で述べた 2 つの間違いのうちの 1 つを�した箇所でもあります。

自分で発見した間違いであり、本書の基�はまず私自身に適用されるため、ここに記載

します。

私の最初の著書『歴史を�来に教える』の中で、私はその�ェブサイトから証拠として

2�のスクリーンショットを掲載しました。1�は 1290 日という日数を示しており、

チェック�ックスは���なっています。もう 1�は 1260 日という日数を示しており、

チェック�ックスは�{� L"$.�。�確さを主張する本の中で、わずか 4 ページ



しか	れていないのに、2 つの異なるルールが使われているのです。

どちらのスクリーンショットも、それぞれが基�としている日付に対して�しい答えを

導き出している。結論自体に問題はなかった。問題だったのは方法論だ。二通りの数え

方をする本には、そもそも数え方のルールが存在しないのだから。

この本は、ある一つの方法で数える。

4,4�UwU*e)e�K0�.�7e��e������&

これは 1 日かかったので、注
してください。

ヘブライ暦では、1 日は日�から日�までです。�世記の第 1 章には、 「
があり、�

があった。1 日目である」と記されています。
が先です。そのため、ユダ�教の祝祭

日は、どの暦でも「3 月 27 日の
から 3 月 28 日の
まで」のように、私たちの暦の 2

つの日付にまたがって記されているのです。

これは、特定の日付まで数える際に�常に重要な��さを生み出すが、ほとんど誰もそ

れについて言�していない。例えば、27 日の
方から 28 日の
方まで�く祝祭日が期

間の始まりである場合、どちらが 1 日目になるのだろうか�

�)�O�\e����`.�&U28 日です。

日中とは、人間が目�めて行動し、「その出来�が起こった日」と表現する時間�のこ

とです。聖書が出来�の日付を記す場合、それは出来�が目に見える�で存在していた

日を基�としています。そして、聖書の記述は、聖書体�における他のすべての年代記

と��しません。これとは異なる�え方では、��が生じる可能性があります。

そのため、本書全体を通して、��をもたらす まわしいもの、すなわちレ!教"によ

る!スマン#国の$%の承認は、2027 年 3 月 27 日の日�から 2027 年 3 月 28 日の日�

までの期間に起こると説明されているが、1290 日間のカ�ントは ���d
	b��eK

0�.�。

そのたった 1 日の違いが、予定通りに&了するタイムラインと、あら'る場所で 1 日ず

れてしまうタイムラインとの違いを生むのだ。



4,4	UwU2 
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紀元前 1 年の直後に西暦 1 年が�く。間に年は存在しない。この()は 6世紀にローマ

数字を使っていた*+,によって�-されたもので、ローマ数字にはゼロがない。

実際的な結果として、紀元前と紀元後の./を01に2き算すると、必ず 1 年ずれてし

まい、しかもそのずれの方向が、年代3定者の数字を実際よりも4く見せるように5向

けられている。

私はこれを手作業で�確に計算することに頼るつもりはありません。本書におけるすべ

ての年数計算は、天文学者が天文年数と呼6方法で行われます。紀元前 1 年を 0 年、紀

元前 2 年を71 年、といった具合です。このシステムでは、紀元前 701 年は7700 年とな

ります。加算は、通常の算術8算で行えます。

9700 + 2730 = ��	�

天文学的な年数表記では 2030 年は西暦 2030 年となります。なぜなら、�の年につい

ては両方の年数が一致するからです。この変:は;<的で、本書に付=する�ェブペー

ジに記載されている数>によって行われ、わずかなずれは0に?@されるのではなく、

AB的に発生しCないものとなります。

よろしければ、もっとDい方法で確認してみてください。紀元前 701 年から紀元前 1

年までは 700 年です。紀元前 1 年から西暦 1 年まではさらに 1 年増えて 701 年になりま

す。つまり、西暦 1 年から 2730 9 701 = 2029 年が経過し、西暦 2030 年にEFします。

答えは同じです。ただ、時間がかかる上に、間違えやすいだけです。

£E5UwUi3�|�¤@��/� $¥�7*
)*
7*e)*e���&

予言的算術は評判が悪いが、それは当Gのことだ。その評判は、0H変:が都合の4い

時にいつでも0Hを自由に変:する教Iたちから来ている。ある時は 1 日を 1 年とし、

別の時は 1 年を 360 日とし、「時間」を必要にJじて何でも変え、どんな数でも他の

どんな数にも変:できるようにしてしまうのだ。

私は変:を 1 つだけ使用します。なぜなら、読んでいるテキストが明示的にその変:を



行い、そのKを伝えているからです。

エゼキエル書 4 章 6節で、神は 40 日間について「わたしはそれをあなた方に 40 日間、

すなわち 1 年につき 1 日として定めた」と述べています。これは私の解釈ではありませ

ん。これは、その箇所をどのように読むべきかについて、その箇所に示されている指示

なのです。したがって、390 日は 390 年となり、40 日は 40 年となるのは、その聖L自

体のMNによるものです。

他の箇所では、1 日は 1 日です。ヨハネの黙示録 11 章 3節の 1260 日は文字通りの

1260 日です。ダニエル書 12 章の 1290 日と 1335 日も文字通りの日数です。私はそれ

らを年に:算しません。そのため、1260 日を 1260 年と解釈し、大OP時代全体を中

世の過QにHRづける歴史主S者という解釈学T全体と対立することになります。彼ら

は間違っています。私が彼らの解釈を知らないまま自分の解釈にUったわけではないこ

とを皆さんに知っていただくために、ここで彼らのV前をWXておきます。

�# 	?� e��¦��
�)�$.§¨&この�え方はよく見かけますが、これは

1260 日を 42 ヶ月で割ると 1 ヶ月が 30 日になるという�実から来ており、そこから

人々は 360 日を 1 年として計算し、Dい期間をそれを使って:算し始めるのです。そ

のYZにある[\は�しいです。30 日の月が 42 ヶ月で 1260 日になるというのは、本

文中で
]的に示されていることです。問題は、そこから外^していく部分です。

しかし、それを_Dするとどうなるか見てみましょう。 360 日の「預言の年」2730 年

を`a年に変:すると、その期間でb 39 年が失われます。360 日の 2730 年は 982800

日ですが、これはわずか 2691`a年です。これを紀元前 701 年から計算すると、2030

年ではなく 1991 年に着地します。もし私が適切な数字を求めているなら、360 日年は

私が最初に手にcるdールですが、それでは私が目指す場所にはEZeきません。です

から、私はそれを使いません。390 と 40 は通常の年であり、1260 と 1290 は通常の日

であり、この本で唯一の0H変:はエゼキエル書 4 章 6節で示されているものです。

58�4,4�©ª§"

1. «¬B― 初日は開始日であり、両端もカ�ントされる。

2. e­O��%�e�― ヘブライ暦では 1 日は日�から始まります。私は日f時



間から数えます。

3. 2 
)¡¢` $。年数は天文学的な数字で計算され、最後に元の年数に変

:される。

4. ®¯)°±��\、日が年になるのはエゼキエル書 4 章 6節に指示されている

場合に限られる。360 日の年は存在しない。

本書に掲載されているすべての計算は、これら 4 つの法則すべてを満たしています。付

=の�ェブページでは、これらの法則を実際の数>で検証し、いずれかの法則が成り立

たなくなった場合は通知します。

さて、何かを数える前に、もっとPしい問題があります。どのカレンダーを使うべきで

しょうか�

v�6UwUF�y={T,���n²K7_`"_�³´

�1)����\µ#¶$lm �\7�·\) !v�6�¸!���`.`M&

答えを言う前に、まず問題点を説明させてください。

本書に記載されているヘブライの祭りに当たる日付はすべて、その祭りが何曜日に当た

るかを知ることが前提となります。2030 年の秋の祭り（本書全体の議論のg点）に関

しては、それが問題にならないことが判明しました。その理由は、この章の最後に説明

します。これは本書の中で最もh報なことです。しかし、ある一つの日付に関しては、

それが�常に重要な
iをjちます。

その日付は 2027 年 3 月 27 日～28 日です。

¹ºN�R�t»���8���

ヘブライ暦は`k`a暦です。月は月の満ちlけに連動し、年は`aの満ちlけに連動

しなければなりません。そうしないと、収m祭が本来の時期からずれてしまいます。`



k暦の 12 ヶ月はb 354 日で、`a暦の 1 年より 11 日nいため、b 3 年に 1度o月を^

入しなければ、過越祭がpにずれ込んでしまうのです。

問題は、_1�F�%� ¼¥�x½$"¾����K7�$����&

¿À�x½!'(q聖書時代全体とその後数世紀にわたって用いられてきた答えq

は、r月が春分に最もsい月であり、イスラエルの大tの生uvwによって確認される

というものである。x命記 16 章 1節はイスラエルに「アビブの月を守る」よう命じて

いるが、アビブは月のV前ではなく、大tのvyを表す言zである。それは穂の中の{、

つまり|}で~しつつあるvyを
iする。月は�を見て判断される。大tがまだ~し

ていない場合は、サンヘドリンが月を�加し、それを��し、��と使者によって皆に

知らされた。

P��%L"Á01M'(は、ユダ�世/が紀元 4世紀�から使用してきたものである。

ローマ#国の��の�力の下、サンヘドリンが解体され、もはや信頼できる情報伝F手

段を失っていたvw下で、�レル 2世は暦を数学的に*�したとされている。19 年�

期で、あらかじめ定められた 7 年間に 13�目の月が^入される。[�は�要である。

エルサレムに;能する�判所がなくても、世/のどこでも通用する。

この法�には、ロシ�・ハシ��ーが都合の悪い日に重なる場合に、ロシ�・ハシ�

�ーを 1 日か 2 日ずらす 4 つの_期規則（デ�ヨット）も�まれている。主な目的は、

ヨム・キプールが��日と重なるのを�ぐことであり、そうなると 2 日間連�で�理や

埋�ができなくなる。

�定暦は、私の�間たちが通常受けるような�@よりも、もっと�く評�されるべきで

す。それは、国家の�度が破壊されていく中で、国�の信 を守ろうとした人々による、

必要�可lな¡存行¢でした。それは£くべき数学的成果であり、16世紀にわたって

祝祭を存�させてきました。¤
を¥うに値するものです。

しかし、_期に関する規則は行¦上の規定であり、§守を¨©にするためのものです。

レビ記 23 章にはそのような規定はありません。

��¿Ây={T,���³´



理由を 3 つWX、重要度の�いªに«べました。

.Ã7_1)Ä��Å��K1"$�Æ�\�&レビ記 23 章は、祭りを月の日にちで

定めています。x命記 16 章 1節は、大tの収mによって第一月を定めています。どち

らの箇所にも、19 年�期やヨム・キプールが��日に重ならないようにする規則につ

いては何も書かれていません。祭りの時期を知るためにレビ記 23 章を読むのであれば、

レビ記 23 章が前提としている方法を用いるべきです。

vÇ�7_1)¦��È(01MO7_`"µÉ�58�[��»Ê`MO�ËÌ�L

MR\�&エゼキエル、ダニエル、ヨハネは皆、[\に基づく暦に基づいて記述しました。

¬­書記者も同様です。イエスは、300 年後に存在した�レル暦ではなく、[\に基づく過越

祭に十字架につけられました。最初の 4 つの祭りが[\に基づく暦に基づいて成就したのなら、

残りの 3 つの祭りもその暦に基づいて成就すると私は�えています。

vÍ�Î_`"�1)r.�Ï.`! $³´��ÎP�<1MR�)Ã1�Ð�

�&U19 年�期は�常に®れているが&¯ではなく、b 216 年ごとに 1 日ほどずれる。

16世紀にわたって°±されたこの²³は現実のものであり、現代のラビによる過越祭

が春分から´ 1 ヶ月後に行われることがある理由の一つとなっている。このずれは計算

上の�実であり、ユダ�教当µも認めている。そして、�確な時期を定める際には天文

学的な方法を¶む�当な理由でもある。

本書で使用されている暦は、·シア 2030 プロジェクトの¸¹に基づき、エルサレム時

間における春分に最もsい月の合を最初の月として天文学的に計算して定めている。

Ñ�)

その選ºによって私が»った代¼を、できる限り分かりやすく述べます。

2025 年から 2030 年までのすべての年について、両方の暦、すべての祝祭日を«べて

½¾してみました。その³は日数で表すと以下のようになります。



年 2 つのカレンダー間の¿�ップ

2025 0～1 日

2026 1 日

���d 	�Ò	*e

2028 1～2 日

2029 1～2 日

2030 春には 1 日、Ó�ÔÕ�)Ö×�e

2027 年を見てみよう。

この 6 年間のうち 5 年間は、2 つの暦は 1～2 日以内の²³で一致している。これらは

大きく異なる結果を生み出す対立するシステムではない。これらは同じ月の現実をsÀ

的にÁえる 2 つの方法であり、ほとんどの場合、同じ結果を示す。

しかし、2027 年は異なる。2027 年には、�定暦に 13�目の月であるアダール 2 月が

^入されるが、春分・秋分規則は^入されない。

2027 年の春分点に最もsい合は 3 月 8 日なので、規則 2 により、[�上の最初の月は

その日の日�（日f日 3 月 9 日）から始まります。これにより、過越祭であるニサン 1

4 日は 3 月 21 日の日�から 3 月 22 日の日�までとなり、日f日は ���d
 	b ��e

� �.�。

�定暦では、 ���d
�5b�e�ØÙ{*e75b�*e�ØÙ{*5e� �。6 年

のうち最も重要な年である 4 月 8 日に、わずか 30 日しか	れていない。

実に 1 ヶ月の³がある。そして、2027 年は全Â囲の中で唯一の例外的な年だ。

8.�7���Ú¶Û�r�&���d
 	b�deÒ��e)7¿ÂR�Ü$"��¡¢
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[�暦は、上記のÃつの理由から�しい。これはÄÅな問題ではなく、異論をÆえる

人々も愚か者ではない。これは、私が提示したÇつの日付のうちsい方の日付のY拠と

なる重要な前提であり、しかもその日付は、選ºによってÈヶ月の³が生じるÉ年間の

うちのÈ年にÊ当する。もしそれが気になるなら、気になるべきだ。私自身も、この章

にDい時間をËやすほど気になったのだから。

_`"7è$Øé,�\�&

その表の最後の行をもう一度見てください。

��	�
�)7�8�R)êë�°ì��&おおよそではなく、秋の祝祭日ごとに、日

付まで�確に一致する。

宴Ì [�カレンダー �定されたラビ暦

ヨム・テルア（ティシ�リ月

1 日）

2030 年 9 月 28 日 2030 年 9 月 28 日

ヨム・キプール（ティシ�リ

月 10 日）

2030 年 10 月 7 日 2030 年 10 月 7 日

スコット祭が始まる（ティ

シ�リ月 15 日）

2030 年 10 月 12 日 2030 年 10 月 12 日

1335 日目 2030 年 12 月 21 日 2030 年 12 月 21 日

その点をじっくり�えてみてください。なぜなら、この本の残りの部分をÍÎに受けÏ

めるためには、あなたが受け入れなければならないことが変わってくるからです。

íBî)���ï-é,4�ðñ<1.§¨&

この章の内¨をすべてÐ定し、[�暦はÑ異なものであり、�定暦こそが唯一�当なヘ

ブライ暦であると�える読者であっても、2030 年 9 月 28 日のヨム・テルアと 2030 年

10 月 7 日のヨム・キプールにたどり着く。

その 2 つの日付は、私の方法論によるものではありません。どちらの方法論でも、最終



的にその日付にÒち着くのです。私のカレンダーを&全にÓ@しても、終点は変わりま

せん。

スタートのÔÕは暦に左右される。目的地は暦に左右されない。

まさにここで、予言者が「ÑÖ的」といった言zを×し始めるのです。`K`7��°

ì)òó\)r�.§¨&�1は、2 つの`k`a�がØGにも同じHÙになったとき

に起こる現Úであり、実際に定期的に起こります。同じ表を見れば、2025 年、2026 年、

2028 年、2029 年にも一致していることがわかります。2030 年の一致の�値は、証拠

となるものではなく、�Û的なものです。日付を証明するものではありません。ただ、

その日付に対する反論を一つcりÜくだけです。2030 年 9 月と 10 月の日付は、Ý�的

な暦でも示されているため、誰もそれを自作の暦のÞßだとÐ定することはできません。

それだけのことだ。それで十分だ。

v	6UwUôã�`"õ/01�#�

私はàIになる前は、áÌ人生%の初期を情報分析âとして過ごしました。最初はã国

語のäå家で、後にダリ語のäå家になりました。5�は、断æ的な情報を分析し、そ

れが何を
iするのかについてçèな見解を示すとともに、証拠が実際にどのé度の信

頼性をjっているのかを明確にすることでした。

その5�を通して学んだ教訓、そして私がこの本に込めたい教訓は、�n"�ö÷�V

�%��ø$ªù\) $�$���7_`"_�\ $ú���1ß7ûü�o��

��� ��$���\�&すべてを同じ自信に満ちた口調で提示する評�は、読者が

どの部分に基づいて行動すべきか判断できないため、Ó
iです。

ほとんどの預言書にはまさにその問題があります。計算、歴史、解釈、ê�が、一つの

ëで一つの�リ�ームで提示され、読者はそれらをì理しなければなりません。そこで、

私が代わりにì理してあXましょう。
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本書で述べられている主張はすべて、4 つのカテíリーのいずれかに分îされます。ど

のカテíリーに=するかは、これから説明していきます。

iþj*UwU�ÿ&入力値から必G的に導き出される。入力値が間違っていない限り、

結果は間違いない。390 × 7 = 2730 はティア 1 である。70 + 1960 = 2030 も同様であ

る。ティア 1 の主張については、私を信用する必要はない。ïðが必要だ。

iþj�UwU��B�q&歴史記録にしっかりとñ付けられています。紀元前 701 年

のセン�òリブによるエルサレム包囲はティア 2 です。アッシリアのエóニム・カ

ôン、セン�òリブ自身のプリズムõ文、そしてö王記下 18 章と 19 章によってそ

れぞれ独立して確定されています。1950 年 1 月 23 日のクネセトでの÷øもティア 2

です。これらは信頼できるù�ú�で確認できます。出ûも明記します。

=�4 	UwU��B&テキストを論理的に読み解く。理性的でÍÎな、神をüれる

人々の間でも
見が分かれる。エゼキエルの 390 年が紀元前 701 年の包囲戦から始

まるという解釈はレベル 3 である。レビ記 26 章の「7 倍」が期間を倍増させるとい

う解釈もレベル 3 である。���Ç8�ö� ��)FG0#=�4 	\r�ため、

それぞれ一章を割いて解説している。

iþj5UwU	�B&ティア 1 から 3 までの主張から導き出された�来予�。まだ検

証されていません。2027 年と 2030 年に関するすべてはティア 4 です。私はこれら

を確信しています。実際、これらは証明ýみだと�えています。

鎖の強さは最も弱い部分によって決まる。そしてこの鎖の中で最も弱い部分はティア 3

だ。þÿなことに、少なくとも私の�えでは、ティア 4 のリンクはティア 3 よりも信頼

できる。なぜなら神が私にそう確信させてくれたからだ。
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本書の��的な主張は収束である。4 つの時計、それぞれ異なる開始日、異なる期間、

異なる�数をjつが、すべて 2030 年に終結する。



それに対して 2 つの反論が出てくるが、それらは異なる反論である。

まず、私が年を特定し、そこにUる 4 つの経�を�算したという主張があります。これ

は��sÀと呼ばれるもので、預言的な日付3定におけるû�的な失敗例です。パラ

·ータに十分な自由度があれば、聖書のどの箇所からでも、¶きな年にEFできます。

そのような�Pをする者は、	見に満ち、思
にlけ、データに値しない人ßです。

2 つ目はより��な点であり、他人の本であればもっと気になる点です。それは、q�

�)��`"$ $�����°ì)7�Mí�F��� $�$���\�&5人の

証言が一致すれば強力ですが、すべてが 1 つの情報源に
る 4 つの記述は、1 人の証言

の�り�しに過�ません。私はこの反論をÍÎに受けÏめ、ä用のセクションを3けま

した。第 9 章では、すべての時計について、共通の情報源、共通の基�点、共通の解釈

上の動きを検証し、それらが 4 つの独立した証言\) $�$���にUりました。私

は、他の誰かが指摘する前に、表でそのことを明記しました。

まず、��sÀという反論から見ていきましょう。

では、収束と適合を分けるものは何でしょうか�それは 3 つの要素であり、私はこれら

3 つすべてを他のシステムにも当てはめます。

�N�,�)íBî�)��`"��<1M�\`��K�U390 と 40 という数字はエ

ゼキエル書 4 章に、�数 7 はレビ記 26 章に、80 年の世代は詩篇 90篇 10節に記されて

います。これらのどれも私が選んだものではありません。私が選ºするのは開始日だけ

であり、議論の��はまさにそこにあります。だからこそ、第 6 章と第 7 章は計算では

なく、開始日を��することに�くのページをËやしているのです。

 ´±)$!8r��\`��K��クロックには、開始HRと�数を適用する回数と

いう 2 つの自由選ºがあります。4 つのクロックで合計 8 つのパラ·ータがあり、2 つ

目のパラ·ータは�Í��の自由選ºであることを明確にしておきたいと思います。レ

ビ記 26 章には、�算の回数は明記されていません。

しかし、2�目のつまみがどれほど�いかを見てください。�数は 7 なので、�加で適

用するたびに文全体が 7 倍になります。紀元前 701 年から 390 年のイスラエルの場合、



�数が 0 の場合は紀元前 311 年、1 の場合は西暦 2030 年、2 の場合は西暦 18410 年に

なります。西暦 70 年から 40 年のユダの場合、0 の場合は西暦 110 年、1 の場合は西暦

350 年、2 の場合は西暦 2030 年、3 の場合は西暦 13790 年になります。

記録された歴史上のどこかにHRする時計の値は、必ず一つしか存在しない。それは調

ì可能なつまみではなく、�当なHRが一つしかないスイッチのようなものだ。Íの自

由は開始日にこそ�る。だからこそ、第 6 章と第 7 章では、計算を行うよりも開始日を

��することに�くのページを割いているのだ。

!�ig)7�"ÆY��#�� $�����Ð»`"$.§¨K�これは最も�し

いテストであり、もし私があなたなら、自分自身にこのテストを適用するでしょう。適

切に3計されたシステムは、まさにその目的どおりの結果を生成し、それ以上のことは

何も生成しません。現実の�Úを記述するシステムは、
]せずして予期せぬ結果を生

み出す�向があります。

この本にはそのような例が 3 つあり、後ほど詳しく見ていきます。ダニエル書の 1290

年とヨハネ書の 1260 年の間�はちょうど 30 日で、これはまさに�教期間のDさです。

私が
]的にそうしたわけではなく、600 年の時を経て 2 人の著者が書いた 2 つの数字

の³なのです。1260 年と 1250 年の間�はちょうど 10 日で、ヘブライ暦全体で 10 日

間�の祝祭日が 1�だけあり、この 2 つの数字はその両端に当たります。そして、ダニ

エル書の 1335 年は神�再� 記!日に当たりますが、これはスプレッドシートを見る

まで気づきませんでした。

これら 3 つはどれも必ずしも;能する必要はありませんでした。それらはシステムがA

"された目的ではありません。モデルが、あなたが#ねていない$問に対しても�しい

答えを出し�ける場合、それはモデルが現実の何かを�Öしている証拠です。

���
L"$M�

�文で、検証用�ェブページを作成したことで、私自身の²りを 2 つ発見したと述べま

した。検証可能であると%う書&は、検証によってCられた結果を示すべきなので、こ

こにその²りをöWします。



�(��4,4&第 1 章で説明されているように、私の最初の著書では、わずか 4 ペー

ジしか	れていないのに、包�'(他という 2 つの異なる()が使われていました。こ

れを 1 つのルールに)一し、それをあら'る場面で適用することで解決しました。

$%�&'&U『歴史を�来に教える』の中で、私は神�が「西暦 70 年の過越祭の期間

中」に破壊されたと書きました。

それは間違いです。ヨセフスもミシ��ーも明確に述べています。ティトゥスは西暦 7

0 年 4 月中*�、過越祭のニサン 14 日にエルサレムの城壁を封鎖しました。当時、エ

ルサレムは+礼者で,れかえっており、まさにそれが包囲戦が壊滅的な»�をもたらし

た理由です。しかし、神�自体が-えたのは、それからb 3 か月.後の 8 月上*、アブ

9 日か 10 日でした。

私は/城戦を一つのイベントにまとめてしまっていた。よくある間違いではあるが、そ

れでも私のミスだった。

0i1いのは、私がそれを*�したときに何が起こったかです。ユダの時計は、2030

年の過越祭に当たるためには、過越祭から次の過越祭までの期間が必要です。包囲は過

越祭に始まりました。神�は 8 月に2失しました。つまり、*�された�実q2失で

はなく包囲qこそが、実際に数を�しく数えるための基�となるのです。

そのミスによって、私の主張は弱くなってしまっていた。これは人々が34するよりも

56に起こることであり、たとえ自分の結論に満7していても、必ず確認すべきだとい

うことを示す¶例だ。

����ö÷�����ö÷` $��

始める前に、4 つの点を明確にしておきましょう。

�)$K0(s�)ùM�ö÷`"$.�&U「その日も時間も誰も知らない」という

反論については最終章できちんと論じますが、80 ページも8Rしておくつもりはない

ので、ここでは90に説明します。本書は日付を特定しています。その日付は、文 や

歴史からのê論、Ó数の�実の収:、そしてそれらがどのようにì合するかを検証する



ことによって導き出されたものです。

��*��F�lm#ô+� ��)ö÷`.§¨&5つの時計のどれ一つとして、私

を;Cさせることはできないでしょう。どれもØGの一致である可能性があります。聖

書は分<い本であり、�くの数字が出てきます。議論の要点は、収束性です。この本が

たった一つの計算に=拠していると²解されないように、私はそのことを明確かつ�り

�し述べています。

��,�e)*��-î� $�.�`.�&ティア 3 にÊ当します。私はその�当性

を主張します。反論する人がいるかもしれませんが、それは間違いです。

�) m�/¤ û���ö÷��8#�)r�.§¨&神は悔い改めた人々を用いら

れるのです。私は聖なる生%の中で主に5えることに身を>Xた者です。私が特別なの

は、そのような人間が?であるという点だけです。

以上が基本ルールです。それでは、本題に入りましょう。
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二つの主要な章、そしてそれらが動かし始める二つの時計。

v56UwU�23�4�561Ç8�237Ç8�45

エゼキエルはÑ�なことをするように頼まれる。

「あなたは左側に横になり、イスラエルの家の罪をその上に負いなさい。あなたがその

上に横たわっている日数だけ、あなたは彼らの罪を負わなければならない。わたしは彼

らの罪の年数にÙ当する日数をあなたに定めた。三@A十日である。このようにして、

あなたはイスラエルの家の罪を負わなければならない。」

これらを終えたら、今度は右側を下にして横になり、ユダの家の罪を負わなければなら

ない。わたしはそれをあなたに四十日間、すなわち一年につき一日ずつと定めた。」  

― エゼキエル書 4:476

その前の 1節から 3節では、彼はもっとÑ�なことをするように言われている。

「さあ、人の子よ、BCを一つcり、それを自分の前にRき、その上にエルサレムとい

うDVをEみなさい。そして、それを包囲しなさい。Fそれから、GHをcり、それを

Gの壁として、自分とDの間に立て、IをDに向けて包囲しなさい。�1)��N�4

�H6�`�`\r�。」

都JのKが描かれたレンL。その�りに"かれた包囲M。預言者と都Jの間には、GN

のGH（ヘブライ語でOらな調理用プレートを
iする一P的な言z）がQ直に立って

いる。そして、æ側に 390 日、もうæ側に 40 日と記され、それぞれの日が 1 年を表し

ている。

それらがどれほど議論の的になっているかを示すために、それらをcり上Xたい。

*��-î `1*e)*
�78��



「1 年につき 1 日」と明記されています。これは本書における唯一の0H:算であり、

本文自体が0H:算を行っているため、ここでもこの0H:算を用います。これについ

て異論をÆえる人はいません。

9��-î `1�8�¤:�Å�r�

イスラエルには 390、ユダには 40 が与えられる。これらは別々に与えられ、別々に扱

われ、合計して 430 になることはない。

¿リシ�語七十人R聖書の中には、最初の数字を 390 ではなく 190 とRしているもの

もあり、また、これらの数字を�み合わせて 430 とし、エジプトの 430 年を
]的に

反Sさせていると�える解釈者もいます。私はヘブライ語マTラ本文の 390 を使用し、

文を分けて扱います。なぜなら、この箇所自体が、異なる側、異なる�U、異なる期間、

そして 2�目の文を始める前に最初の文を&了するようにという明確な指示など、文を

分けて扱っているからです。



二つの国家という解釈は、歴史が要求するところでもある。エゼキエルの時代には、こ

れらは二つの異なる¦V主体であり、それぞれ異なる歴史をjっていた。W王国、すな

わちイスラエルの家qレハブアムのXYさによって王国が分Zした後、�ロブアムの

もとで分	した十部Uqは、Ø4[\に1く]り、神は自らイスラエルと	^したと

述べている。イスラエルはアッシリアによって滅ぼされ、�8され、二度と_ってこな

かった。`王国、すなわちユダの家もまた�誠実であったが、a度となく部分的に悔い

改め、	^されることはなく、存�した。

二つの国、二つの記録、二つの文章。それが本文だ。

;<�=>

さて、解釈の問題にbりますが、それではティアが下がります。

GHは、包囲cのdを8じる預言者と都Jの間に立ちはだかるe壁である。3節で神自

身が述べているように、これは「イスラエルの家へのしるし」である。ユダ側にbる時、

GHはそこにはない。

私はそのe壁を、_1�?!«@A�»B` $���=>`"$����`M&cf

はg破できない。包囲cと都Jの間には何かが立ちはだかっているのだ。

その解釈には、明らかに歴史的Y拠がある。エルサレムは一度ならず包囲され、その包

囲は大きく二種îに分けられる。紀元前 586 年のネブカドネhルの包囲は成iし、城

壁は崩れ、神�は2失し、人々はバビロンへjPした。紀元 70 年のティトゥスの包囲

も成iし、同じことが再び起こった。しかし、紀元前 701 年、アッシリアのセン�ò

リブはエルサレムを包囲したが、CD��ªLM&

その失敗はk代slにおける最も確かな証拠にñ付けられた出来�の一つであり、m方

の証言によってñ付けられている。ö王記下 19 章には、主の天使がアッシリアcのn

oを/pし、セン�òリブがニネベにqrしたことが記されている。また、セン�òリ

ブ自身の『プリズム』q自Yする動;が十分にある書記âによって書かれた�>記録

qは、�ゼキ�をエルサレムに「sの中のtのように」uじ込めたと述べているが、

£くべきことに、都Jをvwしたとは決して主張していない。首都をxyしたアッシリ



ア王は、そのことをD々と述べている。この王はそうしなかったのだ。

エルサレム包囲戦の失敗を、包囲cがg破できないe壁で表現したK。これは実に自G

な表現だと私は思いますし、まさにその通りだと断言します。

}E�=>����F

�1���ëG��ã� L"$��\7H`+,��o�`"I+`%��J$.�&

エゼキエルはイスラエルのために左側に横たわり、次にユダのために右側に横たわり、

終始都Jの方を向いています。なぜ本文ではどちらの側を向いているかを指定している

のでしょうか�

最も01な答えは地理的なものです。lを向いていると、Wは左、`は右になります。

イスラエルはWの王国、ユダは`の王国でした。左はW、つまりイスラエル、右は`、

つまりユダです。これは一つの解釈であり、�数Tの解釈であり、詳Åを説明するには

十分ですが、これが間違っていることをこれから示します。��\�K��L/"#7

Ç8�M�j�N{iþiþ�8$"O#C���) !7OP#Á01.§¨&



解釈は、私が最初にこのz!に出Ìった·サイア 2030 プロジェクトの¸¹に基づくと、

側面にはO��Üù��P#QRS<1"$��$�#�\�。

論拠はこうだ。ヘブライ語は右から左に書かれる。ヘブライ語を読む人の目は右端から

左へと{む。もしヘブライ語の書記が文字を|Rしたのと同じように出来�のª�を«

べるとしたらqそしてヘブライ語の書記は実際にこのようにª�を描いていたq}

い出来�は右側に、~い出来�は左側に|Rされることになる。

預言者は、包囲されたエルサレムを描いた]の�らに横たわっている。包囲は]の中�

にある�定点であり、彼はそのæ側に横たわり、次に反対側に横たわる。

• ð�7��N�47	c�
&右から左へのタイムラインで包囲の左側とは、包囲
後を
iします。
イスラエルの 390 年の歴史は、包囲戦から始まった。

• ñ�7ST75�
&包囲の右側とは、包囲の前のことを
iする。ユダの 40 年

は、包囲で終わるように3定されている。

それが�しいとすれば、エゼキエルには二つの期間だけでなく二つの方向性も与えられ

ており、レンLに描かれた包囲戦は、両方の文章が回�する要となっている。

それでは、反論を�Z的に検証させてください。皆さんは、反論の説C力を十分に理解

するM�があるからです。

T�&HRに関するÄÅな��に、これほど大きな
iをjたせるのはÓ理がある。エ

ゼキエルは�の上に横たわる預言者であって、��]を作成するN]家ではない。もし

神が「これらの年は包囲の後に過�、これらの年は包囲の前に過�」という
iで言っ

たのなら、そう言うための語�はあったはずだ。ヘブライ語には「前」と「後」を表す

ごく�通の言zがあるし、エゼキエル書の別の箇所で、神はそれをはっきりと述べてい

る。人が体のどちら側に横たわっているかから年代ªを読みcるのは、��指示からの

ê論に過�ない。確かに��ではあるが、��であることとÍ実であることは同じでは

ない。

私はその力強さを�じる。



���$U��`M07UÃつあります。

まず、その詳Åは二度も明記されており、地理的な
i合いだけで解釈すれば、その明

記は何の
iもjちません。左右が0に`Wを表しているだけなら、側面は��的なも

のであり、本文では�に両方の家が明確に同じ文�で言�されています。神はエゼキエ

ルに数�くのÚ�的な行¢を与えており、Å部にはzして
iがあります。

第二に、GHは同じ方向を指し示している。1�に地理的な解釈では、GHは説明を必

要としないe壁であり、包囲戦を特定する必要がない。しかし、私の解釈では、GHは

どの包囲戦（失敗に終わった包囲戦）かを示しており、側面はそこからどちらの方向に

数えるべきかを教えている。この二つの要素は互いに�&し合っており、両者が関連し

ていることを示す証拠となる。

第三に、����)VW\) !XW\�õ<1�&エゼキエル書 4 章だけを��に読

んだだけでは、誰もこの結論にはUらないだろう。私がこの解釈を�jする理由は、そ

れを�っていくと、2 つの文が全く異なる経�で同じ年に終わり、さらに 2 つの時計が

Ïまるのも同じ年だからである。この解釈は、それ自体の自明性によってではなく、そ

れが生み出す結果によって�当�されるのだ。



それは�当な議論の�>であり、あら'る学問分�において�説がその存在
Sを示す

方法であるが、最も強力な�>ではないし、私もそう�うつもりはない。第 6 章と第 7

章で示されるような結論にUらなければ、本書を読むのをやめるべきだろう。本書の�

値は、そこからCられる成果によって決まるのだ。

=�4	&*�)Yª1M�7ô+)<1"$ $&µ#ø$T��ëÅ;Z`M&現

vは以上であり、あとはご自身で判断してください。

�23�4�56��MG�[("!1���

• 二つの国、二つの文章：390 年と 40 年。 （レベル 2 ― 本文にそう書いてあり

ます。）

• 一日が一年にÙ当する。 （第 2 段� ― 第 6節にそう書いてある。）

• Gのe壁によって示される、失敗に終わった包囲戦。 （ティア 3 ― 議論あ

り。）

• イスラエルの歴史はあの包囲戦から始まり、ユダの歴史は包囲戦へと向かう 。

 （第 3 段� ― 議論の�地があるが、これが弱点である。）

エゼキエル書 4 章には、これらの数字がさらに増える可能性を示�する記述は一切あり

ません。それを知るには、900 年も
り、ほとんど誰も読まないレビ記のある章に目を

向けなければなりません。

va6UwU=>;�?61d\

レビ記 26 章は、イスラエル人がb束の地に入る前に、もし彼らがその地で神を見捨て

たらどうなるかを、神が�確に告Xている章である。

これは決して�地よい章ではない。しかし同時に、トーラーの中で最もAB的に0i1

い章でもある。なぜなら、一つの罰を�かすのではなく、段�的にエスカレートしてい

く一連の罰を�かし、そのエスカレートに関する明確な規則を定めているからだ。しか



も、その規則を 4回も�り�し述べている。

*�]― 「それでもなお、あなたがたがわたしに従わないならば、わたしはあなたがた

の罪のために七倍の罰を与える。」 �*]― 「それでもなお、あなたがたがわたしに 

対し、わたしに従おうとしないならば、わたしはあなたがたの罪にJじて七倍の¡いを

あなたがたに�ぼす。」 �5]― 「そのとき、わたしはあなたがたに 対し、わたし自

身が、あなたがたの罪のために七倍の罰を与える。」 ��]― 「そのとき、わたしはあ

なたがたに¢しい 
をもって行動し、わたし自身が、あなたがたの罪のために七倍の

罰を与える。」

4 つの警告。それぞれが£�的な¤Ðを¥¦とする。それぞれが d×W���。

そのABは明白であり、
]的なものである。これは、明確な�数をjつ段�的な罰則

�度である。「七回」が何を
iするにせよ、神はそれを一章の中で四度も�り�して

おり、そのたびに同じ¥¦、つまりあなたがまだ悔い改めなかったことが罰の2き§と

なる。

��6�^_� �`a)

すべては 2 つのヘブライ語に=存します: U�ׁש בע U ֶַ��（シェバ）、7、そしてそれに基づいて

A"されたフレーズ。

解釈は 2 つあり、それらは全く異なる。



��bUwUc`<&U「七倍」とは、�しさが七倍になるという
iです。より悪く、よ

り�しく、より�Z的。「七」は聖書でよく使われるように、&全性を表す数、つまり

¨罰の&全かつ最終的な�度として用いられています。この解釈では、このLは何かが

どれくらい�くかについては全く言�していません。

��dUwUX�&U「7回」は文を©け合わせる。もし期間が 390 年で、悔い改めが生じ

なかった場合、期間は 390×7 となる。

��b�e�f���\�&これは私自身の言zで明言しておきます。ほとんどの注

釈者、ほとんどのªR、ほとんどの聖書¸¹書は、このLを期間の_Dではなく、�し

さの増大と解釈しています。最も一P的な«語Rである「七重」は、当GながらDさで

はなくé度を示�しています。ヘブライ語学者にアンòートをcれば、解釈 A が�¬

的に­�するでしょう。しかし、彼らは皆間違っています。

_`"7�����K�)g,Nþ{h d�#�\�&g,Nþ{hdがなければ、

重®した文も、2730 年も、1960 年も、2030 年も存在しません。これが要点です。

リーディン¯ A が�しければ、本をuじてください。

それでは、B の主張を°開したいと思います。まずは、A の主張のうち�しい部分を認

めることから始めましょう。

ø±Â��Þ`$��

文�は�しくÁえている。レビ記 26 章にöWされている罰は$的なものである。

±²、³弱性´µ、敗W、¶ばつ、�生動ß、包囲、人食い、�8。それらは±²を増

·させる。�数をその±²を強めるものとして解釈することは、�囲の描¸に自Gに合

致する。

そして「七」という数字は、聖書全体を通して&全性という��を確かに伝えています。

�Bの七日間。カインへの七倍の$¹。�アマンが七回身をºめること。七十回七回»

すこと。誰もそれらを数えていません。

強調の解釈はÓ理なこじつけではない。それは、その文を0独で読んだ場合の明白な解



釈である。

ijÛ�k���ã

まず、章のA成について。なぜなら、議論の要点は章のA成にあるにもかかわらず、そ

れをきちんと説明している人はほとんどいないからだ。

トリLー 罰

�,�N�

{

14715節 ― もしあなた

が従わないなら

16717節 · ±²、³弱性´µ、敗W

��y=,

!l{*

18節 ― 7 倍 19720節 · ¼はGのようにGのように、大地は

何も生み出さない

��y=,

!l{�

21節 ― 7回 22節 · �½、子供連れQり、+は人¾もなく

��y=,

!l{	

24節 ― 7回 25726節：Î、¿À、|Áによるパン

��y=,
!l{5 28節 ― 7回

29733節：人食い、都Jの��、mMn
�o�o�



同じ¥¦文が 4回�り�される。 「それでもあなたは私に向き合わなかった」 Â 7回。

そして、最後の 1 人がどこにたどり着くかに注目してください。�8され、Ã国に散ら

ばったのです。

_�p�8$"q=��r�.�&私はエスカレーションを 1 から 4 まで�Ô付けしま

したが、「この章ではルールが 4回述べられている」という記述から「ルールはちょう

ど 4回発動し、その後失Äする」という記述に²解が生じやすいでしょう。しかし、本

文にはそのような記述はありません。最終的なエスカレーションを宣言したり、「これ

で終わりです」と述べたりする記述は一切ありません。本文にあるのは、「それでもy

度を変えない場合は 7回」という¥¦付き表現を 4回�り�しているだけです。

それが 4 つのÅ別の出来�のöWなのか、それともイスラエルがÍÎに受けÏめるよう

に 4回�り�し強調された常3規則なのかは、それ自体が解釈の問題であり、本文はそ

れを�解決のままにしている。私は常3規則の方に�いている。同じ�>で�り�され

る¥¦文は、リストというよりは¦Æのように読めるし、それを発動させる¥¦は一度

もcりÇされたことがない。私はここで議論をするつもりはない。神は私にÍ実を伝え

るようÈわされたのであって、
見をjつ�くの学者の一人になるためではない。解釈

B ― £�期間が唯一�しい解釈である。

さて、議論は 7 つ。おおよそ弱いものから強いものへと«べているが、例外が 1 つある。

最後の議論は
]的にª�をずらしている。それは�直な議論であり、�直であること

と強いことは同じではないからだ。4�目と 5�目の議論はこの章のYÉを成すもので

あり、合わせて読むのが最適である。

*8í1¹ºN�r)5�B #�\) $&*�節のLは ֵ לַ�־חֹ�   טּ�  בע�ַ 。Ê ַ�である אתֶ�יכם

שׁ�  Ë� ַ シェバ・アル＝チ�トテòム、あなたの罪の上に七つ。これはÌÍLであり、特

に強調されていません。「七倍の�しさ」とも「七倍のDさ」とも言っていません。ど

ちらも文法的に可能です。「七倍」とRしている«語Rは、ヘブライ語が強�していな

い選ºをしています。これは解釈 B を証明するものではありません。0に文法によっ

てÎがuÏされていないということを
iするだけで、一見するとハードルはÐいよう

に思えるかもしれませんが、確立する�値はあります。



�8í1��6�µs�q��s<1"$�:)7X�\r�&レビ記 26 章は 4 つの

段�を経て、�8で終わるが、その�8期間をすぐに時間、具体的には��年で�って

いる。

「あなたがたが の地にいる間、��の期間中、その地は��日をÑ受するであろう。

その地はÒんで��日をÑ受するであろう。」 ― レビ記 26:34

その次の節も同じ点を強調している。��したすべての日々において、その地はイスラ

エル人がそこにÓんでいた時には守らなかった��を守っている。

その緊Ôさを見てください。4�目の「七回」は 28節です。その罰は 33節まで�き、

散り散りになることで終わります。そして、そのすぐ次の 34節では、その罰がどのよ

うに�定されるかが述べられています。それは年数で数えられるということです。最後

の�数と数えられる期間は、本文中でÕり合っており、その間に何もÖまれていません。

この章の論理は算術で&結する。本文で年数で示される罰則に付随する�数は、年数に

対して何らかの作用を�ぼす�数である。

	8í1�1�q��t> {uv�X���(01M��\�&歴代×下 36 章 21節

でバビロンØÙの 70 年が数えられるとき、歴代×の著者はレビ記 26 章にすぐに
り、



その理由は、 「エレミ�の口を通して語られた主の言zが成就し、その地が��日を

Ñ受するまで」起こったからである。ØÙは��年が¼われたこととして説明され、そ

の¼いは数えられている。そしてダニエルは、ダニエル書 9 章 2節で、エレミ�の 70

年を文字通りの期間として読み、それを数え、それが終わるときに祈っている。

つまり、私が今行っていること、すなわちトーラーから罰の期間をcり出し、それを年

数として数え、満了することを期Úするという行¢には、�û上の先例があるのです。

ダニエルもそうしました。これは決して異例なことではありません。

51d\L"7°GO�d\ ��これは私が最初にjち出した議論ではない。ある反

論から生まれたもので、それによって私がこの問題全体を理解するようになった。

�しさは�定可能なÛではない。ある罰が別の罰の 7 倍であるという0Hは存在しない。

ÜÝが以前のÜÝのちょうど 7 倍ひどいとはどういうことかと問われても、答えはない。

計算がPしいからではなく、計算するための基�がないからだ。

刑期には0Hがある。それは年だ。40 年の刑期に 7 を©けると 280 年の刑期になる。

これは誰でも確認できる。

では、さらにÞり下Xてみましょう。罰とは、世/から切り	された性$ではなく、

人々にßせられるものであり、ßせられるには時間がかかります。したがって、あら'

る罰には「�しさ」と「Dさ」という 2 つの側面があり、罰のàáはその両方の±です。

ですから、本文で罰が 7 倍になると書かれている場合、それはそのàáについて述べて

いるのです。そして、àáをA成する 2 つの側面のうち、検証可能な方法で 7 倍のâ数

をjつことができるのは、�確には 1 つだけです。

反論は確かに存在し、それが唯一のãX+である。聖書全体を通して、7 は&全性を表

す(用Lとして用いられている。�世記 4 章 15節の「彼には七倍の報$が下される」

は、誰にとっても計算の問題ではない。レビ記 26 章の 7 倍という表現がそのような(

用Lであるならば、それは「&全に」という
iであり、Û的な
i合いは全くない。

その+を�って、どうなるか見てみましょう。もしその数字が0なる(用Lであるなら

ば、それは何も�っているわけではなく、4 つの記述は段�的にエスカレートしていく



ものではなく、同じことを 4回�り�して強調しているだけです。19節、22節、25節、

29節の罰は、ä子を 4 段�上るのではなく、�きの 4 つの描¸ということになります。

つまり、分å点があり、どちらの+も私がcり�める場所に繋がっている。7回という

のはÛ的な
i合いをjつ場合（その場合、それは時間軸をjつ合計に関âし、その要

素が検証可能な唯一の次元は期間である）、あるいは全くÛ的な
i合いをjたない場

合（その場合、解釈 A は1Eさが倍増するという解釈ではない）、神がこれを 4回1E

だと言っているという解釈になる。

強度�定値は、その第二の、より弱い�でのみ存�する。それは、実数の�算であると

同時に、�定�可能なものの�算であるということはありCない。

a1�8�����G7�
L"$��)*8�ù\r�&

議論 4 をさらに一歩{めてみましょう。もし 7 倍というâ数が�しさに関âするなら、

それは誰も断言したり、�定したり、確認したりできないÛに関âすることになります。

以前の罰はどれほど�しかったのでしょうか�明記されていません。その後はどれほど

�しかったのでしょうか�その 7 倍です。どのくらいの期間にわたって�これも明記さ

れていません。レビ記 26 章では、罰の段�的な増加に期間が定められていません。

このようにA"された主張は、決して²りとはなりCない。いかなる[\結果も、日付

も、計算も、それをÐ定することはできない。イスラエルが 3000 年の間にどのような

æ命を�ろうとも、それは「7 倍の何か」と表現できるのだ。

では、その横に期間の数値を«べてみましょう。ある開始時点から 390 年を 7 倍する

と 1 年になります。そして、その 1 年は�しいか間違っているかのどちらかです。ç判

的な読者は、ïðを使えば 1 分もかからずに確認できます。これは大èなéみです。

w�%�� $�$�ö÷)7O�tu#`"$ $��V�\r�&これはìGさを

¶むということではなく、何かを言うことと何も言わないことの違いである。もし 7 倍

が実数の実数�算であるならば、原理的にはそれが²って適用されたことを発見できる

はずである。しかし、この 2 つの解釈のうち、それが可能なのは 1 つだけである。

この議論のすぐそばには、悪いバージョンが存在する。悪いバージョンはこうだ。 



「期間の記述には数値が示されているが、1E度の記述には数値が示されていない。し

たがって、期間の記述が�しい。」これは議論ではなく、0なる¶みである。そして、

ç評家が「システム全体が動;づけられたê論である」と言うとき、まさにこのことを


iしているのだ。明確な答えを求めることは、テキストがそれを提供しているという

証拠にはならない。実際、�くのテキストは明確な答えを提供していない。

4い解釈とは、私がどうしたいかではなく、テキストがどのように;能するかについて

の主張です。�23�4�q��)ùxLM#���"�.`��&U「そこにDい間

横たわっていなさい」ではありません。390 日、次に 40 日、そして、もし要点が理解

できない場合にêえて、明確な:算ë、つまり 1 年につき 1 日が示されています。神は

文章を定Û�し、預言者にどの0Hで読むべきかを指示しました。これはì囲気の言z

ではありません。このように�確に、そして明示された:算ëとともに提示された数字

は、数えるために提示されたものです。

それをレビ記 26 章と«べて、その9íさに注目してください。ある章には�確な�数

が、別の章には�確な用語が示されています。期間の解釈では、関âするすべての数値

が別の数値と結びつき、作用します。�しさの解釈では、�確な�数は�確な用語にî

れることはなく、代わりに定Û�されていないものに作用し、390 と 40 は最初の期限

が過�ると何もせずに8Rされます。

それは証明にはならない。神は私にとって都合の4い数字を用
するSïなどなく、経

ý性に基づく議論は結µのところ、テキストがどのようにまとまっているべきかという

議論に過�ない。

しかし、一方の解釈では明示された数Ûが一切使われず、もう一方の解釈ではそれらが

すべて%用されている場合、それは注目に値する。そして、悪い解釈とは異なり、それ

は私の¶みに関する主張ではなく、テキストに関する主張である。

?1y`<�k����)7���I$J/ $�$�z{��ª0§�|�76��

ª��}(�&5�目と 5�目の議論は、言zが
iしうるものについてである。これ

は、この章がまだ何のためにあるのかについてである。

�ðに解釈すると、レビ記 26 章は&結した一連の出来�を描¸している。4 つの段�



を経て�8にUるが、40節から 42節にかけて告白の可能性へとñが�:する。そこで

ß語はÏまる。イスラエルがバビロンに]るまでの経òを記述するß語としては、確か

に;能しているが、それ以上何も語られていない。

しかし、これら 4 つの�yの悪�を2き起こしたY本的な原因はただ一つ、あなたがた

が=Gとして私に立ち�らなかったことだった。そして、その原因はバビロンで終わっ

たわけではない。ユダの家は 2000 年間、·シアに立ち�っていない。もしその2き§

がまだ2かれておらず、聖書の記述がÏまっているとしたら、レビ記 26 章は紀元前 8

世紀と 6世紀のことだけを記した章であり、それ以óのことは何も語っていないことに

なる。

期間の解釈によれば、それはまだ�いている。悔い改めない期限切れはrたな期間を生

み出し、章の算術は=Gとして¤Ðし�ける国家に対してôき�ける。

つまり、問題はヘブライ語がどちらの読み方をõ¨するかということだけではなく（ど

ちらの読み方もõ¨する）、どちらの読み方がレビ記 26 章に過Q 2ö年の歴史につい

て何かを語らせることになるかということである。

d8íÎ_`"�1)��µ#ø!ö÷���\��Î����)7_��~�

%L"Þ8S<1.�&第 4 章で述べたのと同じことを、同じ理由で認めます。エゼキ

エル書 4 章の 2 つの文に期間の�数を適用すると、開始日が 800 年	れているにもかか

わらず、異なる経�、異なる�数で、どちらも同じ年にたどり着きます。もし解釈 B

が間違っていたとしたら、このようなことは起こらないはずです。

私はそのê論を÷すよりも、むしろお見せしたいのです。それは最4の説明へのê論で

あり、証明よりも弱いものの、れっきとした議論の一�yです。

5 と 7 がどのように結びついているかに注目してください。これらは 1 つのø作の 2 つ

の部分だからです。5�目の論証は、期間の読みcりが失敗する可能性のある主張をし

ていると述べています。7�目の論証は、チェックを実行すると失敗しないと述べてい

ます。どちらか一方の部分だけでは�十分です。反証可能な主張は、それによってÍで

あるとは限らず、そもそも主張が間違っているはずがなかった場合、ùæな結果は何の



証明にもなりません。これら 2 つを�み合わせることで、あら'るものをテストする方

法が01にわかります。つまり、úである可能性のあることを述べ、それから実際に確

認するのです。

����` $_�*��t,-l{

4 つ目の議論には、よりë�な反論があり、私はその4いバージョンと悪いバージョン

の両方をお見せしたいと思います。なぜなら、その違いこそが本書の全体的な方法論だ

からです。

より強い解釈では、�しさを倍増させた罰をまだû行しなければならず、û行には時間

がかかる。聖書本文でユダに与えられた期間は 40 年のみである。したがって、7 倍の

罰はさらに 40 年間�く必要があり、悔い改めなければ、さらに 7 倍の罰が 40 年間�く

ことになる。2000 年にわたってb 50回�り�され、�しさは 7 の 50�、つまり 42ü

の数字になる。誰もそんな罰にýえられない。したがって、�しさは�可能である。

_�|�lm)Þ`!7_1�*� 5�âã� L"$�&刑罰は時間をかけてû行さ

れなければならない。�しさは期間とはÓ関âに存在しCない。この点を踏まえると、

刑罰の�しさに関する判断は0にありCないというだけでなく、�&全であると�える

にUった。

s�\��)�S`、その悪�箇所は 2 つある。

æþ業者がさらに 40 年間必要である必要があるが、それをñ付けるものは何もない。

レビ記 26 章には期間に関する記述は一切ありません。4 段�の刑罰の強�のいずれにも期間が

定められておらず、19節、22節、25節、29節の刑罰は、次の強�まで�くだけです。刑罰の

強�をY拠とする解釈をする人は、強�された刑罰が�特定の期間�いたと主張することがで

き、本文はそれに反論していません。その期間が 40 年でなければならないと主張するには、エ

ゼキエル書の用語を、その用語が全く言�されていない章にjち込まなければなりません。そ

して、自分のÿ�みをÙ手の立場にjち込むことは、堂々+りの議論と同じ²りであり、ただ

��にú�されているだけです。

そして、42üという数字は、®れた議論の中で最も弱い部分であって、最も強い部分



ではない。際限のない1E度の�算の本当の問題点は、数字が大きくなることではない。

問題は、「�8の 7 倍よりもさらに 7 倍悪い」という表現が、�yを適切に表していな

いことだ。問題は、1E度の大きさではなく、一貫性のl如にある。そして、まさにそ

の点は、議論 4 が�に大Xさな表現を用いずに指摘している点なのだ。

3 つ目の理由があり、それが私にとって決定的な理由です。もし私が、�しさの倍増に

は�り�しの項が必要だと認めたとしても、私は強度の解釈をÐ定したことにはならず、

それを�かにj�時間の解釈に�:し、­�を宣言したことになります。7 倍とは&全

に、十分に、適切なé度を
iすると本気で主張する反対者は、そもそも�り�しの項

に拘束されていないため、還元論法は彼にはeきません。それは誰も主張しない立場を

打ち負かすだけです。しかし、罰が「&全に」倍増されるのであれば、それをさらに

「&全に」倍増できるかどうかは明らかです。悔い改めのçÓにかかわらず、罰は�し

さの限/にFしているはずです。

私がこのことをD々と説明したのには、この一つの論点以上の大きな理由があります。

大きな数字は、その内¨とは�釣り合いなほど説C力があり、予言的な文章は昔からそ

うした数字を求める�向があります。もし私がこの本の他の箇所で私の計算を検証する

よう求めるつもりなら、私にとって最も都合の4い計算結果だけは捨てる�悟が必要で

す。この計算結果は私にとって都合が4かったので、ここには掲載しません。

ついでにもう一つだけお伝えしておきます。この章の以前の草稿では、レビ記 26 章で

は刑罰の段�的な増加が 4 つ（18節、21節、24節、28節）で�限されているため、

刑罰の�しさは 7 の 4�を超えることはない、と主張していました。`K`7_1#�

�)8").�.§¨\`M&Ä��Å�)V¥�s�;�)F��#r�.§¨&私

はパターンに­手に�限を読みcろうとしていたのですが、まさにこの本で私が他の人

にしないようにと�り�し訴えているのと同じ過ちを�していたのです。もうその�え

は捨てました。

#`_�£E�X¥� $� 07 � ��	�
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それが残された疑問であり、私は誰よりも先にそれを提起する。



レビ記 26 章が 4 つの項目のリストではなく、恒久的な規則を定めているのであれば、

悔い改めずに期限が切れるたびにその規則はçÄである。ユダの刑は西暦 70 年と 350

年に倍増された。ユダがまだ悔い改めないまま 2030 年に現在の期限が切れる場合、な

ぜ規則が再び発動しないのだろうか�つまり、1960 年に 7 を©けた 13720 年が再び適

用されるのだろうか�

それには算術的な答えはありません。算術はいくらでも�けられます。答えは算術の外

から来る必要があり、それがこの本が存在する理由です。��)��y=,!l{��

²��\) !7O���²��\�&レビ記 26 章は



�yの悪�で終わる。40節から 42節では、告白と記憶された契bで終わる。増殖は最

終目Ýではなく、最終目Ýを¤Ðしている間に起こる出来�なのだ。

第 10 章から第 12 章で主張されているのは、2030 年に¤ÐがÏまり、刑期満了後、悔

い改めない者たちは滅ぼされるのではなく�8される 5 ヶ月間があり、その後·シアが

再臨し、その刑期が=していたcり決めが終わるということである。もう一度増殖する

には、神が�えておくと せられた契bがさらに 1万 3ö年必要となるだろう。

つまり、停Ï点は章から読みcられるのではなく、本書の他のすべての要素から読みc

られるのです。つまり、同じ年にÏまる他の 3 つの時計、秋の祭りで終わる日数のカ�

ント、イエスがまだ&了していない祭りのª�などです。もしそれらが当てはまらない

場合、確かに、予3されるのは 2030 年ではなく 13790 年ということになります。

 �_1)5`"ÇE�°\) KLM�K

もう一つだけ、そしてこの章で最もd立つ�えがあります。

冒頭で、A と B という 2 つの対立する解釈を提示しましたが、これは通常、問題提起の

5方として用いられるものです。しかし、私は今、このÿ�みが間違っていると�えて

おり、その理由は第 4 の論点にあります。

罰には、�しさと期間という 2 つの側面があり、そのÛは両方の要素によって決まりま

す。期間を伴わない�しさは、�い罰ではありません。そもそも罰とは言えません。な

ぜなら、誰にも何も与えられていないからです。同様に、�しさを伴わない期間も¼虚

です。どちらの側面も0独では存在しません。したがって、 「罰を 7 倍にする」とい

うのは、どちらか一方の側面を増やすか減らすかという選ºではなく、Ûに関する主張

であり、そのÛは両方の要素によって決まるのです。

つまり、A の解釈と B の解釈は対立するものではない。A の解釈はß�の一側面を記述

し、B の解釈は実際に数値を検証できる側面を記述する。もし人が罰から学ばないなら 、

罰をD2かせたり、罰を�しくしたりすることは、忍ý強いMN者の行¢であり、その

MN者が何を
]していたかについての二つの対立する理論ではない。



これでは異議は解Çされません。期間の解釈は=Gとしてそれ自体で計算を行う必要が

あり、=Gとして第 3 段�です。つまり、7 という数字が何年に結びついているのか、

あなたは=Gとして私の言zを信じていることになります。しかし、レビ記 26 章は�

しさについて書かれていると確信してこの章に臨んだのであれば、あなたが&全に�し

くても、この書は=GとしてçÄであることに注
してください。あなたは私が�
に

入れていない次元を説明していることになります。それによって他の次元がÇえること

はありません。
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• 明示された�数： dU。 （ティア 2 ― 本文中に 4回記載されている。）

• 明示されたトリLー：I$J/���jù���。 （ティア 2）

• 明示されたAB： 5@A�@AB��y=,!l{。 （ティア 2）

• �数は文のDさに適用される。 （第 3 段� ― 上記で論じた。少数Tの解

釈。本書の要となる部分。）

• そして、その少数Tの地Hがjつ�値についての注釈。�数Tは 7回読む。

 1Eさに関して言えば、私は大�数の
見が間違っているとë�に主張

してきた。1Eさとj�時間は一つのÛの二つの側面であり、そのうちの

一つだけが検証可能なâ数 7 をjつことができ、�定�可能な側面を�じ

る解釈は、それが何を�じているのかを説明しなければならない、と私は

主張してきた。これは「他の全員が間違っている」という主張よりも限定

的な主張であり、私にとって必要な唯一の主張である。

エゼキエル書 4 章から 2 つの文。レビ記 26 章から 1 つの�数。これがすべての+具で

す。さあ、数えてみましょう。
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2 つの文、1 つの�数、4 つの数え方のルール。さあ、最初の時計を動かしてみましょ



う。
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エゼキエルの 390 年間は、イスラエルの家、すなわちW王国に=する。それは、�ロ

ブアムの時代に分	独立し、二度と_ってこなかった 10 部Uのことである。

第 4 章で論じた解釈によれば、イスラエルの歴史はレンLに描かれた包囲戦の左側にH

Rし、右から左へと{むヘブライ語の年表では、_�K0�"6�j!��� �。そ

して、GNのGHは、包囲cが/略できなかった包囲戦を示している。

記録には、エルサレム包囲戦が一度失敗に終わったことが記されている。��| d�*
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アッシリアの王セ�òリブはユダの要塞都Jに/め込み、それらをvwした。その後、

エルサレムに�ったが、vwすることはできなかった。ö王記下 18～19 章とイh�書

36～37 章は、内部からの@点でß語を語っている。�ゼキ�の貢�ß、ラプシ�òの

城壁での8説、イh�の言z、主の天使がnoを打つ場面、そしてセ�òリブがニネベ

に帰郷し、最終的に�子たちによって神�で殺される場面などである。

アッシリアの記録も外部から同じことを語っているが、その沈黙は聖書の言zよりも雄

弁だ。セン�òリブの書記âによって書かれた�>年代記『セン�òリブのプリズム』

は、�ゼキ�の城壁都J 46都Jをvwし、�ゼキ�自身をエルサレムに「sの中のt

のように」uじ込めたと自YXに記している。そしてそこでÏまる。受けcった貢ßを

記録し、都Jをvwしたとは記していない。首都をvwしたアッシリアの王は、そのこ

とを詳Åに、数字を交えて語った。しかし、この王はsを描¸して、それ以上何も語ら

なかった。

iþj�&この日付は、アッシリアのエóニム規Â、プリズム、聖書の記述によってそ

れぞれ独立して確定されており、紀元前 8世紀の日付としてはほぼ確実なものです。少

数の学者は、ティルハカの年齢に関するP問を解決するために、紀元前 688～686 年�

に 2度目の遠xがあったと提Æしていますが、大�数は紀元前 701 年に 1回の遠xが

あったと主張しています。私は、伝)的な日付でもある、�数Tの日付を採用していま



す。

いないものについて一言。W王国は紀元前 722 年�にアッシリアに]Òし、�8され

ました。サマリアは 3 年間包囲されて]Òし、Ó�はbÓさせられ、10 部Uは失われ

ました。これがイスラエルへの¨罰の開始時期として最もç力な候�ですが、私が使用

している日付ではありません。この日付では 2030 年という数字は出ません。紀元前

722 年＋2730 年は 2009 年になりますが、これはありCない数字です。私がこのことを

言�したのは、皆さんが自分でその代替-を発見して疑問に思うのではなく、私がその

代替-の存在を知っていて、それがうまく;能しないことを理解していただきたいから

です。

紀元前 701 年という開始年は、第 4 章の議論qGHでÚ�される包囲戦の失敗q

に基づくものであり、私が望む答えがCられる開始年を×し求めた結果ではありません。

もし第 4 章をÐ定するなら、この記述もÐ定すべきです。これが=存関âです。

µÉ��X
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（ティア 1。天文学的な数字表記では、7700 + 390 = 7310、つまり紀元前 311 年とな

る。）

イスラエルの当初の刑期は紀元前 311 年に満了した。

紀元前 311 年にイスラエルの家は悔い改めたのだろうか� いいえ。悔い改めるべきイ

スラエルの家は存在しなかった。十部UはÃ国に散り散りになっており、それはすでに

4世紀も�いていたのだ。刑罰は期限切れとなり、何も変わらなかった。

紀元前 311 年には別の出来�も起こっていた。そして私はそれを慎重に扱いたい。な

ぜなら、まさにこうした種îの詳Åが、本書のような本では誇張されがちだからだ。

�q�`"7紀元前 311 年の春はセレ�コス�の紀元である。セレ�コス 1世がバビ

ロンを奪還し、その奪還を起点とする紀元は、数世紀にわたりsl全域のÝ�暦となっ

た。ユダ�人が採用したバビロニア暦では、紀元 1 年はニサン 1 日（紀元前 311 年 4 月



3 日）から始まる。

そしてユダ�人はそれを採用した。彼らはそれを「ミニ�ン・シ�タロット」 、すな

わち「契bの時代」と呼んだ。これはマカバイ記第一で使用されている年代記である。

ユダ�人の法的文書、結^契b書、売買証書などに、ö年以上にわたってこの年代記が

用いられてきた。セレ�コス�の王たちが滅びた後も、ユダ�人の書記âたちは、¿リ

シ�の将cがバビロンに侵/した年を年代として文書に日付を記し�けていたのだ。

そこには紛れもない�実がある。イスラエルが悔い改めることなく刑期を終えた年、ユ

ダ�人は異邦人の王のV世を基�に自分たちの契bの日付を記し始め、それをö年もの

間�けてきたのだ。

pq\) $��7_`"��ö÷` $��)7紀元前 311 年にユダ�で何も起こ

らなかったということです。戦闘も、xyも、�|者の交代もありませんでした。プト

レマイ!スは紀元前 312 年にこの地域をvwし、qrしました。アンティíôスが再

びvwし、紀元前 311 年の王�和Oは問題を�解決のまま残し、何も解決しませんで

した。プトレマイ!ス�による永�的な�|は、紀元前 301 年のイプTスの戦いの後

まで訪れませんでした。

つまり、紀元前 311 年の重要性は暦上のことであり、c�的なことではありません。

0i1い共鳴ではありますが、証拠ではありません。計算は紀元前 311 年に全く=存

しておらず、セレ�コス�が別の年に始まったとしても、時計は全く同じように動きま

す。私がこの年をWXたのは、それが印Ú的だからですが、印Ú的であることと証明力

があることは同じではないので、あえて指摘しておきます。



��

悔い改めは認められない。レビ記 26 章が適用される。

390 × 7 = �d	�U


（ティア 1）

さて、見た目以上に重要な$問があります。それは、$8K0\�K�

選º肢は 2 つある。1 つは、最初の任期が満了した紀元前 311 年から、倍増された任期

が£�されるというもの。もう 1 つは、元の任期にcって代わり、紀元前 701 年の包

囲戦から始まるというものだ。

私は 2�目のものを使用します。その倍数文は紀元前 701 年から始まります。

理由はこうです。レビ記 26 章には「そして、さらに罰を加える」とは書かれていませ

ん。「あなたたちの罪のために、さらに七倍の罰を与える」と書かれているのです。同

じ罪に対して、七倍の罰を与えるということです。倍加の対Úは、刑罰そのものであり、

�存の刑罰にrたな刑罰を付け加えるものではありません。刑罰を七倍にする�判âは、

連�した刑期を�加しているのではなく、同じ罪に対して改めて刑罰を言い渡している

のです。そして、刑罰は、元の刑罰が=拠していた時点からû行されます。イスラエル

にとって、それは紀元前 701 年の包囲戦です。

「�ンジ」という言zに注目してください。次の章では、この言zがここでよりも重要

なd割を果たすことになります。もし私が使っているルールが実は二つのルールがú�

したものだとしても、ここでそのことに気づくでしょう。

（ティア 3 ― これは解釈上の選ºであり、そのKを述べておくべきでしょう。もし�

算項が紀元前 311 年からªに計算されるとしたら、紀元前 311 年 + 2730 年 = 西暦 2420

年となり、本は存在しなくなります。この選ºは重要であり、私はそれを前提とするの

ではなく、論拠に基づいて主張しました。）

�~
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（ティア 1. 天文学的：7700 + 2730 = 2030）

よろしければ、じっくり計算してみてください。紀元前 701 年から紀元前 1 年までは 7

00 年です。さらに 1 年経つと西暦 1 年になります。つまり 701 年が経過し、西暦 1 年

から 2029 年が残ります。2029 年は西暦 2030 年にあたります。

レビ記 26 章に規定されているように、イスラエルの家の刑罰は 7 倍にされ、
��	�年

OP°8\)O#ô+\² $

本当にそう思ってるんです。

もしこれが議論の全てだったとしたら、私はこの¦について本を書かなかったでしょう。

議論の的となっている開始日から、議論の的となっている�数を経て目Ý年にUる、

たった一つの算術的な連鎖は、まさに��sÀのû�例であり、もし他人がそれをやっ

たら、私は疑!を抱くでしょう。



に注目してください。計算は90です。

390×7 はPしい計算ではない。議論のg点はすべて選º肢にある。GHが包囲の失敗

を示す、左側が時間的に前{することを
iする、�数が期間を_Dする、�算された

項が元の開始点から再び実行される、といった解釈だ。4 つの解釈判断があり、それぞ

れに�当性はあるものの、どれも確実ではなく、すべて私が��すべきものだ。

だからこそ、2 つ目の時計が�常に重要なのです。それは、異なる歴史、異なる開始日、

異なる年数、そして異なる�算回数を用いています。この時計と共通しているのは、エ

ゼキエル書の同じ章とレビ記の同じ規則の 2点だけです。

読みcり値が間違っている場合、2 つ目の時計は全く別の場所を指すはずです。

vd6UwUST�OP

エゼキエルの第二の文はよりnく、その歴史的�景もより詳Åに記録されている。なぜ

なら、それはrb聖書の中�となる出来�をM羅しているからである。

「あなたがこれらを終えたら、今度は右側を下にして横になり、ユダの家の罪を負わな

ければならない。わたしはそれをあなたに四十日間、すなわち一年につき一日ずつと定

めた。」 ― エゼキエル書 4:6

40 年。右側。

第 4 章の解釈によれば、右から左への時間軸において右側は「以前」を
iする。つま

り、ユダの 40 年間は包囲戦から始まるのではなく、«@A�向かって{むのである。

この文は包囲戦で終わるのであって、包囲戦から始まるのではない。

つまり、エルサレム包囲戦で終わる 40 年間が必要だということだ。そして、そのよう

な出来�は確かに存在し、しかもそれは決して��なものではない。

�9K0«@.\



イエスは西暦 30 年 4 月 5 日、過越祭の日に十字架にかけられた。

（第 3 段�。この日付は西暦 26 年の洗礼と 3 年.の宣教%動から導き出され、西暦 26

年の洗礼はルカによる¬­書 3 章 1節にあるティベリ�スのV世 15 年目という少数T

の計算から導き出されます。これは本書の 4�目の弱点なので、後ほどきちんと説明し

ます。従=節でごまかすつもりはありません。）

それから 40 年後の西暦 70 年の過越祭の時、ティトゥスはエルサレムの城壁を封鎖し

た。

その±ろしさは、タイミン¯の悪さに起因していた。ヨセフスは、ローマcの包囲Mが

u鎖された時、都Jは過越祭の+礼者で膨れ上がっていたと述べている。uじ込められ

たのは祭りのù加者であり、定Ó者ではなかったため、その後に起こったÜÝは壊滅的

なものとなった。包囲は過越祭の時期に始まった。

QR	�
�5�
�QRd�


（ティア 1）



十字架刑から包囲戦まで、過越祭から過越祭までの 40 年間。そしてその間に、国家的

な決断が下された。

イエスは、40 年の期間が何のためにあるのかを語っておられました。 「エルサレムよ、

エルサレムよ、預言者たちを殺し、Èわされた者たちを石打ちにする者よ。わたしは、

めんどりがひなを翼の下に:めるように、どれほどあなたの子どもたちを:めようとし

たことか。しかし、あなたがたはそれを¤んだ。見よ、あなたがたの家は�れ果てたま

ま残されるであろう。」 （マタイによる¬­書 23:37738）また、十字架に向かう途中

ではこう言われました。「やがて、あなたがたの があなたがたを包囲し、四方八方か

らcり囲み、あなたがたとあなたがたの内なる子どもたちを地に¬し、石一つ残さずに

あなたがたを滅ぼす日が来るであろう。それは、あなたがたが神の訪れの時をわきまえ

なかったからである。」 （ルカによる¬­書 19:43744）

使徒たちが神�の庭で説教を始めて 40 年。40 年間、そのxし出は開かれたままだった。

40 は聖書においてé練の期間を表す数字であるq��、洪水、ニネベのヨ�、山の

上のモーセ、砂漠の主。これはユダの 40 年だった。

��r M��Þ` ù1ß 0 $��

これが、お見せするとおb束した 2 つのエラーのうちの 2 つ目です。

私の最初の著書では、神�が「西暦 70 年の過越祭の期間中に」破壊されたと書きまし

たが、これは間違いです。実際に何が起こったのかを�確に記述することが重要です。

なぜなら、この*�された記述こそが、議論に必要な情報だからです。

包囲戦は西暦 70 年 4 月中*�、過越祭（ニサン月 14 日）に始まった。神�はそれから

b 3 か月.後の 8 月第 1 週�、アブ月 9 日か 10 日に2失した。ヨセフスはアブ月 10 日

と記録しているが、ミシ��ーは 9 日と記録しており、ユダ�教の伝)ではそれ以来、

9 日を両神�の断食日であるティシ�・ベアブとして守り�けている。

私は 4 ヶ月に�6包囲戦を、たった一つの出来�としてÁえてしまっていた。よくある

間違いだ。今でも私の間違いだ。



しかし、*�が何をするのか見てみましょう。ユダの時計は、 2030 年の過越祭で終わ

るためには、過越祭から過越祭まで{まなければなりません。そして、過越祭の出来�

は、2き討ちではなく包囲です。西暦 30 年の過越祭に磔刑、西暦 70 年の過越祭に包

囲。40 年間、祭りから祭りまで、ºめられたのです。

�実の²った解釈が議論を��にしていた。�しい解釈にRき:えれば、議論はより説

C力のあるものになる。自分の文章を自分で確認すると、大抵はこうなるものだ。そし

て、これこそが、自分で確認するべき最も®れた理由だと私は�えている。

µÉ���

紀元 70 年までにユダは悔い改めたのだろうか�都Jは]Òし、神�は2失し、犠牲の

儀>は中Ïされ、その後再開されることはなかった。国�は·シアに立ち�らなかった

のだ。

レビ記 26 章が適用される。

40 × 7 = ���U
UQRd�U�U���U�UQR	a�

（ティア 1）

そしてここでもまた、主張をするのではなく、訂�したいことがある。

すぐsくで実際に起きた出来�があります。コンスタンティ�ス・Lルスに対するユダ

�人の反乱は 	a�
ではなく 351 年に勃発しました。Lルスは 351 年 3 月にカエサル

に選出され、その後反乱が起こり、�ルシキヌスはそれを�Z的に鎮�し、ディ!カエ

サレア（セフォリス）を破壊し、ティベリアとリッダを壊滅させました。

それはÕ接しています。�確ではありませんが、一致と´めるのではなく、Õ接と呼6

ことにします。西暦 350 年自体には具体的な証拠はありません。開始日を調ìしたり、

他の箇所で(他的に数えていたものを包括的に数えたりすることで 351 年にEFでき

ますが、そうするつもりはありません。なぜなら、共鳴地を作るために()を少し変え

始めた時点で、私は算術をやめて別のことを始めているからです。

計算上、それは必要ない。西暦 350 年は一連の出来�の通過点であって、証拠ではな



い。その年に何も起こらなかったとしても、一連の出来�は問題ない。

�×í���

それでも悔い改めは見られない。そこで再び同じ規則が適用される。これはレビ記 26

章に記されている段�的エスカレーションの第 4 段�であり、同章の最後の段�である。

ここで、私自身も�め、通常この文章が書かれている方法を変えたいと思います。

次のステップを自Gな�で記述すると、 280 × 7 = 1960 となります。これは�しいの

ですが、明らかな反論があります。280 は、目的の場所にたどり着くために選ばれた数

字のように見えるからです。

しかし、280 は独立した数ではありません。40 × 7 です。したがって、2�目の©け算

は次のようになります。

40 × 7 × 7 = 5�U�Ud�U�U*c?�U


ユダの当初の 40 年の刑期を 7\��×�ùM。

これは表面的な言い:えではありません。レビ記 26 章は0一の�算について述べてい

るのではなく、同じ£�的な¤Ðによって2き起こされる 4 段�の�算の連�について

述べています。その段�的増加の 2 段�を経た文は、元の文に 7 の 2�を©けたもので

す。40 × 7²と書くと、レビ記のY拠が表現自体に表れています。280 × 7 と書くと、

恣
的な数字が恣
的に増·されているように見えます。

同じ計算だが、その起点となるのはページ上である。

QRd�
�*c?�
�QR��	�


（ティア 1）

4,4)*8K�8K�UwU^_� ��a



さあ、アンカーに注目してください。ここは、注
1い読者ならペンに手を伸ばすべき

場所です。

イスラエルの刑期は紀元前 701 年から_Dされ、これは彼女の最初の刑期の開始年で

ある。ユダの刑期は紀元 70 年から_Dされ、これは彼女の刑期の終了年である。彼女

の刑期は紀元 30 年の磔刑から始まった。

はっきり言ってしまえば、これらは 2 つの異なるルールのように見える。そして、もし

これらが 2 つの異なるルールであり、それぞれがたまたま 2030 年という結果を生み出

すという理由で選ばれたものだとしたら、この本はまさに他のすべての人を�Pしてい

ることと同じことをしていることになる。別の方法をéしてみて、どれだけのことがか

かっているかを見てみよう。イスラエルは任期終了時から紀元前 311 年＋2730 年＝西

暦 2420 年となる。ユダは任期開始時から西暦 30 年＋1960 年となる。

＝西暦 1990 年。どちらも現存しない。どちらの時計も基�点に敏�なので、それぞれ

の場合に;能する基�点を選んだ。

だから、私はあなたに本当にたった一つのルールをb束します。

ここにあります。FG0�æ©#7��\�p�)«@K0�.L"$.�&包囲は要

です。エゼキエルがレンLに描き、その�りに包囲Mを"き、GのGHを前にRいたの

もこの包囲であり、このしるし全体の中�にHRしています。イスラエルの包囲は紀元

前 701 年、ユダの包囲は紀元後 70 年です。どちらの倍数表現も、それぞれに関âする

包囲から始まっているのです。

両者が示しているのは、2 つのルールではありません。それぞれの国の元の判決が、そ

の包囲に対してどのHRにあるかということです。そして、まさにそれがエゼキエルの

体のd割でした。左側はイスラエルです。イスラエルの 390 年は、右から左へのタイ

ムライン上で包囲の左側にHRするため、包囲から前向きに{み、したがって包囲はイ

スラエルの任期の始まりとなります。右側はユダです。ユダの 40 年は右側にHRする

ため、包囲に向かって{み、したがって包囲はユダの任期の終わりとなります。

�算のルールは一つq包囲側から計算を始めること。a何学のルールは一つq辺を



見れば、包囲が元の項のどちら端にあるか分かる。イスラエルの包囲は彼女のß語の始

まりであり、ユダの包囲は彼女のß語の終わりである。だからこそ、紀元前 701 年が

一方の暦の始まりであり、西暦 70 年がもう一方の暦の始まりなのだ。これは私が途中

で(例を変えたわけではない。

それに関して 2点ほど�7します。

O���Y���$�ö÷\)r�.§¨&ユダの 40 年間は他の人々と同じように、

西暦 30 年から 70 年までª方向に{みました。辺は]上の|Rに関するものであり、

年月が{む方向に関するものではありません。最初の期間が悔い改めることなく満了す

ると、rしい期間は蝶�からª方向にû行されます。なぜなら、刑罰はそれが唯一のû

行方向だからです。

_`"7_1�%L"v56)*O�|%�#<0����C�&左右の読み方は、す

でにこの本の解釈において最も大きな=存点となっていた。それが今や、方向を示すだ

けでなく、錨のd割も果たしている。もし左右が0にWと`を
iするだけならqそ

う�えるのは全く�当なことで、私も第 4 章でそう述べたqユダの時計が西暦 30 年

ではなく 70 年から始まるべき原理的な理由はなく、西暦 30 年であれば 1990 年となる。

全体のABは、預言者がどこに横たわっていたかというたった一つの詳Åにかかってい

る。誰もÞり下Xる必要がないように、私はそれを一文で述べた。

西暦 70 年の過越祭に 1960 年を加えたものが ��	�
�YZ[\�。

� ��)�87��)�Ë` $

それらを«べてRいてください。

イスラエルの家 ユダの家

文（エゼキエル書 4 章） 390 年 40 年

始める 紀元前 701 年 西暦 30 年

包囲からの指示 前方（左側） それに向かって（右



側）

最初の任期が満了します 紀元前 311 年 西暦 70 年

©け算 1 つ 二

�算項 390 × 7 = 2730 40 × 7² = 1960

から走る 紀元前 701 年 西暦 70 年

ËÌX¥ QR��	�
 QR��	�


この 2 つのコラムに共通していない点を見てみましょう。

390 と 40 という異なる文。どちらも他方からT生したものではない。開始日は 7世紀

も	れており、全く異なる歴史的出来�から全く異なる論拠によって確立されている。

タイムライン上の方向も異なる。�算の回数も異なる。1回と 2回。最終項も異なる。

2730 年と 1960 年。

両者に共通する点はただ二つ。一つは、それらを割り当てたエゼキエル書の章、もう一

つは、それらを増やすことを定めたレビ記の規定である。

そして、それらは同じ年に期限切れとなる。

第 3 章で述べたように、現実の出来�を記述するシステムは、
]していなかった結果

を生み出す�向があります。これはその最初の例です。このシステムを;能させるため

にユダの開始日を自分で選6こともできたでしょうが、私が選んだのではなく、十字架

刑がそうしたのです。そして、包囲までの 40 年という期間は、0に歴史が示している

ものです。この収束はØGの一致なのか、それともそれが必G的な結果なのか、どちら

かでしょう。

ØGの一致が一つなら、何とか�り切れる。第 9 章には、さらに二つの時計が登場する。

���K|�158í�¶�

自分の主張が弱いと指摘する箇所が 4 つあるとxし上Xました。第 2 章には暦が、第 4

章には左右の読み方が、第 5 章にはレビ記 26 章の期間の読み方がそれぞれありました。

そしてこれが 4 つ目です。ユダの時計がそこから始まるので、この章に�めるべきで



しょう。

QR	�
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伝承の流れは次のようになります。ルカによる¬­書 3 章 1節は、ヨハネの宣教%動、

ひいてはイエスの洗礼を、ティベリ�ス・カエサルのV世 15 年目にHRづけています。

イエスは当時b 30歳でした（ルカ 3 章 23節）。宣教%動は 3 年.�き、4回の過越祭

を経ました（ヨハネ 2 章 13節、5 章 1節、6 章 4節、11 章 55節）。したがって、ティ

ベリ�スのV世 15 年目に 3 年.を加えると、十字架刑の時期が分かります。

ティベリ�スのV世 15 年目になると、すべてが動き出した。

e�f�計算では、西暦 14 年 8 月 19 日のア�¯ストゥスの死を起点とする。この日は

ティベリ�スが0独"#となった日であり、タキトゥス、スエトニ�ス、ディ!も彼の

V世をこの日から数えている。そのため、15 年目は西暦 28 年末か 29 年初め、十字架

刑は西暦 32 年か 33 年�となる。これが主流の見解であり、ほとんどの歴史家とrb

聖書学者が�jしている。しかし、ここでもまた、�数Tの見解は間違っている。

H�f�P�では、ティベリ�スの共同)V時代、すなわち西暦 11 年から 13 年�に

=州に対する同等のM限が与えられた時代から数え始める。このことは、当時生きてい

た�ェレイ�ス・パテルクルスによって記述されている。したがって、15 年目は西暦

26 年�、キリストの磔刑は西暦 30 年となる。

�)H�f�P�����L"$.�&_1�%��7QR�?
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この中にもう一つの=存関âがあり、それは脚注ではなくここに記載すべきである。 3

年.の宣教%動は、ヨハネの¬­書に 4 つの過越祭が記されていることを前提としてい

る。そのうち 3 つは明確に記されており、2:13、6:4、11:55 はいずれも過越祭を指して

いる。4 つ目のヨハネ 5:1 は定冠Íなしで「ユダ�人の祭り」とだけ述べており、�く

の¸¹者がこれを別の祭りと解釈している。ペンテコステと�庵祭がどちらもよくWX

られる。したがって、4 つの過越祭という解釈もまた重要なY拠であり、議論の的と

なっている。

どちらの説も�当である。ルカはl部Ã州の地方の読者に向けて書いており、そこでは



ティベリ�スのM力は共同)Vによって行使されていた。地方への勅令から数えて 15

年目というのは、テ!フィロスにとって理解可能な年数だっただろう。また、西暦 30

年という日付には、受P週の年代ªと一致するニサン 14 日（水曜日）など、�くのñ

付けがある。

しかし、この問題は�に決着ýみだと断言します。なぜなら、実際に決着ýみだからで

す。しかし、読者が調べてみれば、10 分もかからずに私に反対する
見が�数Tをv

めていることに気づくでしょう。

これには重大な問題がある。もし十字架刑が西暦 30 年ではなく 33 年だったとしたら、

ユダの 40 年間は西暦 70 年ではなく 73 年まで�くことになる。そして西暦 73 年は過

越祭のエルサレム包囲戦ではなく、マサダ]Òの年である。時計はÏまらない。ST�
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イスラエルの時計はそうではない。紀元前 701 年でÏまっており、これらの出来�と

は一切関âがない。

つまり、私の二つの文のうち、一つは議論の�地のある年代に基づいているが、もう一

つはそうではない。それでも両者は同じ年を指し示している。それだけでも�値がある。

議論の�地のある年代を、議論の�地がないかのように�う�値はない。

これが第 2 部の全セットです。第 2 章の暦、第 4 章の左右の読み、第 5 章の期間の読み、

そしてここにあるrb聖書の年代記です。これは実際には 2 つのリンク、ティベリ�ス

の計算と 4回の過越祭の読みから成り立っており、どちらもユダの開始日をñ付けてい

ます。

この本を壊したいなら、そこを押してください。

第 2 部はここで終了です。第 8 章ではダニエルの 70 週をcり上X、s�の日付のÿ�

みを説明します。そして第 4 部ではさらに 2 つの時計を稼ôさせ、4 つの時計が実際に

どれほど独立しているのかを問いかけます。
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そのÿ�みは、sい将来の日付に=拠している。
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これまでの記述はすべて、エゼキエル書 4 章（戒�を定めている）とレビ記 26 章（戒

�を数え上Xている）という 2 つの章に基づいている。この 2 つの章によって 1 年が算

出される。

この章は他とは異なります。ダニエル書 9 章は 2030 年という年を予言しているわけで

はありませんし、私もそう�うつもりはありません。この章が示しているのは、sい将

来の出来�を理解するためのÿ�みです。つまり、定められたª�の中で私たちが今ど

のHRにいるのか、なぜまだ 3 年.が残っているのか、そしてキリスト教世/の大.が

予3している 7 年間の大OP時代が、すでに.分が起こった出来�の倍増である理由な

どです。

第 6 章と第 7 章が年を教えてくれるとすれば、この章は�を教えてくれる。

また、この聖Lには預言文学の中で最も²解されている一節が�まれており、全体の 3

分の 2ほど{んだところで、その一節について少し時間を割いて説明しようと思います。

なぜなら、終末について�くの人が信じていることのすべては、たった一文をある特定

の方法で解釈することに基づいているからです。

これが予言の全文です。私が何か言う前に、まずこれを読んでください。

24 「あなたの�とあなたの聖なる都のために、七十週が定められました 。

それは、�きを終わらせ、罪を終わらせ、�Sを贖い、永遠のSをもたら

し、幻と預言を封じ、U聖なる者に油を注ぐためです。」

25 ですから、エルサレムを$0し再建せよという勅令が出されてから、



·シアなる君が現れるまでには、七週間と六十二週間があることを知り、

見分けなさい。苦Pの時であっても、エルサレムは広場と堀をêえて再び

建てられるでしょう。

26 それから六十二週が過�れば、·シアは断たれて何も残らず、来るべ

き君主の�が都と聖所を滅ぼすであろう。そしてその終わりは洪水のよう

に訪れ、終わりまで戦いが�き、��が定められている。

27 そして彼は�くの者と一週間の契bを結6が、その週の.ばに犠牲と

穀ßの>Xßをやめさせる。そして まわしいものの翼の上に��をもた

らす者が現れる。定められた&全な滅びが、��をもたらす者に注がれる

まで。」

― ダニエル書 9:24727
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何よりもまず語�の問題だ。なぜなら«語はそれを÷しているからだ。

週という0語は U U�ׁש �בֶַ  
��ps<1.�&U（シ�ブア）は、週の日数をָ עוּiするもので

はありません。それは、何であれ数える dの0H、つまり 7 を
iします。ヘブライ語

には日数の��日と年の��日があり、レビ記 25 章は 7 年�期の経ý全体をA"して

おり、ダニエルはちょうどエレミ�書で 70 年間の流刑について読んでいましたが、歴

代×下 36 章 21節では、それは�地が守らなかった��年を¼うことだと述べていま

す。

つまり、77 年とは 77 年、すなわち 5c�
���\r�。この解釈は議論の�地がない。

この箇所について他の点ではほとんど
見が一致しない人々も�め、あら'る解釈の立

場からこの解釈を�jしている。

�¢jy,£1#Ã¤�0 ù1ß 0 $?8���

24節はほとんど誰も注
1く読まない部分だが、70 週が終わったかどうかを決定づけ



る部分である。

これらの中でF成されるべき 6 つのことが定められている。

íール vy

1 違反行¢を&遂する 十字架で行われた

2 罪を終わらせるために 十字架で行われた

3 罪を¼うために 十字架で行われた

4 永遠の�Sをもたらすために *��-îr�UwUX;¥­

5 幻と預言を封印する まだ

6 最も聖なるものを聖別する まだ

1～3�目の項目はカルバリのôきであり、クリスチ�ンがそれ以外の解釈をすること

はできないと思います。 「世の終わりに一度だけ、キリストはご自身をいけにえとし

てささXることによって罪をcりÜくために現れました」 （ヘブライ人への手紙 9 章 2

6節）。贖罪はなされました。罪は終わりました。これこそが¬­です。

5�目と 6�目の項目は明らかに起こっていません。幻と預言は封印されたものではな

く、私たちは今もそれらを読み、議論し、本書のような本を書いています。そして、U

聖なる者は誰も油注がれていません。

4�目の項目は、きれいに分îできないものです。永遠のSは、十字架において、私た

ちのものではないSが�用可能になったという
iで始まりましたが、世/がSで満た

されたという
iではまだE来していません。解説者の間でも
見が分かれています。

私は、それは始まったもののまだ&成していないとみなし、私にとって都合の4い欄に

数えるのではなく、印を付けています。

�¢jy,£��� ³´)���r�&もし 70 週が 1世紀に&了したとすれば、幻

と預言は封印され、U聖なる者が油注がれたことになるが、どちらもÍ実ではない。も

しそれらが定められた命令から絶えず実行されているとすれば、その目的の 3 分の 1 が

�F成のまま、ずっと前に終わっていることになる。一連の出来�のどこかに�&成な



部分があるのだ。これは私が結論として述べているのではなく、24節を読むすべての

人に求められていることなのである。
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25節は、その始まりを告Xている。 「エルサレムを$0し再建せよという勅令が発�

された時から」。

ペルシ�の勅令が 4 つ候�としてWXられているが、そのうち¥¦に合致するのは 1 つ

だけである。紀元前 538 年、キ�ロスは都Jではなく神�の再建を認可した。紀元前 5

20 年、ダレイ!スは同じく神�の再建を承認した。紀元前 445 年、アルタクセルクセ

スはネヘミ�に城壁の再建を認可した。これは要塞�に関する勅令であり、Á5Dに発

せられたものである。

アルタクセルクセスがV世 7 年目にエズラに出した勅令こそが、まさにその言zに合致

するものである。この勅令は、神�の再建を認可し、神��5のためのú§を提供し、

行¦âと�判âを任命し、神の�法を国の法として再確立するものであり、0なる石B

建"の*$ではなく、国家の再建を
iする。エズラ記 7 章にそのことが記されている。

��\)_�¨©���| 5a�
�`"$�が、付録 E では紀元前 457 年が一P的な

代替-である理由と、そのÙ違点について説明している。どちらの説にもY拠があり、

Ù違点はペルシアのV世年を即H年を基�に数えるか、また春のr年から数えるか秋の

r年から数えるかという点にある。私は紀元前 458 年を採用しているが、それを確定

的なものとして提示するのではなく、そのKを明記している。

それではカ�ントダ�ンです。

7 週間×7 49 年 紀元前 458 年 Â 紀元前

409 年

62 週間 × 7 434 年 紀元前 409 年～紀元 26

年

?c¡�d 5�	
 ��| 5a� 
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（ティア 1 の算術8算、天文学年で計算されているため、lÒしたゼロ年は¾響しな
い：7457）

+ 483 = 26。Dい+のり：紀元前 458 年から紀元前 1 年までは 457 年、さらに 1 年で西

暦 1 年になり、残りは 26 年です。）

最初の 7 週間には明らかなùf先がある。25節には「苦Pの時にも、広場と堀をêえ

た都が再び建てられる」とあり、反対勢力の下での 49 年間の再建は、まさにエズラと

ネヘミ�が描¸した内¨である。

�!jª«UwU¬Ð\) !7­q®

69 週は「·シアなる君主が現れるまで」�く。一体何までなのか�·シアは生まれた。

洗礼を受けた。エルサレムに入城した。十字架につけられた。どれが最後の出来�だろ

うか�

称Ôが決め手だ。�!j― U�ׁש Uח
�ִ Uֶַ י
誕生。それは聖油を塗る儀>で
ある。


U（·シア）―油注がれた者というמ�ָ i。終Ï符は



イエスは洗礼の際に聖霊がó臨し、油を注がれました。rb聖書にもそのことが記され

ています。ペテロはコルネリ�スの家で説教しながら、 「あなたがたは�hレのイエ

スのことをよく知っています。神はイエスに聖霊と力とを注がれました」  （使徒

10:38）と述べています。また、イエスご自身も�hレのÌ堂でイh�書をh読し、そ

の日ご自身に当てはめて、 「主の霊がわたしの上にある。主がわたしに油を注がれた

からである」 （ルカ 4:18）と述べています。

こうして、69 週は西暦 26 年、ヨルダン川で終わりを迎えます。この時、·シアは油を

注がれ、世に示されました。ルカによる¬­書 3 章 1節では、この出来�をティベリ�

ス#のV世 15 年としていますが、第 7 章ですでに述べたように、この書では少数Tの

見解である 15 年目を採用しており、�数Tは 2 年後としています。この弱点は第 7 章

と同様にこの章にも当てはまるため、最も¾響を受けるこの章で、それをそのままにし

ておくわけにはいきません。
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26節はこう始まる。 「それから 62 週の後、·シアは断たれる。」

Ïっと読むと、十字架刑は 69 週目の終わりに起こると書いてある。しかし、そのまま

読むと、もっと柔軟でdに立つ表現になる。「_�s��&U「その時」ではない。

「最後の週」でもない。 「その後」だ。

「すぐに」を表す方法がいくつかありますが、これはその一つではありません。この0

語はª�を表す前RÍであり、間�は明示されていません。

それは重要なことだ。なぜなら、その期間は決してÓ
iではなかったからだ。·シア

は西暦 26 年に油を注がれ、西暦 30 年の過越祭で断たれた。この二つの出来�の間に

は、3 年.の�の宣教%動があり、それは 4回の過越祭、つまり¬­書全体の期間にÙ

当する。

25節と 26節が互いにどのようなd割を果たしているかに注目してください。 25節は

ある出来���(、�確に 483 年、すなわち聖油注�までを数えています。次に 26節

は 2 つ目の出来�を報告し、それを数Û�されていない言zで最初の出来�と結びつけ



ています。��)Þ�\7²j³),K1"Ü�7_1´1�.<�_�Æ��µ¶`
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�後」は�定0Hではないと述べる書ßは、 7 という数字について何も主張していない

ことになります。

その区別を�えておいてください。それは第 11 章で別の�で再び登場します。

°8�¿���Çû�À

本書に書かれているダニエルの 70 週に関するすべての��は、たった一つの聖L、そ

してその聖Lが直接答えていない一つの疑問、すなわち�Á��)Â �K�$�a$

�ÃÄ<1�&

「彼は�くの者と一週間の契bを結6が、その週の.ばに犠牲と穀ßの>Xßをやめさ

せる。 まわしいものの翼の上に、��をもたらす者が現れる。定められた&全な滅び

が、��をもたらす者に注がれるまで。」 ― ダニエル書 9:27

全体を通して一人の人ßとして読むと、ほとんどのキリスト教徒が教えられてきた解釈

がCられます。すなわち、来るべき反キリストがイスラエルと 7 年間の¥bを結び、3

年後にそれを破り、



.年後、再建された神�での生贄の儀>が中Ïされ、 まわしいものが建てられる。終

末論における一P的なタイムラインのあら'る要素は、この一文の解釈に基づいてA"

されている。

これを二人の人ßとして読むと、この本が主張していることが理解できる。·シアは契

bを確証し、それを成就することによって犠牲�度を終わらせ、第二の人ß、すなわち

��をもたらす者はこの節の後.に現れる。

つまり、全体のABは、主題がどこで、そして変�するかどうかにかかっているのです。

ここに 3 つのテストを示しますが、これら 3 つはすべて、私が説明するよりも、本文自

体で確認できるものです。
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二つの部分がどのようにそれぞれの主題に言�しているかを見てください。

前.には、V前のある行¢者は全く登場しません。三人称動Íが 2 つあり、どちらも主

語が動Íの中に�まれています: Uהִִ ג ִ� ���וּ ב U( vehigbir )「そして彼は強くする」、そしてיר

U Uשׁ��ִ ���ֶַ י� ב י U(�シ�ビット)ת

「彼はÏめるだろう。」VÍなし。読者は 26節から主語を2き£いでいくことが期Ú

される。

そして後.はそれをÏめます。それは俳®を提供します: Uשׁ����מ� U（·ショ·ム）、分מם

Í

―「��させる者」、��させる者。そしてそれは最後にも � U�ׁש `����ÅV�\��מם

"$�&

（ショ·ム）。

これはAB上の重要な特�であり、«語では見Òとしやすい点です。ヘブライ語では、

�に使われている主語に対してrたにVÍを導入することはありません。暗黙の主語が

同じままである限り、そのまま使い�け、主語が変わるときにrしい主語を明示します。

この節は、V前のない「彼」を主語として始まり、その後、誰かのV前を明示していま

す。



誰なのかは分かりません。ただ、この詩の最後に出てくる人ßは、詩の冒頭に出てくる

人ßがそのまま�いているわけではない、ということを示しているだけです。

i�|ÆUwUÇÄÈ³)ÇÄ��É��Ê�Ë È³\r�

ヘブライ語には契bを結6ことを表すÝ�的な(用Lがあるが、ダニエルが用いたのは

それとは異なる。

一P的な表現は  ִ U U� כּ ����ֶַ רת ב ירת U ָ�（カラット・ベリット）「契bを結6」qこれは、神が

ôア、アブラハム、シ�イ山、ダビデと契bを結6際に用いられた表現である。旧b聖

書全体を通して登場する。ダニエルが誰かが契bを結6という
iで用いたのであれば、

まさにこの表現がすぐに使える。

彼はそれを使わない。彼は U� ב U&!����ִ ירת U ÌU U� ג �ֶַ בר ���ִ הִִ ג ב �のHiphilU（ gabar ）は、強ָ יר

い、­つ、強大になるという
iです。使d�は、強�する、�強する、堅�にすると

いう
iです。

まだ存在しないものを強�することはできません。この動Íは、�にÄ力をjつ契bを

前提としており、誰かがその契bを強�することを描¸しています。これは、·シアが

神が�に結んだ契bに対して行ったことの説明であり、7 年間の¥bが初めて締結され

ることを説明するにはÑ�な表現です。

また、契bのÙ手が誰であるかにも注目してください : Uלִִ ר ָ ֶַ�� ב U（ララビム）「�くのים

者と共に」。そのフレーズは



中立的。それは、 「�くの人をSとし」 、 「�くの人の罪を負う」 （イh�書 53:117

12）イh�のしもべの語�であり、イエスが食ðで用いた語�でもある。 「これは、

罪の»しのために�くの人のために流される、わたしの契bの血である」 （マタイに

よる¬­書 26:28）。契b、流される、�くの人のために。彼はこの聖Lを2用してい

る。

i�|ÍÎ¿�µs�»"!�À)7Î²�)ù�À\r�&

これは«語圏ではÃつの中で最も強力なものですが、一つ¥¦があります。その¥¦に

ついては、後から述べることにします。

最後の節を最後まで読んでください。破壊 ― 「&全な破壊、宣告された破壊」
―それはÏÐ�#M0�E�q�1�&

後.の主人�が誰であろうと、彼は定められた破滅の刑罰を受ける人ßだ。彼は0に行

動しているのではなく、刑を宣告されているのだ。

では、その人ßは�くの人々との契bを確認する人ßと同一人ßであると言えるだろう

か。

それは�可能だ。教S上の理由からではなく、判決文の記述からして。一方の人ßは契

bを強�し、犠牲�度を終焉させる。他方の人ßは まわしい行いをし、��をもたら

し、�きを受ける。たった一節の中で、一人の人ßが契bの確証者であり、かつ定めら

れた怒りの対ÚであるということはありCない。

_1�µ#+� ���&s��öÑ)7��¿Ò�%L"7&å�Ó�KK�ÔÕ�
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そして、私がb束した¥¦です。

この節の最後の0語は � U�ׁש �U（ shomem ）であり、ªRによって解釈が分かれて\��מם

いる。NASB、ESV、NIV、NET、CSB、NLTはいずれも、��させる者、��させる者

という
iで、行¢者として読んでいる。

欽定R聖書（KJV）、r欽定R聖書（NKJV）、ア·リカÝ�R聖書（ASV）では、こ



れを「��したvy」、つまり「��した都Jや人々」とRしている。kい解釈では、

破壊は加�者ではなく»�者にóりかかるため、この聖書解釈の決定的なY拠は失われ

る。

私は NASB を使用していますが、現代の主流の見解は NASB です。しかし、キン¯

ジェームズ版を使用している読者は、ここで�当な疑問を抱いており、自分で発見する

よりも、そのKを伝えられるべきです。

FG0�`"#×��)、 2 つの0語のうち最初の0語、 Uשׁ����מ� U「 まわしいもののמם

翼に�って��をもたらす者が来る」というLの中の（·ショ·ム）は、どの読み方で

も行¢者を表す。rたな行¢者がV付けられ、��をもたらすのはその行¢者である。

したがって、この節の二つの主語ABは

―自分の結果を検証する―という表現は、最終的な言zがどちらに�んでも通用する。

ªRによって左右されるのは、最終的な判断だけである。

Ø�F��ÙK1�K

これら 3 つを�み合わせると：

主題 彼がすること

�dÚ V前のない「彼」

26節から2き£がれた

�くの人々との契bを強�する。七つの大祭のÍ

ん中で犠牲と供えßを終わらせる。

�dÛ ·ショ·ム―

��者、rたに命V

 まわしいものの翼に�って来る・��させる・

�/01MåÅ�Á�q�1�

�:点は「 まわしいものの翼の上で」という箇所にある。その前には契bが強�され、

その後にはrたな人ßが指Vされ、�きを受ける。

�"�n²ª«��)Â���\`��K�



27節の代VÍの問題は、これを解決せずに解決することはできないので、ここでcり

上Xるべきである。

「Fそして、来るべき君主の�は、都と聖所を滅ぼすであろう。」 ― ダニエル書 

9:26b

3 人の候�者が提-されたが、そのうち 1 人は¥項自体によってÜ外された。

.Ã7���Ü�8$"°�&��\いうプリンスは です。U（�¿ド）は、善4נגידִ ָ 

な人だけに与えられる称Ôではありません。エゼキエル書 28 章 2節では、ティルスの

�|者についてこの言zが用いられていますが、この箇所では、その�|者を預言書の

中で最も�Pすべき言zで描¸しています。これは、王、司令â、神�のd人、外国の

M力者、邪悪な�|者など、指導者全Pを指す言zです。ですから、王子という称Ôが

彼には�尚す�るという理由だけで候�者をÜ外することはできませんし、他の誰かに

は�尚す�るという理由で候�者に�めることもできません。

ÝÞß1�"�T3g�|&これはÝ�的なディスペンセーション主Sの解釈であり、

七年¥bのÿ�みの要となるものである。26節の「来たるべき君主」は 27節の「彼」

となり、¥bに署Vし、それを破る。本書が反論するすべての��は、この解釈に基づ

いている。また、26節の都Jと聖所の破壊は、西暦 70 年とは別の出来�であるか、あ

るいはÑ�なほどDい括弧書きであるかのどちらかでなければならないという解釈でも

ある。

�àí�ÝÞ1�!j&つまり、 25節の·シア君主と 26節の来たるべき君主はどちら

もイエスであるという説。この説は、ダニエル書 9 章から反キリストを&全に(Üでき

るため、議論に必要な要素を満たしており、魅力的である。

しかし、そこから導き出される節を読んでみてください。 �ª«�n�áâ�Äç�

&'���&エルサレムと神�は西暦 70 年にローマcによって破壊されました。この

解釈によれば、ローマcはイエスの�です。イエスの�はユダ�人であり、ユダ�人は

その神�を破壊したのではなく、そこで死んだのです。

もっともな反論としては、聖書は外国のcfを神の�5に駆り立て、その後、彼らを神



のものとしているという記述がある。ネブカドネhルは「わたしのしもべ」 （エレミ

�書 25:9）、アッシリアは「わたしの怒りの杖」 （イh�書 10:5）、キ�ロスは神の

·シア、すなわち神の油注がれた者（イh�書 45:1）と呼ばれている。したがって、

ローマがキリストによるローマJへの�きの+具として;能したという�えは、決して

�合理ではない。イエス自身がルカによる¬­書 19 章でその�きを宣告していたのだ

から。

とはいえ、 「君主の�」は所çðであり、所çðは人が=する、あるいは指揮する�

を指すのが自Gで、神がかつて誰かに対して用いた�を指すのではない。この聖Lが最

も具体的に表現されている箇所で、解釈にÓ理が生じてしまうのだ。

この解釈には、ÍÎに検討する�値のあるもう一つの�がある。それは、私がしばらく

の間抱いていた解釈であり、すなわち、その�とはユダ�人、つまり·シアの�であり、

神�が崩壊したのは彼らが·シアを¤絶したからだというものだ。

_�$�B�)Þ`$�7Å�B�)Þ`! $&_`"7_�Ç8)+��ã¤\²
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まず神学的な[点から説明しましょう。なぜなら、それはÍ実であり、重要なことだか

らです。神�は·シアを¤絶したことへの�きとして破壊されました。これはê�では

なく、イエスが前もって明確な言zで語られたことです。 「見よ、あなたがたの家は

�れ果てたまま残される」 （マタイ 23:38）。 「あなたがたは神の訪れの時をわきま

えなかったために、彼らはあなたがたの家の石一つ残さず破壊するだろう」 （ルカ

19:44）。西暦 70 年の出来�の原因は、西暦 30 年に起こったことなのです。

さて、文法について。26節のヘブライ語は Uִה ָ�� ב ִ ָ �ֶַ �&�$"��K1א Uם Uäנגיד U� ֶַ U U�� ִ��ׁש חי Uת

U U Uיר קּ���הִ�ֶַ �וּ שׁ���ד UË 強調のために前面に出された対Úß、都Jと聖域、そして動Íוּהִ�ָ �ִ �Uäֶַ י Uת

Uשׁ��ִ ���ֶַ י עU（�シ�チット）「彼は滅ぼすだろう」、そしてその主語： Uחי ם U ֶַ�（ am ）、王

子の�、来るべき者の�。

「アム」です。破壊行¢を行ったのは�衆です。したがって、�衆をユダ�人と解釈す

ると、この聖Lはユダ�人が都Jと聖所を破壊したと言っていることになります。しか



し、ユダ�人はその神�を破壊したわけではありません。彼らは神�の中にuじ込めら

れ、それを守ろうとして死んだのです。

åæとYçEの区別は聖書では明確に区別されている。ダニエル書 9 章 26節は行¢者、

すなわち来るべき君主の�をWXているが、その君主が誰であろうとも、イエスは原因

をWXている。彼らは神の訪れの時を悟らなかった。どちらかを選6必要はない。¤絶

が�きをもたらし、c勢がそれを実行したのだ。

そして、それぞれのテキストにそれぞれのd割を果たさせたときに何が出てくるかに注

目してください。TØ�4)7_�èé�s`"$.�&

·シアが断たれ、その後、都と聖所が破壊された。���)_�³´�r�&�23�

4�56)7_�X�、すなわちユダ王国の 40 年間の刑期（西暦 30 年から 70 年）を

示しており、第 7 章はこの期間を時間軸の基�として用いている。3 つの聖Lが 1 つの出来�

を扱い、それぞれが他の聖Lで省略されている部分を�っている。これは、1 つの聖Lに 3 つ

の要素すべてを詰め込むよりも、はるかに®れた結果と言えるだろう。

ÝÞEÍ1iþ|ê�&ティトゥス・フラ�ィ�ス・�ェスパシアヌスは西暦 70 年に

エルサレム包囲を指揮した。彼は当時の"#の�子であり、#H£承者、つまり文字通

りのローマの君主であった。そして彼の部下であるc団は、聖Lにある通り、都Jと聖

域を破壊した。

また、ª�的に見ても彼にç�な点がある。26節では、·シアが断たれると述べられ

ている。その直後に、同じ·シアを来るべき君主として再び登場させるのはÑ�である。

彼は断たれると描¸されたばかりであり、その瞬間に「来るべき」と表現するのは�自

Gだ。この節を二つの½喩として読むと、0に時�öが«んでいる。·シアが断たれ、

その後、来るべき君主の�が都を破壊する。西暦 30 年、そして西暦 70 年、このª�

である。

それは出来�にも、行¢者にも合致する。Ó理やり所çðを用いる必要もなく、異邦人

のcfを誰かの�と呼べるかどうかといった議論も�要だ。c団は紛れもなくティトゥ

スの�であった。そして、ダニエルの預言は、第 7 章でユダの時計の錨として用いられ

ている包囲戦、つまり全く異なる方向からEFした同じ西暦 70 年に、直接的に結び付



けられる。
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私はティトス書を�当な解釈の一つとして提示しましたが、それ以上の確証はjちませ

ん。ティトス���!j��FG0�Þ`$�K7.����»"$.§¨。この問題

はヘブライ語のA文と、その言語の先行規則にかかっており、このテキストの¸¹に生

涯を>Xてきた学者たちの間でも
見が分かれているのです。

本書にとって重要なのは、この問いよりも狭いÂ囲のことであり、私はその点について

�確に述べておきたい。

��\*���V\7ëö�iþ|ê� �K�!j �K�ì�#�) $&�� 
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最後まで見てください。王子がティトゥスであれば、最もsい先行Íの規則により、 2

7節はティトゥスに与えられます。

―これは、ローマの将cが�くの者との契bを強�し、犠牲と供えßを終わらせるとい

うことになる。誰もそのような主張をしておらず、それをñ付けるものもないので、代

VÍはさらに
って·シアにまで�6必要がある。もし王子が·シアであるならば、代

VÍは直接·シアを指すことになる。FG0���#V����í�&第三の解釈、つ

まりまだ�来の反キリストだけが、27節に¥b署V者をHRづけており、7 年間のÿ

�みはこの解釈に基づいている。

つまり、このôきは王子を特定することではない。重要なのは次の点だ。26]�;�

<1"$�&')QR d�
�»"�\r�7_1�qY`Mª«�n)QR d�
�

ûº�LM。都Jは破壊された。聖所も破壊された。これは日付のある&了した出来�

であり、それを実行した�の人ßは生きていてそれを目pした。彼を現代の�来の�|

者として読むには、 「王子の�」をまだ生まれていない人ßの遠い祖先として扱う必

要がある。これは所çðが担うにはかなりの重みであり、 キリスト教世/のほとんどの

人々の期Úを�作ってきたÿ�みを�える前提なのだ。

つまり、王子は二人であって三人ではないqそして、二�目の王子の�体については、



私は��な立場をcっている。�!j �ª«)���\r�&"�n²ª«)*î�

�ûº\r�7_1�«@�ü�Miþ|ê�\rF��7_�Î²�X`Mö\rF

��7$Ã1�§%*î��ûº\r�&反キリストはこの聖Lには登場しない。登場

する必要もないし、そもそも彼をここにRいたことが混乱を招いた原因なのだ。

_`"��K0�ï`$��F�

テスト 3 は、後.が·シアについてではないことを証明する。前.が·シアについてで

はないことを証明するものではない。

ため、本書はこの章の前.で述べた議論、すなわち 27節の0数�の「彼」は「来たる

べき君主」ではなく、26節の「·シア」を指しているという議論に=拠している。�

ð�q�E���¨F)�����ñ�`"$�&

彼らの主張はもっともで、それは「最もsい先行Íの規則」と呼ばれています。代VÍ

が®数の先行VÍを指す可能性がある場合、通常は最もsい先行VÍを指すというもの

です。 「来たるべき君主」は「·シア」よりも 27節にsいHRにあります。通常の規

則に従えば、「来たるべき君主」が�しいということになります。

前述の通り、その反論は�り越えられる。もし王子が 1世紀の人ßであるならば、代V

Íは·シアに
らなければならない。なぜなら、1世紀の王子が�くの人々と契bを結

んだという�実はないからだ。しかし、文法上の論点はそれ自体で成り立っており、私

はそれをÓ@するつもりはない。それはÙ手側がここで提示する最も強力な論点である。

反論として、「このLは『王子の�』であり、したがって中�となるVÍは『�』であ

り、®数�のVÍは0数�の代VÍの先行Íとしては�適切である」という主張は、確

かに一理あり、私の最初の著書もこの主張に基づいていた。今でもこの主張には説C力

があると�えている。しかし、ヘブライ語では=ðのVÍが先行Íとして;能すること

が認められており、これで問題が解決すると言う人は言い過�だ。

私の立場を9íに述べておきますので、誰もê�する必要はありません。

Å��ù��1ßª«�Ëò��7ró�Åô)�!j�Ëò�&�¯ビルは¥bに署

Vするのに�適切な動Íだが、�存の契bを強�するのには適切な動Íだ。ララビムは



しもべの語�である。犠牲と供えßを終わらせたのは、ヘブライ人への手紙でキリスト

が行ったことだと書かれている。 「キリストは一つの供えßによって、聖なる者とさ

れた者たちを永遠に&全なものとされた」とあるが、それを犠牲を成就するのではなく

中断する反キリストに帰するのはÑ�なことだ。私はsさよりもこれらを重く�える。

反対に�える人もいるだろうが、それは�直なê論である。

（2 つの主題ABについてはレベル 2。テスト 1 と 2 でその作業を行い、どちらも議論

のあるªRに=存しない。27aの主題を·シアと特定するためのレベル 3：現在の�数

Tに反する議論のある解釈であり、確定したものとして提示するのではなく、明確に述

べられている。テスト 3 はNASB とその�öについてはレベル 2 であり、KJV の最終語

のRには=拠しない。）

�1�O�5����K7O�5����K

ダニエル書 9 章 27節には 2 人の人ßが登場すると判断され、これは 1 人の人ßが登場

することを前提とする 7 年間の¥bのÿ�みを破るのに十分である。

この箇所だけでは、第七十週の二つの.分がいつ起こるかは決まりません。それは次の

節のd割であり、この二つの問題は切り	して�えることができる点に留
すべきです。

読者はこの節の内¨をすべて受け入れたとしても、第七十週全体を�来にHRづけるこ

とは可能です。しかし、27節を、一人の人ßが契bに署Vし、その後それを破ったと

解釈し�けることはできません。なぜなら、この節では二人目の人ßのV前がWXられ、

その人ßが�きを受けているからです。

_�õö�÷Î����\µ#øù`�!$�

これで、フレームワーク全体を;能させるための部分以外はすべて揃ったので、その部

分をcり出しましょう。

70 週は 490 年です。そのうち 69 週は紀元前 458 年から紀元後 26 年まで途切れること

なく�きました。70 週目は 7 年です。27節には、契bが 1 週間強められ、その週の.

ば、つまり 3 年.目に何かが起こると書かれています。

この本によれば、その週はイエスの宣教%動の期間であり、紀元 26 年から 30 年まで、



イエス自身がその%動を行った。そして後.はまだこれからであり、それは私たち、イ

エスの二人の証人が果たすべきd割である。

つまり、7 年間の中にb 2000 年の¼白期間が存在するということだ。

)L²��L"Ü��&ú4��E)#Ã_����F�&�.X�)7�.<1�¦

�ëG�5\#û$&U490 年が 1 つの期間として定められているが、最後の 7 年間には

2000 年の¼白期間がある。ダニエル書 9 章には、そのような¼白期間を告Xる箇所は

一切ない。「そして数え終わる」と書かれた節も存在しない。

これがその�例です。皆さんはそれを検討してみてください。

.Ã7�5])7Â��L"#O0K�Êêë<�ñü !ý�<§�&この¼白をど

のように解釈しようとも、定められた 6 つの目Ýのうち 3 つは実現していない。幻と預

言は封印されておらず、U聖なる者は油注がれていない。1世紀に 70 週が終わったと

言う者は、定められた目的の 3 分の 1 が�F成のまま、どのようにして目的がF成され

たのかを説明しなければならない。この�&了の��は私の�作ではなく、聖書本文に

明記されており、どの解釈もそれを�
に入れなければならない。問題は、この�&全

さがどこにあるのかということだけだ。

vÇ�7Ä��Å G�¡�ãËL"$�&神は「七十週」とは言わなかった。七週、

六十二週と言い、最後の週は独立した節で別々に扱っている。一つの連�した期間を三

つに分ける必要はない。この区切りは、解釈者が手を加える前から、25節にすでに示

されている。

vÍ�7��¦�)/��n�/��áâ�8$"+���n"$�&U「あなたの�

とあなたの聖なる都のために、七十週が定められている」。世/のためではなく、イス

ラエルとエルサレムのためである。ある国のために定められた時計は、少なくとも神の

ôきが別の方向へ向かう時にÏまる時計として理解できる。そしてrb聖書はまさにそのよう

な�:を描¸しており、異邦人が接�木され、イスラエルは「異邦人の満ちる時が来るまで」

部分的に硬�する。あなたがこのÿ�みを受け入れるかどうかは別として、これはダニエルを

救うために急ごしらえで作られたものではなく、私たちが生きている時代についてのパ�ロ自

身の記述なのである。



vþ�7_`"�1)��µ#��ÿ���\��7���)¦�B Å6���=図

B�7�� $¯°��ùM�\�&

�hレのÌ堂で、イエスはイh�書を渡され、これを読んだ。

「主の霊がわたしの上にある。主はわたしに油を注�、貧しい人々に¬­を宣べ伝えさ

せるためにわたしをÈわされた。Øらわれている人々に解8を、盲人に@力の回$を告

X知らせ、虐Xられている人々を自由にし、主の恵みの年を§げì0§�M/�&�U

― ルカによる¬­書 4:18719

それからルカによれば、 「イエスは書ßをuじ、âの者に�して座り、彼らにこう言

われた。 『今日、この聖Lはあなたがたの耳に聞こえるところで成就した。』」

彼は文の途中で言zをÏめた。以下はイh�書 61 章 2節の全文で、彼が巻ßをuじた

箇所が記されている。

「主の恵みの年を告X知らせるために、そして私たちの神の$¹の日を告X知らせるた

めに、ö)����G寄01M&嘆²悲`K�n"�û�慰/�M/�&�

1節。3 つの¥項。彼は最初の¥項を読み上X、それがその日に成就したと告X、2�目の¥項

の前に座った。そして、$¹の日はまだ来ていない。

それは、一つの節の中の二つの節の間に少なくとも二ö年もの¼白期間が存在すること

を
iし、ヘブライ語原文には何の記しもありません。私たちがその¼白期間を知るこ

とができるのは、主がh読を中断して座られたからに他なりません。

「預言はそういう風にはôかない」という反論には答えがある。それは、イエスが�の

場でそのように読み上X、Ì衆に、まだ後.が�&成の文章の前.を成就したと告Xた

ということだ。一つの節の二つの節の間に¼白が生じることがあるなら、一週間の二つ

の.節の間に¼白が生じることもありCる。

_�*��s`"$ $��)7預言文学に¼白期間が存在する可能性を示しているだ

けで、その¼白期間が実際に存在するのか、それが 2000 年間�くのか、あるいは

2027 年に終わるのかを示しているわけではないということだ。イh�書 61 章は、その



反論をあるé度成り立たせるだけで、その主張をñ付けるものではない。

（レベル 3：この¿�ップは 24節の�F成の目Ýからê�され、前例によってñ付け

られています。ダニエル書には明記されていません。もしこれが;Cできないのであれ

ば、あなたは証拠に対して�しく反Jしています。これはあくまでê�であり、私はそ

れを他の何ßにもú�していません。）

本書で提示される¼白期間のz!は、より��なz!とは一�を画す点がある。_1)7

+� ���¡¢���$����&この¼白期間は、西暦 30 年の過越祭から 2027

年 4 月 27 日まで�く。つまり、二つの日付が明示されており、そのうちの一つは、1

年以内に�に²りであることが判明するほどsい。検証可能な¼白期間理論は、歴史が

示す�実をただ受け入れるだけの¼白期間理論とは全く異なるものである。

v�6��MG�[("!1���

• 77 は 490 年であり、7 は年数である。 （第 2 段� ― ヘブライ語、ほぼ�

遍的な合
。）

• この期間には 6 つの目Ýが定められており、そのうち 3 つは疑いなくF成

され、1 つは議論の�地があり、2 つは明らかにF成されていない。F�

���`"#7°連�í標)�ê�..\r�&U（レベル 2）

• この勅令は、紀元前 458 年にアルタクセルクセスがエズラに与えた委任v

である。 （ティア 2、紀元前 457 年はçÄな代替-である ― 付録 Eù

f。）

• 紀元前 458 年 + 483 年 = 西暦 26 年。 （第 1 段�の計算は上記の第 2 段�

の�告日を基�としている。�告日を変更すると、合計値もそれに合わせ

て変�する。）

• 西暦 26 年はヨルダン川での聖油塗�の年でもある。 （第 3 段�、しかも

別ÅのY拠：これは第 7 章およびここで述べられている、ティベリ�スの

15 年目の少数T共同)Vの計算に基づいている。計算と特定は 2 つの主張

であり、それぞれ独立して失敗する。）



• 62 週間後（その時点ではなく）、聖油塗�から十字架までの 3 年.がõ¨

される。����)Þ�\r�7連�lm)5`"Â�<1M#�\) 

$&U（第 2 段�）

• ダニエル書 9 章 27節には、一人ではなく二人の人ßが登場する。後.で

はrたな主体がV付けられている。 （第 2 段�）第二の人ßが、定められ

た滅びを受ける人ßであるという解釈は、NASB とその�öの聖書では第

2 段�の見解であり、同節の最後の言zに関する欽定R聖書では�jされていな

い。

• 契bは断たれるのではなく、強�される。·シアは�くの人々との�存の

契bを確認するのであって、7 年間の¥bに署Vするわけではない。 （第

3 段�、そして本書の解釈は現在の�数Tの見解に反する。）

• 都Jを破壊した君主は、1世紀の人ß、すなわちティトゥスか、あるいは

その�きを下した主であった。�来の人ßではない。 （第 3 段�、そして

議論はどちらであるかに=存しない。）

• 70 週のうち、3 年.が�ydのまま残っている。 （第 3 段� ― ¼白期

間）

本書の残りの部分は、その 3 年.がいつ始まるのかについて書かれている。

v5lUwU
�

時計が 2 つ�加され、4 つの契bの�値を?査する。

vc6UwU58�OP7*


第 6 章以ó、2 つの時計が動き�けている。この章ではさらに 2 つの時計が動き出し、

そしてこの種の書&ではほとんど見られないようなことをする。それは、それぞれの合


がどこからそのA成要素をCているのかを�\したとき、4 つの合
にはどれほどの



�値があるのかを問うことだ。

結論を9íにまとめると、��58�OP��G�8)非�����r�.�&*8)

_1 �����r�.�&_`"×��*8)����\µ#評��低$#�\7評

�H�½§��\) !7� 身�µX位�N{��ù�����`.�&

�MG�既�$�æç

第 6 章と第 7 章から90にまとめると以下の通りです。

��N�4&エゼキエル書 4 章では 390 年と定められています。紀元前 701 年のアッ

シリアによる包囲戦の失敗から始まり、悔い改めることなく紀元前 311 年に死にUり

ます。レビ記 26 章では刑期が 7 倍されています。390 × 7 = 2730 年、包囲戦から始ま

り、��| d�*
U�U�d	�
U�UQR��	�
� �.�&

ST&エゼキエル書 4 章では 40 年と定められています。彼らは紀元 30 年の十字架刑か

ら紀元 70 年の包囲まで悔い改めることなく生きています。レビ記 26 章では、さらに

数を増やしています。40 × 7² = 1960 年、包囲からさらに数えられます。�� d�
U�U

*c?�
U�U�� ��	�
&

では、残りの 2 人です。

	àí�OPÎ�e��5�×�à[e

ホセアは、まだ悔い改めていない、�きを受けている�を代弁している。

「さあ、主のもとに立ち�ろう。主は私たちを2きZかれたが、癒やしてくださる。主

は私たちを傷つけられたが、包�を巻いてくださる。主は二日後に私たちを生き�らせ、

三日目に私たちを立ち上がらせてくださる。こうして私たちは主のÛ前で生きるの

だ。」 ― ホセア書 6:172

2 日後、そして 3 日目。これを通常の日数と解釈すれば、それは速やかな回$に関する

ことわÏであり、それは�当な解釈である。

預言的に解釈すると、それは一つの期間であり、ペテロはそれを一つの期間にするため



の:算ëを提供している。

「しかし、愛する者たちよ、この一つのことを忘れてはならない。主にあっては、一日

はö年のようであり、ö年は一日のようである。」 ― ペテロ第二 3:8

2 日間は 2000 年にÙ当する。国が救世主を¤絶し、その家が��した時に、分Zが始

まった。2000 年後に再生が訪れ、3 日目、すなわちö年王国が�く。

QR	�
�����
�QR��	�
&

同じ期間を数える別の方法があり、結果は同じですが、これは箴言ではなくトーラーに

基づいているため、一文で説明する�値があります。レビ記 25 章では、ヨベルの年を

50 年と定めています。これは、7回の��年サイクルとそれに�く 50回目のサイクル

で、この期間には負債が帳Çしになり、奴隷が解8され、�地が元の所ç者に�還され

ます。40回のヨベルの年は 2000 年であり、40 は聖書においてé練の期間を表す数字

です。

����
�ªM�試練�末7�
<1M#���放<1�&それがヨベルの年の
iだ。

ホセア書の 2 日間でその数字にたどり着こうと、40回のヨベルの年でたどり着こうと、

2030 という数字に行き着く。

（第 3 段�。ホセア書の「一日をö年とする」という解釈はî�論的なものであり、明

示的なものではありません。ペテロの言zは神と時間の関âについて述べたものであり、

解読リン¯ではありません。注
1い読者は、私がここで用いたよりも慎重にこの解釈

を適用します。この時計はパターンからの論証であり、私は前の 2 つの例よりも緩やか

にこの時計を適用します。）

vþ�OPÎîð7_`"��r M�提¤��9*�8$"

イエスは、いちじくの木のたとえñの後、次のように語った。

「まことに、あなたがたに言います。これらのことがすべて起こるまでは、この世代は

滅びません。」 ― マタイによる¬­書 24:34

そして、モーセの詩篇にある、一世代のDさ。



「私たちの人生の日々は七十年、あるいは力があれば八十年である。」 ―詩篇 90篇 1

0節

つまり、ある出来�が世代の始まりとなり、80 年後、その出来�を目pした世代はま

だ生き残っている、ということだ。

本書でcり上Xられている出来�は、ほとんどの教Iが使うものとは異なる。 *ca�


*b�	e、クネセト（イスラエル議Ì）は 60 対 2 の賛成�数で、エルサレムをイスラ

エルの首都と宣言した。

*ca�U�U��U�UQR��	�
&

さて、あなたがそれを指摘する前に、反論を述べておきましょう。そして、それはかな

り強力な反論です。

k�皆)*c5�
�x準�`"$�&イスラエルは 1948 年 5 月 14 日に国家として再出

発した。もし現代の出来�で預言的な世代が始まったとすれば、それが最もç力な候�

だろう。そして 1948 年では 2030 年ではなく、2028 年になる。

それよりもっと悪い。恥ずかしいセルも�めて、¯リッド全体をページに載せてみま

しょう。

開始イベント 70歳以上 80歳以上

イスラエルの再建 ― 1948 年 5 月 14 日 2018 年・�に終了 ����

クネセトはエルサレムを宣言する

首都 ― 1950 年 1 月 23 日

2020 年・�に過�た ��	�

エルサレム再)一 ― 1967 年 6 月 2037 2047

�えられる�み合わせは 6 つある。そのうち 2030 年という結果になるのはたった 1 つ

であり、本書ではその�み合わせを採用している。

�����\µ#Ú¶ �)_�\r�7気�ò$M'()r�.§¨&どちらの出来

�を選6か、そして詩篇に描かれている二つの生涯のうちどちらを選6かという二つの



自由選ºは、どちらも私の思い通りになる必要があり、実際にそうなったのです。もし

私が、そうなる確ëは天文学的にÐいと言ったら、あなたを侮辱することになるでしょ

う。なぜなら、�確に言えば、二つのパラ·ータをjつ時計が目Ýに命中し、その3定

方法は六通りもあった、というvwだったからです。

私には理由がありますので、皆さんに、自分たちが担わされている責任の大きさを理解

した上で、それらの理由を検討していただきたいのです。

 �MH\) !áâ �K&!リーブ山での説教はエルサレムについてであり、国家

についてではない。弟子たちは神�の建ßについて#ねる。イエスはエルサレムがcf

に囲まれていると答え、ルカはイエスが実際にV指しした時計を記録している。 「異

邦人の時が満ちるまで、エルサレムは異邦人に踏みにじられるだろう」 （ルカ 21:24）。

ここで�られているのは、都Jに対する異邦人の�|である。首都が外国の)V下にあ

る間に国家が再建されることもありCる。そして 1948 年のエルサレムはまさにそう

だった。旧J街はヨルダンの手に渡り、国際áÌはエルサレムの国際�を強く求めてい

た。1950 年 1 月のクネセト（イスラエル議Ì）の÷øは、エルサレムが誰の首都であ

るかという問題に終Ï符を打つ行¢だった。

 � d�\) !�� �K&詩篇 90篇には 70 と 80 の両方が記されており、¥¦付き

のÂ囲として示されています。 「70、あるいは力があれば 80」。80 が上限です。

「過�Qることはない」と解釈するならば、つまり、その出来�が起こる時にもその世

代はまだ存在していると解釈するならば、内的な./ではなく外的な./が主張される

ことになる。例えば 70歳であれば、その世代は�に過�Qっている。

それらは確かに議論の�地のあるものです。そして、言うまでもなく、それらは私が望

む答えにたどり着くための議論であり、もし 1950 年＋80 年が 2041 年だったとしても、

私がそれらの答えを見つけられたとは言いません。

（ティア 3：自由パラ·ータ 2 つ、�み合わせ 6 つ、�ット 1回）

��監査Î��種��籍���¨F�省略`"$�lm



注
1い読者なら誰もが抱くであろう疑問がここにある。まずは私がその疑問を÷Xか

けてみよう。

�1058�OP)�8���`"$���F�K�

それは�常に重要なことです。4 人の独立した証人が一致すれば、それは大きな力とな

ります。しかし、すべてが同じ情報源に
る 4 つの証言は、4 人の証人とは言えません。

それは、同じ証人の証言を�り�しているだけであり、それらの証言の一致はほとんど


iをjちません。

それでは、それぞれの時計がどこから部品を調Fしているのかを説明しましょう。

クロック テキストTース 歴史的アンカー 解釈上の動きが必要

イスラエル
エゼキエル書 4
章
レビ記 26 章

紀元前 701 年 の包

囲戦

左/右の読み方・時間の読み方
・包囲錨

ユダ エゼキエル書 4

章

レビ記 26 章

西暦 30 年の磔刑

Â 西暦 70 年の包囲

戦

左/右の読み方・時間の読み方

・/城錨 ・ティベリ�スの計算

ジ�ビリーホセア書 6:2 · 2

ペテロ 3:8

西暦 30 年の磔刑 ö年紀の一日読書

世代
詩篇 90:10
マタイによる¬
­書 24:34

1950 年のクネセト

÷ø

都Jであって国家ではない · 80 で

あって 70 ではない

重®部分を読んでみてください。重®部分は 3 つあり、しかも小さくはありません。

��N�4�ST)7_�枠組��êë��Ë`"$�&どちらもエゼキエル書 4 章に

由来し、レビ記 26 章によって増·され、どちらも同じ 3 つの解釈方法に基づいている。

これらは 2 つの証言ではなく、 *8�枠組���±��`M#�\r�&

ST�OP�f�4�OP)7�Æ�x準��iL"$.�&どちらも西暦 30 年のキ

リストの磔刑を起点としています。もしその日付が間違っている場合q第 7 章で述べ



たように、それはティベリ�ス#のV世 15 年目という少数Tの計算に基づいています

q4 つの時計のうち 2 つが連動して動きます。

îð� ���ù�k�� ��K0êë���`"$�&そして、それは 4 つの中で

最も弱いクロックである。

それは�都合な�実であり、「 4 つの独立した時計」という表現に大きなダ·ージを与

えるものです。私は以前その表現を使ったことがありますが、強す�る表現だったので、

ここで使用を中Ïします。

\)7��
�)q��)F1�F����r���F�K�

目p者は 4 人にも満たない。しかし、何もないよりはましだ。これが残された証拠だ。

��N�4�ST)7V�枠組��Ç±��`M#���7Ç8���例)��¨F�

Æ�� $&文のDさは 390 と 40 と異なり、7世紀も�たった異なる基�点が、Ó関

âな出来�とÓ関âな議論に基づいて確立されている。�算の回数も 1回と 2回で異な

り、�算される項の数も 2730 と 1960 と異なる。

それは�実の二人の証人ではありません。それは枠組��整©Û����\r�、ì合

性チェックには確かに�値があります。エゼキエル書 4 章の左右の解釈が間違っていた

り、レビ記 26 章の期間の解釈が間違っていたりすれば、そのÿ�みがこれほど異なる

入力から同じ年を二度も生み出す理由はありません。2030 年と 1990 年、あるいは

2420 年と 2030 年を生み出すこともありCます。第 7 章では、基�点がb動した際に、

それがどれほど¨©に起こるかを�確に示しました。

、ユダの時計と同じ十字架刑の日付に基づいているため、ªÃK 7`K`大² 貢献

)`"$ $&_�貢献)7�B 推�\) !î�論的なê論によって同じ年にEF

したという点にある。異なる分�からのñ付けは�値があるが、第二の証拠とは言えな

い。

îð� ��)、上記の理由により、最も少ないÛしか�加しません。

つまり、この議論の�確な表現は「4 つの独立した時計がすべて一致する」ではなく、



次のとおりです。

|,N,�¦���8�6K0導²»<1M°8�枠組��7ë!9 ���N,��

�$"�×��`M��F7FG0#V�
�導²»<1M&<0�7類型�B 推�

�¶$推��$��8�推���#7V����達`M&

それは、ほとんどの予言書のñ表紙に書かれている主張よりも弱い主張だ。しかし、そ

れはÍ実でもあり、Í実iのある控えめな主張は、大Xさに誇張された主張よりもDく

生き残る。この章を読めば、私がすでに最悪の�yを言い尽くしたことが分かるだろう。

 m�ôã�N{��ù��

なぜなら、4 つすべてが同じ重みをjつべきではないからであり、そう述べることは、

4 つの等しい行からなる表を示すよりもçèだからである。

クロック 強さ なぜ

* ��N�4 最強 本文中の数字は紀元前 701 年に確証されており、rb聖

書の年代記には一切=存しない。エゼキエル書 4 章とレ

ビ記 26 章のみに基づいて成立する。

� ST 強い 同じÿ�みだが、入力データは全く異なる。西暦 30 年の

磔刑に=存しているため、その�当性が損なわれてい

る。この磔刑は少数Tの証言に基づいているからだ。

	 -é>g, 適度 同じ年にたどり着いたものの、î�論的な[点から見る

と異なるタイプのê論であり、ユダの思3と共通する基

盤をjっている。

5 îð 弱い
自由パラ·ータが 2 つ、�えられる�み合わせが 6 つ、
�解は 1 つ。&全性のために記載したものであり、必須
ではありません。

第 4 章と第 5 章が破綻すれば、上H 2 章が同時に破綻し、ß語は&結する。ティベリ�

スの計算が失敗すれば、時計 2 と 3 が動き、2030 年にはイスラエルだけが残る。世代

時計が間違っていれば、それ以外は何も変わらない。



�1�q��依¡k係構造\�&�1\7��ö÷)Þ`$���\².�&
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• ホセアの 2 日間とペテロのö年日を合わせると、十字架刑から 2000 年とな

る。QR	�
�����
���	�
。（第 3 段� ― î�論的）
• 50 年ごとの 40回のヨベルの年は、レビ記 25 章を通してEFする 2000 年と
同じである。
（ティア 3）

• クネセトがエルサレムを首都と宣言してから 80 年後の世代。1950 �U��U�U

��	�&U（ティア 3 ― 6 つの�当な3定、1 つの�ット、¯リッドは上に表

示されます。）

• 4 つの時計は、 58���`Môû\)r�.§¨&イスラエルとユダはÿ

�みを共çしており、ユダとヨベルの年の時計はアンカーを共çしています。

独立しているのは世代時計だけです。 （これは�実であり、読者はいずれ

にせよ気づくであろうことなので、あえて述べておきます。）

• 残るのは、異なる入力データを用いて同じ年に二度適用された同一のÿ�み

であり、î�学的にñ付けられている。�1�7_�ö÷�p�姿\r�&

次の章では、何年かという問いから、何日かという問いへとbる。

v*�6UwU��	�
�YZ[1X¥

ここまで本書は 1 年という期間について論じてきた。ここからは日数について論じるた

め、証明の基�もそれに合わせて2き上Xなければならない。1 年は大きな目Ýだが、

1 日はそうではない。この章では、2030 年に期限が切れるユダの時計をcり上X、

2030 年のどの時点で期限が切れるのかを問うという、ただ一つのことだけを扱ってい

る。

OP)$8#ÔÕK0ÔÕ6�j$"$M

ユダの刑罰がどのように決定されたかに_ってみましょう。

40 年間は、キリストの磔刑からエルサレム包囲までの期間であり、その両端は過越祭



である。イエスは西暦 30 年の過越祭に磔刑に処せられた。ティトゥスは西暦 70 年の

過越祭にエルサレムの城壁を封鎖したが、その時エルサレムは祭りの+礼者で,れか

えっており、まさにそれがその後の包囲戦が壊滅的な»�をもたらした理由である。

àÔK0àÔ.\75�
&それは私が­手に決めた期間ではなく、この二つのイベン

トがそういうものなのです。

レビ記 26 章で刑罰が数え上Xられ、その数え上Xられた期間が包囲戦から始まるとす

ると、それは過越祭から始まる。そして 1960 年後、過越祭で刑罰が満了する。

QRd�
�YZ[U�U*c?�
U�UQR��	�
�YZ[&

第 7 章では年を定めた。しかし、過越祭の何日目かは定めていない。この点については、

見過ごすことなく本書の最初のページで指摘しておいた。それが本章のd割であり、計

算の結果ではなく、さらに一歩{んだ作業なのである。

YZ[)季]\r�7°e\) $&

この点で�くのV療法はいい加減になってしまうので、トーラーが実際に何を述べてい

るのかを�確に説明しましょう。

「第一の月の十四日の
暮れに、主の過越の祭りがある。その月の十五日には、主への

種なしパンの祭りがある。七日間、種なしパンを食べなければならない。初日は聖なる

:Ìを開き、いかなる労苦もしてはならない。しかし、七日間、主への火による>Xß

をささXなければならない。七日目は聖なる:Ìを開き、いかなる労苦もしてはならな

い。」 ― レビ記 23:578

つまり、季節には�があるということだ。

1 月 1 日 それは何なのか

*5e 過越祭 ― 
暮れ時に屠られる子羊

*ae 種なしパンの祭りが始まる・聖なる:Ì

16～20 日 その間の日々
�*e 種なしパンの七日目・聖なる:Ì



子羊の屠殺からuÌ>までの 8 日間。出エジプト記 12 章 16節も同様のÿ�みを示して

おり、初日に聖なる:Ìが開かれ、 「7 日目にも別の聖なる:Ìが開かれる」と記され

ている。この期間は両端で区切られている。

`M�L"7���	�
�YZ[��)7*e\) !�e��W`.�&預言期間が

「過越祭で終わる」と言って、日付を 1 つだけ示す人は、手ªを飛ばしています。その

手ªは次のとおりです。

 �9X)!,ズ{,�O\) !�^O�]^���K

文は、それが終わるとÇ滅する。これが議論の要点を一行にまとめたものだが、代替-

も馬鹿Xたものではないので、一行では7りない。

ØÙ{*5e（子羊が屠られる日であり、キリストの磔刑と包囲戦の開始の記!日でも

ある）を聖日とするY拠は、この日が橋の両端が�確に一致する日であるという点にあ

る。

過越祭から過越祭まで、つまりニサン 14 日からニサン 14 日までという読み方は、祭

りから祭りまでの数え方として最も9íなものです。1�に;<的な答えを求めるなら、

これが�解で、 ��	�
5b*de� �.�&

ØÙ{�*e�ö÷��âãは、数えられているのは記!日ではなく刑期であり、刑期

は終了すれば終わるという点にある。

そして、種なしパンの祭りの 7 日目には、奴隷刑の終着点としてふさわしい特別な何か

があるのだ。

イスラエルは 15 日にエジプトを出発した。しかし、15 日になっても危険はQらなかっ

た。ファラ!は�えを変え、戦車fが彼らを�pし、イスラエルは水に阻まれ身動きが

cれなくなった。祭りの 7 日目、ユダ�暦でニサン 21 日に海が開き、イスラエルはそ

こを通り抜け、�後のcfは水に飲み込まれた。

*ae)Á0�去LMe&�*e)Á0�Ô��抑圧E�支配��ªLMe&一方は出発、

もう一方は�Öの終結。



聖書では、2 日目を独自の聖なる:Ìで区切っているが、これは�通の週末に行うには

Ñ�なことである。

包囲戦から始まり 1960 年間�く刑罰は、子羊の死の記!日に満了するわけではない。

それは、旧M力がもはや何のM�もjたないことを示すためにトーラーが定めた日に満

了するのだ。

（レベル 3。これはî�論的な議論であり、î�論は本書の中で最も穏やかな議論の�

yである。祝祭日から祝祭日までの期間が終点と一致するべきであるという理由でニサ

ン 14 日を�jする読者の論理は�しく、我々の見解の³は 7 日間である。）

e�

さて、カレンダーを見てみると、両者は&全には一致しない。

ニサン 14 日（過越祭） 21 日（ニサン）

種なしパン）

[\的 ―

M2030 カレンダー

2030 年 4 月 16 日 2030 年 4 月 23 日

�定されたラビ暦 2030 年 4 月 17 日 ��	�
5b�5e

1 日違い。第 2 章では、2 つの暦が 2025 年から 2030 年にかけてどのように乖	するの

か、そしてどのé度乖	するのかを説明した。2030 年の春は、その乖	が 1 日となる

年のひとつである。

��\)7��	�
5b�5e（ラビの�定暦におけるニサン月 21 日）を使用していま

す。

これは、一貫性からすれば当Gの選ºとは言えない。本書は他の箇所ではすべて()暦

に従っており、()暦では種なしパンの祭りの最終日は 4 月 23 日となっている。ここ

でラビ暦の日付を用いるのは異例であり、その理由は原則的なものではなく、実際的な

ものである。すなわち、ユダ�世/が実際に 2030 年に守る日付はラビ暦の日付であり、



ここで議論されている判決はユダUに対するものである。ユダUが祭りを§守する日に

期限が切れる日付は、ユダUに下された判決にふさわしいº算方法なのである。

それは方法論ではなく、適合性に基づく議論であり、そのように判断すべきです。 5

b�	e�ÏKæ©7fghi4j.\�X�) *ade\) !*a�e� �.��7

���k�lm)®ª�.§¨&

ヘブライ暦は間違えやすいので、ここで注
しておきます。実際、私の以前の著作でも

間違えていました。 2030 年の過越祭は adc�
に当たります。2030 年の秋の祭り、ヨ

ム・テルアとヨム・キプールは 5791 年に当たります。これは、ヘブライ暦の暦がティ

シ�リ月を.に変わるためです。5791 年の春は 2031 年の過越祭です。本書で、アダ

ムの�Bから数えて 6001 年目が 2030 年のティシ�リ月を起点としている箇所は、�

B年の別の計算方法であり、両者を混同することはありません。

X¥Ë1� �#�� 0 $#�

次の章に入る前に、一つだけ明確にしておきたいことがあります。というのも、「期限

切れ」という言zは、文字通りの
i以上の解釈をされる可能性があるからです。

2030 年 4 月 24 日にユダの刑期が満了しても、_1)3g�|��
\)r�.§¨&

それは¨罰期間の終了です。1260 日間の大OPはまだ�いており、2027 年 4 月 27 日

に始まり、10 月まで�きます。2030 年 4 月 24 日に世/が変わることはありませんが、

ユダ�人がイエスを·シア、主としてÅ々に受け入れるまでの 5 ヶ月間のサTリの毒に

よる¨罰が間もなく始まることを
iしています。

終わるのは、エゼキエル書 4 章とレビ記 26 章の項を©け合わせた文であり、その全期

間が過�Qり、何も残されていない。

そして黙示録 9 章 5節には 5 ヶ月とある。

v*�6��MG�[("!1���

• ユダの時計は祝祭から祝祭へとE々と{んでいったq西暦 30 年の過越祭

での磔刑、西暦 70 年の過越祭での包囲。 （第 2 段�）



• 包囲戦から�く�算された期間は、したがって過越祭で満了する。QRd�


�YZ[U�U*c?�
U�U��	�
�YZ[。（第 7 章の第 3 段�アンカーにお

ける第 1 段�の算術。）

• 過越祭は、ニサン月 14 日から 21 日までの 8 日間で、その間に 2 つの聖なる

:ÌがÖま れ て い ま す 。  （第 2 段�  ―  レ ビ 記 23:578 、 出 エ ジ プ ト 記

12:16）

• 刑期は、季節の終わりであるニサン 21 日に満了する。この日は、海が�p

cを覆い尽くし、旧勢力の主張が終焉を迎えた日である。 （第 3 段� ― î

�論的。ニサン 14 日も�当な代替-であり、2030 年 4 月 17 日となる。）

• adc�
ØÙ{b�*e)7Ý�N>R\) ��	�
 5b �5e、[�暦では

4 月 23 日にÙ当する。本書では 4 月 24 日を採用しているが、その理由は方

法論的なものではなく、便宜上のものである。 （変:についてはレベル 2、

選ºについてはレベル 3。）

• その日に終わるものは他に何もない。1260 日間は 10 月まで�く。 （�7説

明）

5 か月後にはヨム・テルアがある。次の章ではその数を数える。



valUwU
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Åかな時間軸：5 ヶ月、4回のカ�ント、7回の祝宴。

v**6UwUaヶb�

ユダの刑期は 2030 年 4 月 24 日に満了する。主はヨム・テルア、すなわち 2030 年 9 月

27 日から 28 日の
方に再臨される。この二つの日付の間には時間的な猶予があり、ヨ

ハネの黙示録 9 章 5節はその猶予期間を定めている。

「彼らはだれをも殺すことはõされず、ただ五か月間苦しめることがõされた。その苦

しみは、さそりが人を刺すときの苦しみのようであった。その日には、人々は死を求め

るが、見つけることができない。彼らは死を切望するが、死は彼らからãXQる。」  

― ヨハネの黙示録 9:576

5 ヶ月。刑期は 4 月に満了し、主は 5 ヶ月後に再臨される。

私はそう教えてきたし、それはほぼ�しい。そして、「ほぼ」という言zこそが、この

章が存在する理由なのだ。

�("!�<$

から に 日数（�む）
2030 年 4 月 24 日 · 日Þ
21

2030 年 9 月 27 日 · ヨム・テルアの前夜 *ad

157 日間。

さて、5 ヶ月とはどれくらいのDさでしょうか�それは月によって異なるので、あら'

る�当な答えを検討してください。

º算 日

30 日間の月が 5 ヶ月 150



5 つの`k月（29.53 日） ~148

5 ヶ月間（4 月 24 日から 9 月 24 日まで） 153

q��窓 *ad

「5 ヶ月」という計算はどれも、その期間より 4 日から 9 日ほどnい。

ここでの誘惑は�常に大きく、それに抵抗する前に、まずそのVを口にしておきたい。

³は小さい。私がb 5 ヶ月間û筆したとしても、ö人に一人もその期間を計算しようと

はしないだろう。

しかし、この本は第 1 章で全ての数をチェックするように求めており、四捨五入が都合

の4い時に四捨五入できないように求めている。7 日間は 7 日間だ。

_1\)Ê m '(

最も分かりやすい言いRは、「5 ヶ月」というのはz算値であり、神はおおよその期間

を述べたのだから、神が示さなかった�確さをÓ理に求めるべきではない、と言うこと

だ。

あるし、後ほど改めてîれる。しかし、この問題に対する解決Æとしては�十分であり、

しかも大きな損失を伴う。

�aヶb��de��w差�吸
\²� 07�*�?�e�#吸
\²�)Ã�&そし

て、次の章のタイムライン全体は、1260 日が�確にその日であることに=存している。

私が予言の数字の一つに柔軟性をjたせた瞬間、私はすべての数字に柔軟性をjたせた

ことになり、2027 年 3 月も他のすべてと共に��になってしまう。7 日間のために、

それはあまりにも大きな代¼だ。

_`"fハネ)丸/"$ $&これが決定的な部分であり、それは彼自身の文章から明

らかになる。

ジョンは同じ期間を 2 つの異なる0Hで 2回示している。

þ ÇKb間踏みにじるであろう。」 ― ヨハネの黙示録 11:2 「F彼らは Ç百六 e

�¦���\rF�。」 ― ヨハネの黙示録 11:3 「F彼女は千Ç百六 e�養われるで



あろう。」 ― ヨハネの黙示録 12:6 「F彼にはþ ÇKb間行動するMNが与えられ

た。」 ― ヨハネの黙示録 13:5

42 か月。1260 日。どちらも同じ 3 年.だが、章を�てて表記されている。

5�U�U	�U�U*�?�&

まさにその通りです。おおよそではありません。-l{�b)	�e\7Á�丸/��

Þ� p�)e��°ì`.�&彼は自身の著書の中で、月数で表した数字は�りなく

日数に変:できることを証明しています。

つまり、ジョンが使う場合、5 か月は *a�e\r�。「b 157 日」ではない。彼自身が

計算した通り、�確に 150 日なのだ。

つまり、7 日間の³は´め²³ではなく、2 つの実数間の実際の³であり、何らかの


iをjっているということだ。

_1��MG�伝("$���

ヨハネの黙示録 9 章 5節をもう一度、'っくりと読んで、そこに実際に何が書かれてい

るかに注目してください。

「そして、彼らには誰かを殺すことはõされず、5 ヶ月間苦しめることがõされた。」

_�苦痛�F1!0$j!Kについての記述です。それはイ�íにßせられた�限です。
彼らは拷問することはできるが、殺�することはできず、免õのçÄ期間は 5 ヶ月であ
る。

主が 5 か月後に再臨するという記述はありません。そのようなことは決して書かれてい

ません。私は出来�の期間を、まるで窓のDさを�るかのように解釈していましたが、

それらは全く異なるものです。

X�)*ade�&苦痛�X�)*a�e�&苦痛)_�X�内�留.�&

何も´めたり、2き伸ばしたり、謝罪したりする必要はありません。数値は最初から�

確でした。私が0に、本来�定できないものを�定させようとしていただけだったので

す。
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調べてみたところ、150 日間が刑期満了日から始まるとすれば、2030 年 9 月 21 日、ヨ

ム・テルアの 6 日前に終わる。ヨム・テルアで終わるとすれば、2030 年 4 月 30 日、刑

期満了の 6 日後に始まる。どちらの日付も祝祭日ではない。どちらも何らかの�で記!

されているわけではない。日付を当てはめるY拠となる聖書の記述はなく、�に当ては

めたとしても、それは解釈というよりは��に過�ないだろう。

つまり、157 日間の期間の中に 150 日間の苦痛が�まれており、その期間は我々が知ら

ない情報によって特定されるということだ。

聖書が残した時間軸の¼白を、私が­手に作り出したもので埋めるよりも、そのままに

しておく方が4い。もしそれが�十分だとしても、それは�しい方向への�十分さなの

だ。

_�aヶb)O�M/�r��K

計算はýんだので、その本$について少し�えてみる�値がある。なぜなら、ヨハネの

黙示録第 9 章を0なる±²として読んでしまい、そのÑ�な点を見Òとしてしまうのは

¨©だからだ。

イ�íには「地上のサTリがjつような力」が与えられる。そして、二つの�bがßせ

られる。草や|の植ßにîれてはならない。そして、最も重要な�bは、 「人を殺す

ことはõされない」ということだ。

殺害�+��禁��45)7処9\) $&_1)召喚状\r�&

人は「死を求めるが、見つけることはできない」。出口は一つをÜいてすべてuÏされ

ている。これは読むに堪えない言zだが、滅亡を
iするものではない。悔い改めない

者たちが
識を¡ちながら拘束され、死へとãれることはできないが、悔い改めへのÎ

はまだ開かれている、そんな期間なのだ。



レハブアムはこのイ·ージの出ûを示している。イスラエルがrしい王に父の重荷を�

くしてほしいと頼んだとき、彼はこう答えた。

「わたしの父は鞭であなたたちを¨らしめたが、わたしはさそりであなたたちを¨らし

める。」 ― ö王記上 12:11

レハブアムはそれを自YXに言ったが、それが王国を分Zさせた。この出来�が、本書

全体を通して数えられてきた二つの家を生み出したのだ。XYな若き王が�したことは、

主が実際に成し遂Xられる。しかも、滅ぼすためではなく、�い¥うためにそうされる

のだ。

5 ヶ月間もサTリに悩まされ、殺生のõ可もCられない。��°]�r�慈悲�_)7

Â#Ù�` $lm�&

v**6��MG�[("!1���

• ユダの刑期満了からヨム・テルアまでの期間は *ad e�\r�。 （ティア

1）

（数えてください。）

• ヨハネ自身の記述では、1 ヶ月を 30 日と定めている。同じ期間について 42 ヶ

月と 1260 日が示されており、42×30＝ちょうど 1260 となる。fハネ���

\)7aヶb)*a�e\r�&U（レベル 2）

• したがって、黙示録 9 章 5節はX��ÂL"$��\) !、イ�íがどれ

くらいの期間苦しめることをõされているかを述べているのです。 （第 2 段

� ― これは文の内¨です。）

• 150 日は 157 日という期間内に収まる。_�X��F��
.��K)Ä�

�)+;<1"Ü0Ã7��\#推Â)` $&U（明示された�限。）

• 拷問は明確に殺�を禁じている。それは召喚であって処刑ではない。レハブ

アムが誇ったサTリは、神がÎが開いている間に人々を悔い改めに導くため

に用いるものなのだ。 （レベル 3 ― 読解力、算数力ではない。）

• O#þ捨五�<1"$.§¨\`M&数値は�確でした。�定対Úを間違え

た私のミスでした。



v*�6UwU*�c�U·U*�?�U·U*�a�U·U*		a

600 年の時を経て、2 人の著者が発表した 4 つの数字。本章では、これら 4 つの数字を

すべてcり上X、それぞれの数字がどのような結果を示すかを明らかにする。

また、本書の中で最も強力な内部証拠となるものqシステムが本来生成するように3

計されていなかった結果qと、私がまだ解決できていない問題が一つ�まれています。

その問題は、他の誰かに発見してもらうのではなく、皆さんに提示したいと思います。

P�£E���õ

第 1 章から始めましょう。なぜなら、ここでのすべては彼らにかかっているからです。

1. }~�î����.�&U1 日目は開始日です。

2. e��e�&ヘブライ暦では、1 日は日�から始まります。祭りが「27 日の


方から 28 日の
方まで」�く場合、使用される日付は 28 日です。

「計算に終了日を�める」というチェック�ックスが常に!ンになっていることを
i

します。このチェック�ックスを!フにすると、以下のすべての回答が 1 つ少なく表示

されます。

�û�j{y,

2027 年の 2 つの日付のうちいずれか 1 つから、すべての出来�がカ�ントされます。

���d
	b�deÒ��eUwUÏÐ�#M0�忌.ª`$#�&[�暦では、これは初穂

祭、つまり 3 月 27 日の
方から 28 日の
方までです。規則 2 によれば、カ�ントは 	

b ��eK0�.�.�。この日に��をもたらす まわしいものが起こるのか、それ

とも0にレ!教"がこの日にr!スマン#国を承認するだけなのか、私にはまだ確信が

jてません。いずれ分かるでしょう。

���d
5b�deUwUs雨�季]&種なしパンの第二の祭りの最終日。



― 第二の月のÇÈ日、�数記第９章の過越祭で、最初の過越祭を守れなかった人々の

ための代替の過越祭。数え始めは４bÆ７e。

30 日間�。その数字を�えておいてください。

58�罪状

カ�ン

ト

聖書 から に 日 それは

*�c� ダニエル書 12:11
3 月 28 日
2027

10 月 7 日

2030

1290 fgh3÷,4―  ティ

シ�リ月 10 日

*�?� 黙 示 録 11:3 、

12:6

4 月 27 日
2027

10 月 7 日

2030

1260 fgh3÷,4―  ティ

シ�リ月 10 日

*�a� マ タ イ に よ る¬

­書 24:22

4 月 27 日

2027

9 月 27 日

2030

1250 fghi4j（聖なる日

の前夜）

1 ティシ�リ

*		a ダニエル書 12:12
4 月 27 日
2027

12 月 21 日
2030 1335 3�=ºb �a e― ハヌ

カ

それらはすべて、指定された時間に着陸します。ご自身でご確認ください。そのための

�ェブページとエクスプローラーページが用
されています。

oGMÍ０e�

これは私がA"したものではない結果です。

ダニエル書では 1290 日、ヨハネ書では 1260 日と記されている。6世紀の時を経て、異

なる大陸で、異なる言語を用いて、同じ時代について記した二人の著者。

*�c�U−U*�?�U�U	�&



そして、2027 年の 2 つのアンカー、初穂祭と種なしパン祭の最終日は、月の合から計

算された暦上でそれぞれ独立して祝祭日として特定されており、 	�e離1"$.�。

3 月 28 日から 4 月 26 日までは 30 日間です。1260 年は 27 日から始まります。

_1)��_��¸$M#�\)r�.§¨&それは私が選んだわけではない 2 つの数

字の³であり、私が3定したわけではない 2 つの日付の間�に一致するものです。反キ

リストが現れてから終末の雨がóるまでの、世/がどちらかの側に立つ 30 日間の�教

期間は、このタイムラインには^入されていません。それらは2き算の結果から生じる

ものです。

これは私が第 3 章で提-したテストです。現実の何かを記述するシステムは、誰も#ね

ていない$問に対して答えを出す�向があります。本書の中で最も分かりやすい例はこ

れです。適合したシステムは、まさにそのように適合した通りの結果を生み出します。

この例では、600 年の時を経て書かれた 2 人の預言者が、30 日違いの数字を選んだた

め、30 日間の期間が算出されました。

*�e��Y®去LM

反対側でも同じことが起こる。

*�?�U−U*�a�U�U*�&

信 者が天に召される日から主の怒りが成就する日までの期間は 10 日間である。ヘブ

ライ暦には、10 日間の間�がある定められた時がちょうど 1�だけ存在する。

fghi4j�iþ!égb*�e�fgh3÷,4&この 2 日間はü¤の日々である。

そして、その 2 つの暦は、その 2 つの暦の両端にHRする。1250 年はヨム・テルアで

終わり、1260 年はヨム・キプールで終わる。

イエスは、その日数がnくなると言った。

「もしその日数がnくされなかったなら、一人も救われる者はいなかったでしょう。し

かし、選ばれた者たちのために、その日数はnくされるのです。」 ― マタイによる¬

­書 24:22



どれくらいn�されるのか�10 日間n�される。それは、苦Pの&全な期間と、忠実

な者たちがそこからcりQられる日までの³である。イh�書は、その 10 日間に何が

起こるかを描¸している。

「わが�よ、部屋に入り、戸をuめよ。怒りが収まるまで、しばらくの間身を÷しなさ

い。」 ― イh�書 26:20

怒りが収まるまでの 10 日間は、2 つの祝祭日の間の 10 日間、uÏされた¼間で過ごす。

FG0�e�#7��íB�M/��ß1M#�\) $&

���5`"$ $aÑ

ここにP点があり、それは本文に�めるべき内¨である。

ダニエル書 12 章 11節は、1290 を一つの出来�に結びつけているのではなく、二つの

出来�に結びつけている。

「常供のいけにえが�Ïされ、��をもたらす まわしいものが立てられる時から、 1

290 日となる。」

寺院� ù1ß7�XB 供儀)F� ��K�

第 12 章の�解決箇所に対する代替-。― CLH

この章の初版で、私はこれに対する明確な答えをjっていないと述べましたが、実際そ

の通りでした。今は答えをjっていますが、それは私が期Úしていた答えではありませ

ん。なぜなら、この本が出版されてから 7 ヶ月以内に、�の場で何らかの出来�が起こ

ることを私にb束させるものだからです。

ダニエル書 12 章 11節には、1 つではなく 2 つの指Ýが示されている。

「常供のいけにえが�Ïされ、��をもたらす まわしいものが建てられる時から、 1

290 日となる。」

この本には、 まわしい出来�が記されている。しかし、通常の生贄については記され

ていない。なぜなら、神�はなく、祭壇も使われておらず、神�¸¹所の器はミスL



ブ・ラダック通りの建ßの中にあり、存在しない聖域をÚっているからだ。

つまり、ダニエルの最初のマーカーが¼いているか、私が間違ったものを×していたか

のどちらかだ。私はそれを 2�目にしようとDい間éみたが、言zがそれをõしてくれ

なかった。

�Ü)曲�0 $

私は「タミド」という言zを、一P的な
iでの£�的な礼\という
iで使いたかっ

たのですが、そうではありませんでした。その点については、それとなく示�するので

はなく、きちんと反論していこうと思います。

、定冠Í付きの �מִ�יד という�が用いられており、これはהַ�תֶ� の略記として;能していע�לַ�תֶ

る。 מִ�יד� は、出エジプト記 29:38742 および�数記 28:378 に記されている、絶え間な הַ�תֶ�

く>Xられる燔祭のことです。�に子羊、
暮れに子羊、毎日Òむことなく>Xます。

ダニエルはこの言zを、祈り、 身、あるいは抽Ú的な礼\という
iで一度も使って

いません。また、8:11 では聖所が供えßと同じ節にRかれています。

より広い
iでの解釈を�jする議論を読みました。それらは私が喜んで受け入れたい

議論でした。しかし、それらの議論は索2とfらし合わせると成り立ちません。

8.�7Þ直 ��)á©��$#���7TØ�4�µÉ��� ���d
 	b ��e

�W�M/�)7_�e%�|�継jB 燔[�Yª1"$ ù1ß 0 $&つまり、

燔祭は始まっていなければならない。つまり、すぐに始まっていなければならないのだ。

（レベル 3 ― これはダニエルが言zをどのように使っているかについての判断であり 、

計算結果ではありません。しかし、これは私の都合に反する判断であり、それこそがÍ

に�値のある判断なのです。）

寺院)#� $&[壇�#� ��&

これが実現可能かどうかについて私の�えを変えた決定的な要因であり、私はD年、間

違った建ßにばかり目を向けていたために、そのことに気づいていなかったのです。

7$%�建8|K07£�的な供えßを$%させた。



「彼らはその��の上に祭壇を"き、その地の�を±れて±れおののき、その上で主に

向かって燔祭をささXた。�
に燔祭をささXた。Fしかし、主の神�の��はまだ据

えられていなかった。」 ― エズラ記 3:3, 6

それを二度読んでください。!ラト・タミド（�晩の供えß、ダニエルが言�している

まさにその供えß）は、再建された祭壇の上で行われており、神�の建3予定地は工�

用の穴でした。そして、基礎が"かれる何年も前から、そのように行われていたのです。

$%) $&幕屋# $&[壇�[司職�«羊�ù�r�&

それが全ての要¦であり、第三神�の建3とは全く異なる次元の要¦である。神�建3

は 10 年にも�6国家的なプロジェクトであり、人îの 5 分の 1 が神聖@する建Bßの

解体またはb�を必要とする。一方、祭壇は石と�斜�、そしてどこかに立つõ可さえ

あればよいのだ。

（エズラ記 3 章の内¨についてはレベル 1 で、ご自身で読んでください。ダニエルの預

言も同様の方法で満たされるというê論についてはレベル 3 です。）

既�¡¢��#�

私は、それらの部品が�み立てられるかどうかについてê�しているわけではありませ

ん。大部分は�み立てられるのです。

 $%\�����`M石造��[壇�、 2018 年 12 月のハヌカ最終日に&成し、� 

された。この祭壇は、分解してb動できるように3計されている。

 神�研究ç)、祭具、祭司の衣y、§の·ôラーをNBし、D年にわたり祭司の養成を

行ってきた。

 赤毛雌牛育»÷ hNg)%発に実施されており、2026 年からは全国的なu成%動へ

とb行した。

lけているのは、�êでも、衣yでも、訓練を受けた聖職者でも、3計]でもない。欠

ù"$��)7�8æç�7_���8許可�ù�&それが問題の全てであり、私はそ

れを�@するつもりはない。それは地球上で最も1Eな¦V的・宗教的e壁であり、 5



9 年間も�いてきたのだ。

�¢移È��障壁

そして、私が 7 年ではなく 7 ヶ月と言うことに抵抗がない理由はここにあります。

ユダ�人が神�の丘で祈ることを阻んできたcり決めq現v維j、つまりイスラエル

とヨルダンの間の合
に基づき、ワクフが神�の丘を管理し、�イスラム教徒の祈りが

禁じられているというcり決めqは、2026 年を通じて明らかに崩壊しつつある。以

下に、いずれも報+され、確認可能な 3 つの日付付きのóイントを示す。

e� O�®ªLM�K

���?
*

b�*e

イスラエル警\は、神�の丘にあるイェシーバーからの要請を受け、ユダ

�教徒の訪問者がアミダーを�む印刷された礼\書を神�の丘にjち込む

ことを初めてõ可した。つい最sまで、祈りを>Xているところを見つ

かった訪問者はrQさせられたり拘束されたりしており、祈りの+具のj

ち込みは&全に禁Ïされていた。

���?
d

b�	e 

（ティ

シ�・ベア

ブ）

�午までに 3000 人以上のユダ�人[光客が山に登った。礼\用のß品の

jち込みはõ可された。西側で祈りを>Xていたb 12 人が逮Øされた。ヨ

ルダン外ï省はこれを「歴史的および法的現vに対する明白な違反」と呼

び、警\が「これらの行¢を助Dした」と�Pした。

���?
�

b*?e

私がこの段Òを書く 1 週間前、イスラエル警\は再びその場所でのユダ�

教の祈りに対する�限を緩和した。

それは�的なe壁ではない。それは段�的に、�Gと解体されつつあり、その都度、ワ

クフ財団とヨルダン王国の反対
見がr聞に記録されているe壁なのだ。

<"7£律�8$"\��7.<�����Ü$"7��%� �)Y²Y®Mö÷�

`�G\�&祈りは犠牲ではありません。人が山の上でアミダーをÆえることと、そこ



で�晩子羊を>Xることの間には大きな�たりがあり、上記の表のどこにもその�たり

を埋めることはできません。表が示すのは、より狭いÂ囲のことであり、私はそれ以上

のことを主張するつもりはありません。祭壇を�可能にするcり決めは�定されたもの

ではなく、変�しており、今年はすでに同じ方向に 3回も変�しています。

（ティア 2 ― すべての行に日付と出ûが記載されています。そこからのê論は私のも

のであり、せいぜいティア 3 レベルです。）

`M�L"7����	Â����)

��で反証�可能なことよりも、具体的で間違っている方がましなので、次のように述

べます。

���d
 	b ��e%�|�7�4Ù=g\絶(� $燔[（[壇7[司職7朝夕�±

羊）��.�&_`"7_�e�"��7_1)�止<1�&

両方の¥¦を満たす必要があります。タミドは、2027 年 3 月 27 日にçÄでない限り、

2027 年 3 月 28 日に�Ïすることはできません。ダニエルの¥項は、その削Üを説明す

るために、存在する�ßを必要とします。

私はその5�み、山上の場所、法的手段、あるいは誰がそれを行うかについて何の見解

もjっていませんし、全体4を&成させるためにそれらをでっち上Xるつもりもありま

せん。私が主張するのは、ÿ�みがそれを必要としており、私がこれまで皆さんに計算

方法を示してきたのは、まさにそのÿ�みのためだということです。

（ティア 4 ― 予言的。これはフレームワークが予�する内¨であり、私が聞いたñで

はありません。）

°8�T��'(�& � 0_1)è$T��K0�&

「2027 年に建てられた祭壇はどれも�)なものではない。祭司職は争われ、赤い雌牛

の灰はなく、ほとんどのユダ�人が認めるサンヘドリンもない。それはÍのタミド（聖

なる祭壇）とはなりCず、神はそのqQを認めないだろう。」

ダニエルはこの問いに、その言zの語源となった章の中で答えている。



アンティ!コスが常供の供えßを中Ïしたとき、_1�管³`"$M[司職)買
<17

腐D`"$M&ヤソ{)µ高[司職�買
`7�ネN��)_1�V×�金額\_1�

手��1M&�1�常供の供えßがcりQられた時の祭司職のvyであり、聖書は今で

もその供えßを常供の供えßと呼び、そのcりQりを罪とみなし、ダニエルは今でもそ

れに預言的な数字を結びつけている。

£�的な供えßが、その�Ïが天において記録されるためには、4¶なvyである必要

はない。これは私のê論ではなく、この聖Lが書かれた当時の歴史的vwである。

[壇��1 $æ©

すると、ダニエルの最初のマーカーにはùf先がなく、1290 年は私が述べたところか

ら始まっておらず、この部分は失敗している。 まわしい行¢についての議論はそれ自

体で成立するだろうが、これはそうではない。

そうなる前に、一つの選º肢を記録に残しておきたい。なぜなら、それに�ûしている

わけではないが、検討する�値はあると思うからだ。

î球V�7r0ゆ�æç\捧げ01�永遠�犠牲\r�� 0�称��制±)M�°8

�ù¡¢��&それはミサである。ローマ教"庁がトレント�Ì議で定Sし、マラキ書

1 章 11節に基づき、いかなる神�も必要としないミサである。そして、それは�に一

度奪われたことがある。2020 年 3 月 8 日、ローマ教区は全ての�開ミサを中Ïし、そ

の 2 週間以内にイタリア、アイルランド、フィリピン、スペイン、そしてア·リカ合衆

国のほとんどの教区が同様の措Rをcった。数週間にわたり、西洋世/のどこでも、こ

の永遠の犠牲は�に>Xられなかった。

もしそれがタミド（�)な信 ）であるならば、2027 年 3 月に起こることは、=�*5

î�統治X�Üù� ,マ[Õによるイスラム教との融和に向けた自己破壊行¢であり、

テサロニò第二 2 章の�教は、地球上で最も�くのキリスト教徒を自称する:団の	反

を
iする。これは、�職にあるある人ßについての私の
見であり、遠回しに示�す

るよりも、はっきりと述べておきたい。

`K`7�)_1��àí�挙げ.�&³´)°ìÛ\�&ダニエルのタミドは、彼が



それを使うたびに絶え間なく行われる燔祭であり、7 か月以内にエルサレムに祭壇を必

要とするものよりも楽だからといって、あるh読をê奨することはできません。ミサの

h読は、¡留されている�当性です。祭壇はHRです。

（全体を通してレベル 4 であり、½をイスラム教と同一@するという前提に基づいてい

る。この前提は『歴史を先cりして教える』で論じられているが、ここでは��するの

ではなく、前提としている。）

��セ�!l{\Á01�#�)

 ダニエルの「מִ�יד� 
は、 a×�n"において£�的な燔祭を「הַ�תֶ�iしており、決して一

P的な礼\を
iするものではありません。 （第 3 段� ― そしてそれは私の都合に反

する�きです。）

 $%�x礎�築K1�|�祭壇で>Xßをすることが$%したと記されているので、こ

のÝ識には聖所ではなく祭壇が必要である。 （本文のティア 1）

 祭壇、器、祭y、そして訓練を受けた司祭は既�¡¢`"$�。lけているのは場所と

õ可だけだ。 （第 2 段�）

 聖なる丘でのユダ�教の礼\を禁じるcり決めは、ヨルダンの記録された反対にもかか

わらず、 ���?
�	±、同じ方向へと変更された。祈りは犠牲ではないため、このこ

とは溝を埋めるものではなく、むしろe壁が�定されていないことを示している。 

（出来�についてはレベル 2、ê論についてはレベル 3。）

 `M�L"7�4Ù=g\) ���d
 	b ��e%�|�継jB 燔[�,�<17_

�s�止<1�&もしそうならなかった場合、この部分は²りであり、私は前もってそ

のことをあなたに伝えた。 （ティア 4）

 予êとして温存されているもの：永遠の犠牲としてのミサ。2020 年 3 月は、cfを用

いなくても世/的にミサを�Ïできるという証拠である。 （ティア 4）

その まわしい儀>は 2027 年 3 月に行われる。この本にはそのことだけが記されてい

る。しかし、 ���d
	b�Ð止<1��XB Ð贄�)°GO �K�



本書の解釈では、通常の犠牲は紀元 30 年にキリストが十字架上で終焉を迎えたとされ

ています。これはダニエル書 9 章 27節に関する第 8 章の論拠であり、私は今もこの見

解を堅jしています。私が本書をû筆している 2026 年 8 月現在、神�は存在しておら

ず、�Ïすべき犠牲�度も$%していません。したがって、ダニエル書に記された 2 つ

の指Ýのうち最初の指Ýは、数え始めの時点ではùf対Úがありません。これはまだ�

来の出来�を指しているため、確�たる証拠なしにはê�するしかありません。

+� '()r�.§¨&検討に値すると思われるのは以下の 2 つですが、どちらも断

�として�jしているわけではありません。

ヘブライ語は Uת� 
U（タミド）とは、£�的または規則的なという&�\�ָ ִ מידiです。

ダニエル書 8 章 11～13節では、£�的な燔祭を表していますが、この言z自体は動ß

ではなく£�性を指しています。タミドを、特定の犠牲の儀>ではなく、神への£�的

な礼\と解釈するならば、2027 年 3 月に�Ïされるのは、½が承認され、Ã国が�を

向けたときにcって代わられる、世/の£�的な礼\ということになります。この解釈

は、ダニエル書 8 章でこの用語がどのように使われているかによってあるé度ñ付けら

れており、私にとって都合が4いので、この解釈を緩やかに扱う理由となっています。

2 つ目の可能性は、2 つの節が、2 つの側面から描¸された 1 つの®合的な出来�を指

しているというものです。この場合、問題は歴史的なものではなく、文法的なものです。

それを解決するには、ヘブライ語の文法に関する判断が必要ですが、私はそれをúるつ

もりはありません。

*		aR7_`"_�停泊î

ダニエルは次の節で 4 つ目の数字をWXている。

「Úち�けて 1335 日にFする者はùいである。」 ― ダニエル書 12 章 12節

2027 年 4 月 27 日の晩雨期から数えると、1335 日目は ��	�
 *�b �*e、すなわち

キスレブ月 25 日、ハヌカの初日、神�再� の祝祭日にあたります。� の日にÚち、

E着する者はùいである。

これらの出来�が実際にどのように°開するかについて、私のê�を述べさせてくださ



い。ヨム・テルアに私たちが携Wされると、神は 10 日間、怒りの鉢を注�始めます。

神はイスラエル、そしておそらくイランやパキスタンの�兵器を呼び出し、エルサレム

に/め寄せた国々を�きます。世/が-えている間、私たちはrエルサレムの部屋に�

全にuじこもっています。人îの 3 分の 1、主にイスラム教徒がその 10 日間で死にま

す。生き残った人々はÚち�け、1335 日目、ハヌカを迎えます。その時、イエスは私

たち全員と共に_ってきて、Ã国を癒します。

それは印Ú的だ。しかし、その点が厄介なのだ。

TØ�4�*�6 **]�*�6 *�])隣�©L"Ü�7Æ�)V�,��K0�(0

1"$����<1.�&U1335 年を 1290 年と同じ日（2027 年 3 月 28 日）から数え

ると、2030 年 11 月 21 日になりますが、これは全く
iのないことです。

ハヌカにEFするためには、1335 年は まわしいものではなく、後の雨にYÏさなけ

ればならない。·シア 2030 プロジェクトのカレンダーはまさにそうしている。2027

年 4 月 27 日の項目には「1260 年と 1335 年の開始」と記されている。つまり、これは

彼らが明示したÿ�みであり、私の�作ではない。しかし、それでも選ºは可能であり、

Õ接する 2 つの節をよりO©に解釈すると、どちらの数字も同じ時点から数え始めるこ

とになる。

（ティア 3。結果は£くべきものだ。しかし、それをCるために必要な基�3定には異

論があり、代替の基�3定では何もCられない。）

マ�� ��gN�{ë
G

日付

日 何

2027 年 3 月 28 日 1290 年が始まる ��の まわしきもの · 初穂

3 月 28 日～4 月 26 日

2027

1～30 日目 �教q世/はどちらかの側に立つ

2027 年 4 月 27 日 1260 年と 1335 年

始める

後雨季・種なしパンの第二日目



2030 年 4 月 24 日 Ë ユダの刑期満了 · ニサン 21 日

2030 年 9 月 27 日 1250 日目 fghi4jUwU復活[7

恍惚7帰還

2030 年 9 月 27 日～10 月 7

日

10 日間 ü²の日々 · uÏされたÎの向こう · 怒

り

2030 年 10 月 7 日 1260 日目と 1290 日目

終了

fgh3÷,4― 両方の:計が終了

2030 年 10 月 12 日 Ë スコット祭が始まる

2030 年 12 月 21 日 1335 日目 ハヌカ ·Úつ者はùいなり

v*�6��MG�[("!1���

• 4 つの訴因はすべて、第 1 章で宣言された包括的な規則に従って、定められ
た時期に発�する。
（レベル 1 ― 再現可能）

• *�c�U−U*�?�U�U	�となり、2 つのアンカーは 30 日	れています。�教の窓

は計算>に^入されるのではなく、計算>から外れます。�1)����\

µ#ø� 内l�~\�&U（ティア 1）

• *�?�U−U*�a�U�U*�であり、10 日間�で定められた時Eがちょうど 1 �存在

する。これらの日は、まさにüれの日々によってn�される。 （計算レベ

ル 1、マタイによる¬­書 24 章 22 節をそのように解釈するレベル 3）

• 1335 日目はキスレブ月 25 日、神�の再� の日である。M�`7*		ae

��s�雨���Å�ù017�忌.ª`$#����Å�ù01"$ $

æ©�¥�。また、ダニエル書 12 章 11～12節は通常、同じ始まりをjつも

のとして読まれる。 （ティア 3）

• ��51TØ�4�*�6**])*�c��Æ��犠牲�Ð止�忌.ª`$Y

ç�}��k連�ù"$.��7��枠組��) ���d
 	b�µÉ�»"

��+��s�#��r�.§¨&U

v*	6UwUÔ�æ�



これまでのñはすべて算術的な内¨でした。今回の章はパターンに関するもので、パ

ターンはより穏やかな証拠なので、主張はそれに合わせて控えめにしたいと思います。

その主張はこうだ。レビ記 23 章に定められた時期は、7 つの宗教的な祝祭日ではない。

それらは一連の出来�であり、イエスはそのª�を守ってきたのだ。

dû

「主が定められた時を、聖なる:Ìとして宣言しなさい。わたしが定めた時とは、次の

とおりである。」 ― レビ記 23:2

ヘブライ語は U U U�מ וּ� ע�ִ  
U（モエディム）であり、祭りをדיםiするものではありません。

モエドはb束です。

―�前にcり決められた、m方が必ず守る
思のあるÌ合のこと。この言zは、神がご

自身の�とÌうために定めた時間を指す場合にも用いられる。

全部で 7 つあり、2 つの¯ループに分かれています。

春 日

1 過越祭（ペサハ） 14 日

2 種なしパン（マッdァ） 15～21 日

3 初穂祭 ―ヨム・ハビクリム その週の��日の翌日

4 週 ―シ�ブ!ット 初穂祭から 50 日後

秋 日

5 トランペット ―ヨム・テルア 1 ティシ�リ

6 贖罪の日 ―ヨム・キプール 10 ティシ�リ

7 �庵祭（スコット） ティシ�リ月 15 日～21 日

春には 4回、8 週間以内に:中して開催される。秋には 3回、3 週間以内に:中して開

催される。そして 4回目と 5回目の間は、b 4 ヶ月間、何も開催されない¼白期間とな



る。

µÉ�58)8e保管

宴Ì 必要なこと 彼がしたこと

当日�

過越祭 
暮れ時に屠られた子羊、

14 日

磔刑に処された )$

種なしパン 酵母 ― の¸Í

汚職 7 収?

墓の中の遺体、腐敗は見られない )$

初穂 最初に>Xられた収mの束 uてられた、 「

眠っている人々」

)$

�ィークス 収mされた作ß、

50 日後

聖霊はシ�ブ!ットに注がれ、

50 日後

)$

パ�ロは、この書9を��的なものとして扱っていません。 「私たちの過越の小羊で

あるキリストもまた犠牲にされた」 q過越の小羊のようにではなく、それ自体が犠

牲となったのです。「キリストは死者の中からよみがえり、眠りについた者たちの初穂

となった」。彼は祭りのV前を、その出来�の描¸として用いています。

58�Ä�&58�#7_�e�èàÆ��qY<1M&季節は違ったが、その日に。

この章の残りの部分は、この[\に基づいており、�yがどれほど¨©に別の方向へ{

みCたかを�えてみる�値がある。十字架刑は予定された出来�ではない。それは、群

衆とà督がそうすることを決めた時に起こる。それがニサンの 14 日、$%が初穂祭、

聖霊ó臨がシ�ブ!ット祭であったことは、歴史上最も緊ÔなØGの一致であるか、あ

るいは「モエド」という言zの
iするところである。b束は守られたのだ。

保管<1"$ $Í8

そして、そのパターンは途切れる。ヨム・テルア、ヨム・キプール、スコットには、そ

れに対Jするイベントが一度も開催されていない。

それ以来、毎年ティシ�リ月 1 日にラッパが鳴り響いてきたが、何も起こらなかった。



毎年、贖罪の日がやって来ては過�Qった。これは沈黙からの論証ではなく、�確に 4

回�り�されてきた一連の出来�が、4 つの予定が�履行のまま 2000 年間一度も履行

されていないという[\結果である。

そのパターンはそもそもパターンではなかったか、あるいは残りの 3 人がまだ先行して

いるかのどちらかだ。

 �_�õö�÷�[ÕOð�形 �K

そして、ここで暦そのものが、ダニエル書の章で論じなければならなかったことを語っ

ているのです。

シ�ブ!ットとヨム・テルアの間には、b 4 ヶ月間、特に定められた祭りのない期間が

ある。全くないのだ。春の祭りが終わると、ラッパの祭りまで何もない。

|,N,（律�）�;<1M[eR�)7p¨��¯°�r�、その¼白は、守るべき

4 つの祭日が終わり、守るべきでない 3 つの祭日が始まる場所に�確にHRしている。

第 8 章は、ダニエル書の 70 週目の中断を��するために苦労したが、私はダニエル書

にはそのような中断を予告する記述は何もないと明確に述べた。レビ記 23 章にもその

ような中断は予告されていない。しかし、同じ箇所に、1 年の中に中断が�み込まれて

いるのだ。

それに基づいて時�öを作るべきではない。他のY拠に基づいて主張された¼白期間の

ñ付けとしては、あるé度の�値はあるだろう。

（レベル 3：対J関âは確かに存在するが、その
iするところは解釈の問題である。

例えば、4 ヶ月の期間が農業的なもの、つまり穀ßの収mと果ßの収mの間の期間であ

ると主張する人がいても、それは全く�しいかもしれないし、その[\結果の面白さが

損なわれることもないだろう。）

次�èà

ª�通りに{めば、次の任命は 5�目で、候�者は 1 人だけとなる。



fghi4j&U*Uiþ!ég&|N{+�|�àe&

その日に定められていることは、キリストの再臨にキリスト教徒が期Úすることとfら

し合わせて読む�値がある。それはr月に当たる唯一の祝祭日であり、三日月が見える

まで開始日を�前に知らせることができなかったため、見張りがÚち、誰もその時Eを

知らなかった。それはラッパが鳴り響き、警報と召:の日である。そしてユダ�の伝)

では、それは戴冠>の記憶を�している。王が宣言される日。ラッパの­。誰も�前に

決めることができなかった日。王が宣言される。そして最後のラッパの­とともに$%

が起こる。

そして 10 日間、ü²の日々q第 12 章では、1260 と 1250 の³として計算上見出さ

れ、イh�はこれを、憤りが収まるまでuÏされたÎの後ろにuじ込められることだと

描¸している。

そしてヨム・キプールq贖罪の日、刑罰の終結、帳簿のì理。第 12 章の二つのDい

記録は、どちらもそこで終わる。

そして�庵祭（スコット）q:いの祭り、神が�と共に幕屋を張る祭りqが終わり

ます。黙示録はそこで終わります。 「神の幕屋は人々の間にあり、神は彼らの間にÓ

むであろう。」この時に何が起こるのか、私はまだ確信がjてません。イエスは と戦

うために地上に_ってきて、私たちと共に幕屋を張るのでしょうか�それとも、rエル

サレムか「天」で、しばらくの間、私たちと共に幕屋を張るのでしょうか�黙示録の最

後の2用は、rエルサレムのE来と、父なる神が地上に来て永遠に)Vすることに関す

るものです。

N��7_`"閉ざ<1M扉�P��\耐(忍É怒�7_`"贖罪7_`"住.$&こ

れがレビ記 23 章が定めたª�であり、12 章の日数の数え方も、特に指示されたわけで

もないのに、このª�に当てはまる。

�1�s����s< $��

この章は年Ôを示すものではありません。この章には日付を示す記述は一切ありません。



ヨム・テルアは毎年秋に訪れ、それは 3000 年間変わっていません。

これは、第 6 章から第 10 章で示される年がE来したときにどのような年になるかを教

えてくれるものです。計算によると、その年は 2030 年です。祝祭のª�によれば、計

算が�しければ、帰還は任
の日付ではなくヨム・テルアに訪れ、 2030 年の秋の祝祭

は 9 月 27 日～28 日と 10 月 7 日です。

_1�µ¶��M/�)7�8���`M���°ì��#��r�&OP�O刻� *


7_`"���O刻�*e�&そして、それらは一致している。

v*	6��MG�[("!1���

• モエディムとは、祭りではなく、�前に決められたÌ合のことである。 

（第 2 段� ― ヘブライ語）

• イエスは春の四つのb束を_�e�ª�通りに果たし、rb聖書はそれらを

そのように記している。 （第 2 段�）

• 秋のÃつの任命には対Jするイベントがなく、過QÇö年間、そのようなイ

ベントは発生していない。 （ティアÇ ― [\）

• トーラーの祭暦には、守るべき祭日が終わり、守るべきでない祭日が始まる

まさにその場所に、4 ヶ月間の¼白期間が存在する。 （第 3 段� ― 第 8 章

で論じられた¼白期間のñ付けであり、証明ではない。）

• ª�通りに�くと、次の予定はfghi4j（r月、ラッパ、戴冠>、そし

て開始日を�前に告知できない日）となる。 （第 3 段�）

• レビ記 23 章で定められているª�qラッパ、10 日間、贖罪、そしてÓ居

qは、12 章の数え方のª�と一致している。 （数え方に関してはレベル

1、重要性に関してはレベル 3。）

v*56UwU�8�R�°ì��æç

第 2 章で述べたように、本書の最大の弱点は暦であり、2027 年 3 月 27 日～28 日は[

�に基づく計算でのみ存在する。それを言うのに、私は少々苦労した。



この章はその帳簿のもう.分であり、そしてこの帳簿の中で最も素晴らしいニ�ースで

ある。

��6\'(�T�)

第 2 章を注
1く読んだ懐疑論者は、次のような痛烈な反論を思いつくだろう。

「自分でカレンダーを作って、その日付が自分の祝祭日と重なることを発見した。当G

だ。どんなカレンダーでも、必要な場所に祝祭日を作り出すことができる。自分で選ば

なかったカレンダーで、存�する日付を一つでも見せてくれ。」

それは�当な指摘であり、�しい指摘です。私のスòジ�ールを弁解するのではなく、

ë直に答えるべきでしょう。

答えはこうです。

比較

私は 2025 年から 2030 年までのすべての年の祝祭日を、本書で採用している[�に基

づく暦と、4世紀�からユダ�世/で用いられてきた�定のラビ暦という 2 つの暦で計

算してみました。この 2 つの暦は、互いにÙ¨れない規則に基づいています。一方は春

分に最もsい月の合を最初の月とする暦、もう一方は 4 つの_期規則を伴う 19 年�期

の暦です。

年 2 つのカレンダー間の¿�ップ

2025 0～1 日

2026 1 日

���d 	�Ò	*e

2028 1～2 日

2029 1～2 日

2030 春には 1 日、Ó�ÔÕ�)Ö×�e

2 つの要素は重要であり、それらは�反対の方向に作用する。
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���d
)7��X���\唯°�例外B 
\�&この年だけは、�定暦では 13�

目の月であるアダール II 月が^入されますが、春分・秋分規則では^入されません。 2

027 年の()的な過越祭は 3 月 22 日、ラビによる過越祭は 4 月 21 日となります。実に

1 ヶ月のずれです。

そして、2027 年こそが、そのsい将来が左右される年なのです。これは第 2 章でも述

べましたが、h報を伝えるはずのこの章でも改めて述べておきます。なぜなら、4い部

分だけを�えている読者は、この章の内¨を全く理解していないことになるからです。

Ý�R�Þ`$��1ß7���d
 	b�deÒ��e)à[e\) !7Éá[�à[

e���âã)äå��&

<"7è$Øé,�\�&

最後の行をもう一度見てください。

��	�
�)7�8�R)êë�°ì��&おおよそではなく、秋の祝祭日ごとに、日

付まで�確に一致する。

宴Ì [\的 *�されたラビ

ヨム・テルア ― ティシ�リ月 1

日

2030 年 9 月 28 日 2030 年 9 月 28 日

ヨム・キプール ― ティシ�リ月 1

0 日

2030 年 10 月 7 日 2030 年 10 月 7 日

スコット祭開始 ― ティシ�リ月 1
5 日

2030 年 10 月 12 日 2030 年 10 月 12 日

キスレブ月 25 日 ― 1335 日目 2030 年 12 月 21 日 2030 年 12 月 21 日

4 つの日付。2027 年には 2 つのシステムが 1 ヶ月の³で食い違う。2030 年には³はゼ

ロ。

�1�q��O�買��K



できるだけ�確に説明します。なぜなら、ここでは誇張表現が90にできてしまうし、

実際にそういう人を見てきたからです。

íBî)���ï-é,4�ðñ<1 $&��,|�R砲�ðñ����&

第 2 章の内¨をすべてÐ定し、[�に基づく暦法はÑ異なものであり、ラビが定めた�

定暦こそが唯一�当なヘブライ暦だと�える読者でrL"#7��	�
 cb ��e�f

ghi4j���	�
 *�b de�fgh3÷,4�MF�着!&これらの日付は、自

作の暦のÞßではない。どちらの暦も、これらの日付に一致するのだ。第 2 章全体をÓ

@しても、最終的な結論は変わらない。

したがって、第 12 章で 2030 年の秋に終了するすべての項目は、暦の異議xし立てを

そのまま�り越える。すなわち、ヨム・キプールで終わる 1260 と 1290、ヨム・テル

アにFする 1250、その間の 10 日間のü¤の日々、そしてハヌカに当たる 1335 日目で

ある。

の中で生き残れないのは、これらのカ�ントの出発点となる 2027 年という基�点だ。

yz{|)µ�B�)R�依¡` $�7,�O�\)R�依¡��&これは、この本

の現vを�都合ながらも�確に表した表現と言えるだろう。

_`"今7£律

まさにこういう本は「ÑÖ的」という言zを使いたがるところだが、私はそうはしない。

��
�)òó\)r�.§¨&これは、2 つの月`a�がØGにも同じHÙになった

ときに起こる現Úであり、2025 年、2026 年、2028 年、2029 年には同じ表でその様子

を見ることができます。どちらの月もほぼ同じHRにあります。ほとんどの年は両者は

ほぼ一致しますが、時折、o月が異なる時期に^入され、1 ヶ月ほどずれることがあり

ます。2030 年がsい年の一つであることは、何かの兆候ではありません。これは0な

る算術的な現Úです。

その�値は7ôã�`"���\) !7防御B ���r�&日付を証明するもので

はない。日付に対する反論をcりÜくものであり、しかも、その反論は、懐疑論者が秋

生まれの日付に対して抱く最も強い反論である。



それだけのことだ。この¦に一章を割く�値があるのは、その異議に答える�値があっ

たからであって、合
内¨が何かを証明するからではない。

もし私が、2 つのカレンダーが一致する確ëは天文学的にÐいと言ったら、それはこの

本が書かれた目的とは�反対のことをしていることになる。両者はしばしば一致する。

2030 年も一致する。それで十分であり、それ以上でもそれ以下でもない。

v*56��MG�[("!1���

• 2025 年から 2030 年にかけて、2 つの暦は通常 1～2 日以内の²³で一致しま

す。これらは異なる年を生成する競合するシステムではありません。 （ティ

ア 1 ― 計算ýみで、�ェブページ上で再現可能。）

• ���d
)唯°�例外\、´ 1 ヶ月分ずれており、まさにその年がsい日付の

基�となる年である。 （計算上のティア 1。脆弱性は現実のものであり、2

回明記されている。）

• 2030、ヨム・テルア、ヨム・キプール、スコット、そしてキスレブ 25 日に

ついてêë�©=�Á01M
\�&U（ティア 1）

• したがって、2030 年秋の日付は���R�依¡`"Ü0Ã、暦に関する異議

xし立てを&全に回jできる。2027 年の日付はそうではない。 （第 2 段�）

• この一致はòóB #�\) !、月`a�がHÙを合わせた結果として起

こる現Úである。その�値は、日付を証明することではなく、一つの異論を

解Çすることにある。 （本書がそれ以上のことを主張していると�Pされな

いように、あえて明記した。）

v?lUwUÔ�B

v*a6UwUµ#ø� T�

私は、反論を最後にまとめて答えるのではなく、反論が生じた箇所で答えるように努め

てきました。なぜなら、P点を先_ばしにする議論は、読者に�信�を抱かせることに



なるからです。しかし、中には特定の章に関するものではなく、本書全体に関わる反論

もあります。

以下に、私ができる限り強い言zでそれらを述べます。それぞれの主張を、その主張を

最も��する立場から述べようと努めました。藁人�論法のような言い回しはjけまし

た。そのうち 2 つについては、反対者の主張が�しいというのが私の答えです。

1.�_�e7_�O刻)Â�#mK0 $&�

あなたはイエスが明確に禁じたことをしています。イエスは、天使たちも、Û子でさえ

も、誰も知らないと言いました。あなたは一体何者ですか�どの世代にもあなたのよう

な人間は生まれます。あなたがスプレッドシートを使っているからといって、 1844 年

や 1988 年に¯ラフを使っていた人々と何ら変わりません。教えられたのは、計算する

ことではなく、[\することでした。

それはほとんどの人が最初に提起する反論であり、上記の
見は私が�段耳にする
見

よりも強いので、ÍÎに受けÏめたいと思います。

Í8����VO�pq\r�&

まず、マタイによる¬­書 24 章 36節は日付と時Eについて述べているのであり、私

はそのどちらも主張していません。本書は、聖書の記述と歴史からê論によって導き出

された日付を、その過éを示し、すべての数値を検証可能な�で�表しています。これ

は、自分が教えられたと主張することとは全く異なる行¢です。私はこれまで、教えら

れたと主張したことは一度もありません。

第二に、その聖Lは語られた時点ではÍ実であったということです。「誰も知らない」

というのは、あるvwについての記述であって、そのvwが永�的であるという宣言で

はありません。ダニエルは、その言zが「終わりの時まで÷され、封印されている」と

告Xられました。これは、永�的な封印ではなく、後々の開封を期Úする表現です。



3 つ目は、私が最も反論しづらい点であり、反対者の側にあるものです。û:).<�

���³��$"7.<���Yç� ��� 
�Þ8S`"².`M�7Á0)皆�


L"$.`M&これは決して�@できることではありません。私にとっては強力な先

入[であり、私自身もそう�えています。

私が言いたいのは、見張れという命令は、ê論するなという指示とはÙ¨れないという

ことです。イエスは、季節ではなく¼模様を読んでいたパリサイ人たちを叱責しました。

また、教Ìが目を�まさなければ、泥棒のように襲いかかると告Xました。つまり、別

の選º肢があったということです。目を�ますことには
iがあり、そうでなければ、

その言zは何の
iもjちません。

_�9�)�ä<1 $&しかし、それに対する答えは示されるq彼以前の誰もが同

じように�えていたことを承知している人ßによって。

2.�r M).Ã
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聖書とïð、そして十分なモチベーションさえあれば、誰でもどんな年でもたどり着け

る。390 年、40 年、7 年、2000 年、80 年、1260 年、1290 年、1335 年、3 つの暦、そ

して 4 つの候�となる�告を使って遊べるのだ。もちろん、2030 年に何かが当たるだ

ろう。2028 年についても何かが見つかるはずだ。

これは私が最も尊重する反論です。なぜなら、私自身も同じような反論を提起するだろ

うと思っていたからです。そして、第 3 章は結論を出す前に、この反論に答えるために

書かれたものです。

	8�i�|�q施`.`M�7�)_� 	8�n"�k�!�ig�#����\
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�N�,�)í標�)��`"��<1M�\`��K�U390 と 40 はエゼキエル書 4

章に、7 はレビ記 26 章に、80 は詩篇 90篇に、1260、1290、1335 はヨハネの黙示録と

ダニエル書にそれぞれ登場します。これらの数字はどれも私が選んだものではありません。私



が選んだのは、それぞれの時計がどこから始まるかということです。そのため、第 6 章と第 7

章では、計算をするよりも開始日を��することに�くのページをËやしています。

 ´�N�,�)$!8r�7F�程±粗$�\`��K�時計ごとに 2 つです。アン

カーと、�数が適用される回数です。2 つ目は実際に選ºできるもので、第 3 章でその

ように述べられています。しかし、�数は 7 なので、�加で適用するたびにすべてが 7

倍になります。イスラエルの場合、�算なしだと紀元前 311 年、1回だと 2030 年、2

回だと 18410 年になります。ユダの場合、1回だと 350 年、2回だと 2030 年、3回だ

と 13790 年になります。OPご����\²��)7;·<1M��V�F�K�Þ

��*8�ù\�&これはダイ�ルではありません。これは、�当なHRが 1 つあるス

イッチです。

��!�ig)7�"=図<1M�~�)9 ��~�Ð�»��F�K�これが最も

�しい検証であり、答えはôーだ。適切に3計されたシステムは、まさにその目的どお

りの結果を生み出す。このシステムは、ダニエル書の 1290 とヨハネ書の 1260 という、

6世紀も�てて書かれた 2 つの数字の³から、30 日間の�教期間を算出した。これは、

月の合によって定められた 2 つの祭りの日付の間�と一致する。そして、このシステム

は、ヘブライ暦において唯一の 10 日間の指定期間のペアであることが判明した 10 日

間の間�を算出した。

どちらも対Úではなかった。

TÔ=��B�射"$��)、世代時計の3定だ。6 つの�当な3定のうち、1 つは

2030 年を示しており、私が使用しているのもその3定だ。第 9 章ではその3定表を掲

載し、その時計を最下Hにランク付けしている。この点において、反対
見は的を射て

いる。

3.��23�4�56)OP\) $&�

エゼキエルは、�り来る流刑を予言するしるしを、包囲された世代に示していたのです。



この箇所には、彼の死後 2500 年もの歳月をカ�ントダ�ンするというような記述は一

切ありません。あなたは、紀元前 6世紀に実際に起こった預言を、まるでストップ

�ォッチのように扱っているのです。

その点に関しては�しいです。これは�ンジ部分なので、柔らかくするつもりはありま

せん。

この箇所は、流刑のしるしである。また、この箇所は 390 と 40 という数字を��S`7

+� ¯�率（U1 年につき 1 日）を添えている。神はエゼキエルにそこにDく横たわる

ようにとは言わなかった。神は数字を与え、その0HをV付けた。このように�確に、

かつ明確な:算ëとともに与えられた数字は、数えるために与えられたものである。ダ

ニエルもエレミ�の 70 を同じように数え、それが尽きたときに祈った。

p�¶�)7�(�\) !7x準��r�&紀元前 701 年の包囲戦から 390 年が経

過し、紀元後 70 年の包囲戦から 40 年が経過するという解釈は、エゼキエル書の左側

と右側を右から左への時間軸上の方向として解釈することから生じている。第 4 章では、

左と右を0にWと`として解釈する読者は、二つの家の同一性について何も失うことな

く、時間軸をCることもないこと、そしてその解釈では、この書には開始日がないこと

が明確に述べられている。

私がこの文 を読むのは、それが後々もたらす結果を重@しているからであり、第 4 章

では、これは自明の理ではなく結果によって�当�されるものであると認めている。�

1)����\µ#大² 依¡k係\r�7��\r�&

4.�=>;�?6)7X�\) !7y`<�=>`"$�&�

七重は(用Lです。�世記 4 章 15節は算術ではありません。あなたはヘブライ語の強

調語を�算記Ôに変:しましたが、それは�算によって目的をF成できるからであり、

大�数の注釈者も私と同じように解釈しています。

大�数の人はそのように解釈しており、第 5 章では、指摘されるのをÚつのではなく、



そのように明言している。

第 5 章が主張する、�数Tよりも狭いÂ囲の主張は²りである。それは、y`<)Â�

可¶ 量\) $（あるÜÝが別のÜÝの 7 倍であるような0Hは存在しない）のに対

し、期間は�定可能なÛであるという点である。罰は時間をかけて与えられるため、�

しさと期間という 2 つの側面があり、罰の 7 倍というのは、その両方を合計した値につ

いての主張である。この 2 つの側面のうち、検証可能なâ数 7 をjつことができるのは

1 つだけである。

それは、快適な出口のない分åを生み出す。7 倍というのはÛ的な
i合いをjつ場合、

時間軸をjつ合計値に関âする。あるいは、0に充実�を表す(用表現である場合、何

も�算されず、4 段�の上昇は段�的な増加ではなく強調となる。

そして、�しさがúりである必要はありません。必要なのは、j�性です。レビ記 26

章は�しさについて書かれていると確信している読者は&全に�しいかもしれませんし、

それでもこの本はçÄです。彼は私が�
に入れていない次元について述べているので

す。

（第 5 章では、�ð解釈に対する決定的な反論が詳Åに述べられているが、その論拠が

成り立たないため、ここでは掲載しない。本書が、本書を都合よく解釈する議論にどう

対処しているかを知りたい場合は、その章をùfされたい。）

5.�r M�y={T,)7t01M#�\�&�

あなたはユダ�世/が 16世紀にわたって使用してきた暦を¤Ðし、天文表に基づいて

計算された暦を採用しておきながら、その日付が祝祭日に当たると主張する。あなたの

祝祭日に当たるのだ。あなたが選ばなかった暦で、存�する日付を一つでも示してみろ。

それは�当であり、適切なß題である。第 14 章は、そのß題に答えるために存在する。

��	�
Ó�e�)7��®更s#êë�維i<1�&本書が採用している[\に基づ

く暦と、ラビが定めた�定暦の両方において、ヨム・テルアは 2030 年 9 月 28 日、ヨ



ム・キプールは 2030 年 10 月 7 日、スコットは 10 月 12 日、キスレブ 25 日は 12 月 21

日となっている。第 2 章を&全にÓ@する読者であっても、これらの日付にたどり着く。

終着点は暦に=存しない。

���d
�x準)7��状況X\)Æ�` ! �&��調べた 6 年間の中で、2027 年

だけは、 2 つの暦が´々 1 ヶ月分ずれている。これは、�定暦ではアダール 2 月が^入

されるのに対し、春分・秋分規則では^入されないためである。ラビの計算によれば、

2027 年 3 月 27 日～28 日は祝祭日ではない。

つまり、立場は分かれている。íBî)R�ðñ<1 $�7��,|�©図)_�\

) $&このことは第 2 章、第 14 章、そしてここでも述べられている。なぜなら、こ

れが最もÍ実である可能性が�く、かつ最も受け入れられにくいことだからだ。

6.��1.\e����`Mû)皆�
L"$M&�

ミラー、ラッセル、�ィセ�ント、キ�ンピン¯。彼らは皆、聖書、算数、そして誠実

さをêえていた。そして、彼らには家を売ってまで信者になった人々がいた。この%動

の基本ëはゼロであり、あなたが例外であると私が�える理由は何もない。

基本�§は現実のものであり、私はそれをごまかすつもりはありません。

よくある�答q9 人の少女がôーと言ったのだから、10 人目はイエスと言うかもし

れないqは、議論の²ったバージョンに対する�答だ。�しいバージョンは論理的な

主張ではなく、)計的な主張であり、)計的な議論は8繹的ではないと指摘しても反駁

されない。非��û$CD�連j)ôã\r�7_1)���L"Êò ôã ��&

私が提供できるのは、私が特別な存在だと�える理由ではありません。それは、失敗の

5方が違うだけです。

そのリストに載っているV前はどれも、信じてもらいたいと願うものだった。本書は、

検証されることを求めている。本書に載っている数字はすべて、明示された入力と明示

された規則に基づいて再現可能である。�ェブページは再計算を行い、失敗を報告する。



エクスプローラーページでは、 対的な読者がどんな�定でも変更し、結論がどう変�

するかを見ることができる。私は、世代時計を困惑させる¯リッド、私自身の議論を破

綻させたエスカレーション、ユダの時計を 1990 年に向けたアンカーエラー、そして私

が使用を¤Ðした 42üの数字を印刷した。

もしこの本が間違っているとしたら、_��
$�ô+��M/�手@)������
�n"�.1"$�&
それは自分が�しいと主張するものではありません。そうではなく、他に提示する�値
のある唯一のものなのです。

7.�r M�58�OP)��`"$.§¨&�

イスラエルとユダはどちらもエゼキエル書 4 章とレビ記 26 章に由来し、同じ解釈手ª

が必要です。ユダとあなたのヨベルの年時計はどちらも西暦 30 年から始まります。あ

なたの収束は、それ自体で一致する一つのÿ�みです。

ÜL`ゃ�Æ�\�&_`"7�#r M%���_��$.`M&vc6\)7�n

"�OP�8$"�Æ����7�Æ�x準�7�Æ���手è�検ô`7.<�_�

���íL"$.�&_�M/、本書では「4 つの独立した時計」という表現は使用し

ていません。

生き残ったのはより小さなもの、つまり、共通の入力がほとんどないvyで（390 対 4

0、7世紀	れた基�点、1回の�算対 2回の�算）2回適用された 1 つのフレームワー

クであり、同じ年に 2回行き着いた。これは�実の 2 つの証拠というよりは、フレーム

ワークの一貫性チェックである。第 7 章では、基�点がb動すると、そのフレームワー

クがいかに90に 1990 年や 2420 年を生み出すかを示したので、このチェックはÄÅ

なものではない。

見た目ほどではない。だが、何もないよりはましだ。
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ティベリ�ス#のV世 15 年目を�数Tが計算すると西暦 28 年か 29 年となり、十字架

刑は西暦 33 年�となります。あなたは少数Tの共同)V説を採用しており、それによ

ると西暦 26 年と 30 年となり、あなたの時計の数字とほぼ一致します。また、ヨハネ

による¬­書に 4回登場する過越祭については、¿リシ�語原文では「祭り」としか書

かれていない 5 章 1節を過越祭と読む必要があります。

どちらもÍ実であり、第 7 章と第 8 章で改めて明らかにされている。

もし十字架刑が西暦 33 年だったとすれば、ユダの 40 年間は西暦 73 年まで�くことに

なるq過越祭のエルサレム包囲ではなく、マサダの]ÒqそしてST�OP)止.

0 $&両者は錨を共çしているため、ヨベルの時計もそれに合わせて動く。

イスラエルの時計は変更されていない。紀元前 701 年を基�としており、rb聖書の

年代記には一切=拠していない。

つまり、最も信頼性の�い 2 つの時計のうち、一方は議論の�地のある 1世紀の日付に

基づいており、もう一方はそうではないが、両方とも同じ年を示している。これは�値

のあることだ。議論の�地のある日付が確定したとúる�値はない。

×L"$�#�)

8 つの反論がありました。そのうち 2 つ、つまり時計の独立性と世代時計の 6セル¯

リッドについては、反論者の指摘は&全に�しく、本書はそのように*�されました。

残りの反論については、私がjちうる最善の回答を示し、回答が限/にFする箇所を

マークしました。

ここまで読んでもまだ;Cできないというのであれば、それはむしろありがたい。この

ような本にとって最悪の�yは、著者の自信に満ちた口調だけで読者がそれを信じてし

まうことだ。



ðª����Ü願$`M$�)7次���\�&私のMNを鵜呑みにせず、方法論に

従ってください。計算する前にルールを明確にし、自分の文章の中で最も弱い部分を

マークし、気に入った数字が間違っていてもAいません。もしこれらの章でそのように

して、全体が崩壊したとしても、この本は書いた�値があったと言えるでしょうし、私

はあなたからのご
見を伺いたいと思っています。

info@purelife2030.com 

purelife2030.com/the7numbers.html

mailto:info@purelife2030.com
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本書は、紀元前 701 年から 2030 年 12 月 21 日までのあら'る日付の出来�をM羅して

います。ヘブライ語の日付はラビによるもので、計算に基づいており、¸しではありま

せん。�層ラベルについては第 3 章で説明しています。ここにある�行には、対Jする

章があります。

# 日付

ヘブラ

イ語の

日付

イベント クロック 聖書 ティア

1 紀 元 前 722

年

サマリア]Ò；アッシ

リアによるイスラエル

�Uの�8

イスラエルö王記下 17:576 2．歴史的

2 紀 元 前 701

年

セ�òリブによるエル

サレム包囲は失敗に終

わる。

イスラエル建国 390 年

目

イスラエルエゼキエル書 4:5;

2kg 19

3．解釈的

3 紀 元 前 458

年

アルタクセルクセス 1

世は�告した

*$

エルサレムの（エズラ

記 7 章）

ダニエル書

9 章

エズラ記 7 章

ダニエル書 9:25

2．歴史的

4 紀 元 前 409

年

最初の 7é合終了

週（49 年）

― 再建されたエルサレ

ム

ダニエル書

9 章

ダニエル書 9:25 1．算数

5 紀 元 前 311 イスラエル建国 390 年イスラエルレビ記 26:18、 1．算数



年 が経過した。悔い改め

はなかった。

文を 7 倍した。

21、24、28

6 西暦 26 年

（テベッ ト

1）

イエスは洗礼を受けた

― 69 週目の終わり。7

0 週目が始まる

ダニエル書

9 章

ルカ 3:1、21723;

ダニエル書 9:25

3．解釈的

7 西暦 4 月 5

日

30

磔刑
― 過越祭、

ユダ / ダニ

エル書 9 章
ダニエル書 9:267

27;

コ リ ン ト 人への

手紙第一 5:7

3．解釈的

# 日付

ヘブラ イ

語の日付 イベント クロック 聖書 ティア

妊娠 70 週目の.ば。

ユダの 40 年の歳月が始

まる。

8 5 月 24 日

西暦 30 年

ペンテコステ ― 聖霊が

注がれ、教Ì時代が始

まる

救世主 使徒行伝 2 章 3．解釈的

9 過越祭、西暦

70 年

（4 月中*

�）

エルサレム最終包囲戦

開始 ―

ユダの 40 年の任期が満

了する。悔い改めはな

かった。

ユダ ルカ 21:20 2．歴史的

10 9710 Av、

西暦 70 年

（b 400万年

前）

8 月）

神�は2失した ユダ マタイ 24:2 2．歴史的

11 西暦 350 年 ユダの最初の刑期（280 ユダ レビ記 1．算数



年）が満了する。しか

し、=Gとして悔い改

めは見られない。

26:24,28

12 5 月 14 日

1948

イスラエルが生まれ変

わる

国家

世代 マタイによる

¬­書 24:3273

4

2．歴史的

13 1 月 23 日

1950

クネセト（イスラエル

議Ì）がエルサレムを

首都と宣言

― 60 対 2

世代 詩篇 90:10; マ

タイ

24:34

3．解釈的

14 10 月 7 日

2023

ハマスによるイスラエ

ル/p ― シェミニ・ア

dェレット

マーカー Ë 2．歴史的

15 3 月 27 日

2027 年

（�）

アダール

2

18、

5787

��の まわしきもの

―  まわしいものは
3定

苦P ダニエル書 

12:11; 2

Th 2

4．預言的



# 日付

ヘブライ語

の日付 イベント クロック 聖書 ティア

16 3 月 28 日

2027

（`a）

アダール 2

19、

5787

1290 年の 1 日目

・�教の 30 日間が

始まる

苦P ダニエル書 12:11 4．預言的

17
4 月 26 日

2027

（月）

日Þ 19、

5787

30 日目 ― �教の終

焉

苦P テサロ ニò第 二 

2:3

1．算数

18 4 月 27 日

2027

（火）

日Þ 20、

5787

後.の雨がóる ― 1

日目

1260 年と 1335 年

苦P 黙示 録 11:3;  ダ ニ

エル書

12:12

4．預言的

19 4 月 15 日

2030

（月）

日Þ 12、

5790

過越祭（ペサハ）
M2030

暦 ― 1 月 14 日

çÄ期限 レビ記 23:5 4．預言的

20 4 月 24 日

2030

（水曜日）

日Þ 21、

5790

刑罰の期限切れ ― 2

1

ニサン、種なしパン

の最終日。5 ヶ月が

始まる。

çÄ期限 黙示録 9:5 4．預言的

21
9 月 27 日
2030
（§）

エ ル ル 29

日、

5790

ヨム・テルア

― 1250 日目。

$%、携W、帰還。

日々はnくなる。

_る レビ記 23:24; マタ

イによる¬­書

24:22; イh�書

26:19721

4．預言的

22 10 月 7 日

2030

（月）

ティシ�レ

イ 月 10

日、

5791

ヨム・キプール

― 1260 日目

そして 1290 日目も

終わります。

_る レビ記 23:27;

ダニエル書 12:11

4．預言的



23 10 月 11 日

20 時 30 分

（§）

ティシ�レ

イ 月 14

日、

5791

怒りは終わる。

�庵の祭り

始まる ― _る レビ記 23:34;

ゼカリ�書 14:16

4．預言的

# 日付

ヘブライ語の

日付 イベント クロック 聖書 ティア
ミレニアルキン¯ダム

24 21

12 月

キ ス レブ 25

日、

1335 日目 ―

「彼はùい で あ
る」

_る ダニエル書 12:12 4．預言的

20 時 30 分

（�）

5791 誰がÚっているの

か。ハヌカ：

寺

再� 。

�·dUwU�n"�P�)��可¶

年数は天文学的な年数（紀元前 701 年＝7700 年）で計算されるため、lÒした年ゼロ

を間違えることはAB的に�可能です。最後に元の年数に_してください。�の値は西

暦、0 以下の値は（17n）紀元前となります。

# それが確立するも

の

始 め

る

手術 年 結果 読み方： ルール

1 イスラエル：当初

の刑期が満了

7700 紀元前 701

年

+390

390 7310 紀元前 3

11 年

エゼキエル書 4 章 5節 ― 

390 日、1 日が 1 年（エゼ

キエル書 4 章 6節）。

2 イスラエル：刑期

が 7 倍に

7700 紀元前 701

年 +

（390×7）

2730 2030 西暦

2030 年

レビ記 26:18,21,24,28 ―

「さらに七倍」。包囲戦

から前{し、イスラエル



にとってその任期が始ま

る（エゼキエルの左

側）。第 7 章をùf。

3 ユダ：元の刑期が

満了

30 西暦 30 年

+40

40 70 西暦 70

年

エゼキエル書 4 章 6節 ― 

40 日、1 日が 1 年。

十字架刑からエルサレム

包囲戦まで。

4 ユダ：最初の�算70 西暦 70 年

以ó

（40×7）

280 350 西暦 350

年

レビ記 26 章 ― 最初の拡

大。40 × 7 = 280、西暦 7

0 年の包囲戦から前�に

TÈされた。

5 ユダ：2回目の�

算

70 西暦 70 年

以ó

(40 x 7 x

7)

1960 2030 西暦

2030 年

レビ記 26 章 ― 第二段�

の拡大。40 × 7² = 

1960。「280 × 7」では

ない。
7 の 2�がóイントで
す。前方にサーブしま
す。
包囲から、

#

それが確立する

もの 始める手術 年 結果

読み方：

ルール

ユダは任期を終える（エゼ

キエルの右側）。第 7 章を

ùf。

6 磔刑＋2000 年

（ 40 � 年 記

!）

30 西暦 30 年以

ó

2000

2000 2030 西 暦

2030 年

ホセア書 6 章 2節、ペテロ

第二 3 章 8節。50 年を 40

回�り�すヨベルの年。

7 エルサレムの世

代が$0した

1950 1950 + 80 80 2030 西 暦

2030 年

詩篇 90篇 10節（80 年）

マ タ イ に よ る ¬ ­ 書 

24:34。クネセト



1950 年 1 月 23 日の÷ø、

60

2 まで。

8 ダ ニ エ ル 書 9

章：最初の 7 週

間

7457 紀元前 458

年 +

49

49 7408 紀元前 4

09 年

ダニエル書 9 章 25節 ― 7

週間の年。

9 ダ ニ エ ル 書 9

章：·シアまで

の 69 週

7457 紀元前 458

年 +

483

483 26 西 暦 26

年

ダニエル書 9:25 ― (7 + 62) 

x

7 = 483 年。

10 イスラエルの再

生＋一世代（反

対
見）

1948 1948 + 80 80 2028 西 暦

2028 年


]的 に 示 さ れ て い る 。

1948 年は 2030 年を表さな

い。そのため、本書では 1

950 年を使用している。
都Jの$0。

�· CUwU°e°e���

す べ て の カ�ン ト�)}~�e���.1.�。 1 日 目 は開始日 で す 。

timeanddate.comでこれらのカ�ントを再現するには、「計算に終了日を�める7 す

べてのカ�ント、毎回」にチェックを入れてください。

カ�ン

ト

聖書 から 開始は に 終わりは

ヘブライ語

（終了）

1290 ダニエル書 

12:11

3 月 28
日
2027

初穂 ― ��をもたらす

 まわしいもの

10 月 7
日
2030

ヨム・キプール ― 

ティシ�リ月 10 日

ティシ�レ
イ月 10
日、
5791

30
テサロニò

第二

3 月 28

日

�教が始まる
4 月 26

日

�教は終わる
日Þ 19、
5787



2:3 2027 2027

1260 黙示録 11

章 3節

12:6

4 月 27
日
2027

後雨 ― 種なしパンの第

二日目

10 月 7

日

2030

ヨム・キプール ― 

ティシ�リ月 10 日

ティシ�レ
イ月 10
日、
5791

1250 マタイによ

る¬­書 2

4:22

4 月 27

日

2027

後の雨 ― 証人たちは力

をCた
9 月 27

日

2030

ヨム・テルア ― 10

日n�された日
エルル 29

日、

5790

カ�ン

ト

聖書 から 開始は に 終わりは

ヘブラ イ語

（終了）

1335 ダニエル

12:12

4 月 27 日

2027

後期の雨

彼はùいである

誰がÚっているのか

12 月 21

日

2030

ハヌカ ― キスレブ月

25 日、神�が再� 

される

キスレブ 25
日、
5791

2558 マーカー 10 月 7 日

2023

ハマスによる/p

シェミニ・アdェレット

10 月 7

日

2030

ヨム・キプール

7 年

まさにその日

ティシ�レ
イ月 10 日、
5791

157 黙示録 9:5 4 月 24 日
2030

ニサン 21 日（ラビ暦）

― 刑罰の時Ä；5 ヶ月

始める

9 月 27
日
2030

ヨム・テルア

ドアがuまる

エルル 29

日、

5790

導»1U1290 9 1260 = 30、つまり 2 つの基�日は 30 日	れている。1260 9 1250 = 10、

つまりヨム・テルアとヨム・キプールは 10 日	れている。どちらの関âも3計段�で

�
されたものではない。第 12 章をùf。

�·DUwUà[y={T,U���a
Ò��	�
（}R
）

[�日付は、·シア 2030 プロジェクトが�表している暦（春分と月が合となる日、エ

ルサレム時間）に基づいています。ラビの暦による日付はここで計算されています。す

べての日付はe��日付であり、�祝祭日は前日の日�から始まります。第 2 章と第 1



4 章をùfしてください。

年 宴Ì [\的 ラビ的 ¿ � ッ

プ

2025 過越祭（1 月 14 日） 2025 年 4 月 12 日 2025 年 4 月 12 日 当日

2025 種なしパンの祭りが始まる（15 日） 2025 年 4 月 13 日 2025 年 4 月 13 日 当日

2025 初穂 2025 年 4 月 20 日 Ë Ê 当 な

し

2025 シ�ブ!ット'週 2025 年 6 月 9 日 Ë Ê 当 な

し

2025 ヨム・テルア / トランペット (1 ティシ�リ) 2025 年 9 月 22 日 2025 年 9 月 23 日 1 日

2025 ヨム・キプール / ¼い (10 ティシ�リ) 2025 年 10 月 1 日 2025 年 10 月 2 日 1 日

2025 �庵祭（スコット）が始まる 2025 年 10 月 6 日 2025 年 10 月 7 日 1 日

2026 過越祭（1 月 14 日） 2026 年 4 月 2 日 2026 年 4 月 1 日 1 日

2026 種なしパンの祭りが始まる（15 日） 2026 年 4 月 3 日 2026 年 4 月 2 日 1 日

2026 初穂 2026 年 4 月 5 日 Ë Ê 当 な

し

2026 シ�ブ!ット'週 2026 年 5 月 25 日 Ë Ê 当 な

し

2026 ヨム・テルア / トランペット (1 ティシ�リ) 2026 年 9 月 13 日 2026 年 9 月 12 日 1 日

2026 ヨム・キプール / ¼い (10 ティシ�リ) 2026 年 9 月 22 日 2026 年 9 月 21 日 1 日

2026 �庵祭（スコット）が始まる 2026 年 9 月 27 日 2026 年 9 月 26 日 1 日

2027 過越祭（1 月 14 日） 2027 年 3 月 22 日 2027 年 4 月 21 日 30 日間

2027 種なしパンの祭りが始まる（15 日） 2027 年 3 月 23 日 2027 年 4 月 22 日 30 日間

年 宴Ì [\的 ラビ的 ¿ � ッ

プ

2027 初穂 2027 年 3 月 28 日 Ë Ê 当 な

し

2027 第二の過越祭（2 月 14 日） 2027 年 4 月 20 日 2027 年 5 月 21 日 31 日間

2027 第 2回種なしパン祭り終了（21 日） 2027 年 4 月 27 日 2027 年 5 月 28 日 31 日間

2027 シ�ブ!ット'週 2027 年 5 月 17 日 Ë Ê 当 な

し



2027 ヨム・テルア / トランペット (1 ティシ�リ) 2027 年 9 月 1 日 2027 年 10 月 2 日 31 日間

2027 ヨム・キプール / ¼い (10 ティシ�リ) 2027 年 9 月 10 日 2027 年 10 月 11 日 31 日間

2027 �庵祭（スコット）が始まる 2027 年 9 月 15 日 2027 年 10 月 16 日 31 日間

2028 過越祭（1 月 14 日） 2028 年 4 月 9 日 2028 年 4 月 10 日 1 日

2028 種なしパンの祭りが始まる（15 日） 2028 年 4 月 10 日 2028 年 4 月 11 日 1 日

2028 初穂 2028 年 4 月 15 日 Ë Ê 当 な

し

2028 シ�ブ!ット'週 2028 年 6 月 4 日 Ë Ê 当 な

し

2028 ヨム・テルア / トランペット (1 ティシ�リ) 2028 年 9 月 19 日 2028 年 9 月 21 日 2 日間

2028 ヨム・キプール / ¼い (10 ティシ�リ) 2028 年 9 月 28 日 2028 年 9 月 30 日 2 日間

2028 �庵祭（スコット）が始まる 2028 年 10 月 3 日 2028 年 10 月 5 日 2 日間

2029 過越祭（1 月 14 日） 2029 年 3 月 28 日 2029 年 3 月 30 日 2 日間

2029 種なしパンの祭りが始まる（15 日） 2029 年 3 月 29 日 2029 年 3 月 31 日 2 日間

2029 初穂 2029 年 4 月 1 日 Ë Ê 当 な

し

2029 シ�ブ!ット'週 2029 年 5 月 21 日 Ë Ê 当 な

し

2029 ヨム・テルア / トランペット (1 ティシ�リ) 2029 年 9 月 9 日 2029 年 9 月 10 日 1 日

2029 ヨム・キプール / ¼い (10 ティシ�リ) 2029 年 9 月 18 日 2029 年 9 月 19 日 1 日

2029 �庵祭（スコット）が始まる 2029 年 9 月 23 日 2029 年 9 月 24 日 1 日

2030 過越祭（1 月 14 日） 2030 年 4 月 16 日 2030 年 4 月 17 日 1 日

2030 種なしパンの祭りが始まる（15 日） 2030 年 4 月 17 日 2030 年 4 月 18 日 1 日

2030 種なしパンの祭り終了（21 日） 2030 年 4 月 23 日 2030 年 4 月 24 日 1 日

2030 初穂 2030 年 4 月 21 日 Ë Ê 当 な

し

2030 シ�ブ!ット'週 2030 年 6 月 10 日 Ë Ê 当 な

し

2030 ヨム・テルア / トランペット (1 ティシ�リ) 2030 年 9 月 28 日 2030 年 9 月 28 日 当日

2030 ヨム・キプール / ¼い (10 ティシ�リ) 2030 年 10 月 7 日 2030 年 10 月 7 日 当日

2030 �庵祭（スコット）が始まる 2030 年 10 月 12 日 2030 年 10 月 12 日 当日



2030 ハヌカ 8 日目（1335 年終了） 2030 年 12 月 21 日 2030 年 12 月 21 日 当日

�· EUwU
p�k��q;

ç評家が/pできるあら'る論点について、その学術的なÂ囲と選º理由を明記する。

セ{ナïgº�«@A�CD― 本書では紀元前 701 年としている。代替-：異論なし。



確定された。エルサレムの包囲は失敗に終わった。アッシリア自身の年代記には、�ゼ

キ�が「sの中のtのように」uじ込められたとあるが、都Jが]Òしたとは決して主

張していない。

確�たる結論。少数T（シェイ）は紀元前 688～686 年�に 2度目の遠xを提-したが、

�数Tは紀元前 701 年に 1度の遠xを行った。

Ùマgj陥o― 本書では紀元前 722 年（文�のみ）を基�としている。代替-：紀元

前 720 年（サルíン 2世）。

ö王記下 17:576 およびバビロニアのú�によると、シ�ルマネセル 5 世の 3 年間の包

囲が終わり、

紀元 722 年�。サルíン 2世は自身のi績を主張しているが、学者たちは彼のxyま

たは反乱鎮�を 720 年の出来�としている。

計算には一切使用されていません。ひっそりと�用されていたと²解されないように記

載しています。第 6 章をùfしてください。

j4��セ4�セ���ズN�発`M¨©― この書では紀元前 458 年としている。別

の説：紀元前 457 年。

紀元前 458 年は、紀元前 465/464 年の即Hから始まる、即H年を基�としたペルシア

暦（ニサン月を基�とする）に従う。紀元前 457 年は、即H年を基�とした暦に加え

て、ユダ�暦のティシ�リ月と、b 7 ヶ月に�6アルタバヌスの王H£承期間に基づく。

どちらの説も�当である。

本書は紀元前 458 年を基�としている。紀元前 457 年を基�とする計算では、ダニエ

ル書第 9 章の日付はすべて 1 年後となるが、第 8 章の論点はその変更後も変わらない。

iþ�gz�帝治î *a
í― 本書では西暦 26 年を使用しています。代替-：西暦 27

年、西暦 28/29 年。

�数Tの計算では、ア�¯ストゥスの死（西暦 14 年 8 月 19 日）から数え始め、西暦 2
8 年後.になる。
/ 29 年初頭。共同)Vの計算は、ティベリ�スの同等の=州M限から始まる。



c. 西暦 11713 年、西暦 26727 年。

本書は、この歴史叙述における最も弱い部分である。本書は少数Tによる共同)Vとい

う見方に基づいており、第 7 章と第 8 章では、西暦 26 年を異論のない�実として提示

するのではなく、そのKを述べている。

�9― この本では西暦 30 年 4 月 5 日を使用しています。代替-：西暦 33 年、西暦 31

年。

過越祭、ニサン 14 日。西暦 26 年の洗礼と 3 年.の�5%動（4回の過越祭：ヨハネ

2:13、5:1、6:4、11:55）が必要。

西暦 26 年という年を�えると�当な数字だが、ティベリ�ス#の暦とは独立して計算

されたものではなく、上記のティベリ�ス#の暦と同時期に成立する。

�4Ù=g«@A��.�― 本書では西暦 70 年の過越祭を基�としている。代替-：

―。

ヨセフスによれば、ティトゥスのcfは、西暦 70 年 4 月中*�、ニサンの月 14 日に過

越祭の群衆を�用して城壁を包囲した。

これは確かな基�であり、過越祭から過越祭までの期間を数える際の�しい基�点とな

る。第 10 章をùfのこと。

$%�&'<1Mq本書では西暦 70 年アブ月 9 日～10 日としている。別の説として

は、西暦 70 年 8 月 4 日�がWXられる。

ヨセフスは 10Avと言っています。ミシ��・ターニット 4:6 には 9 Av とあります。包

囲開始からb 3 か月.後。



間違いではない。この違いは重要だ。以前の著書では、神�は過越祭の時に破壊された

と書いていたが、それは間違いだった。包囲戦は過越祭に始まり、神�が2失したのは

それからb 3 か月.後のことだった。この訂�された�実こそ、ユダの時計に実際に必

要な情報なのだ。

��| 	**
― この本ではイスラエルの紀元前 390 年を使用しています。代替-: ―。

紀元前 311 年の春はセレ�コス�の紀元（ニサン 1 日＝紀元前 311 年 4 月 3 日）であり、

後にユダ�人によってミニ�ン・シ�タロット、すなわち「契bの時代」として採用さ

れ、マカバイ記第一やユダ�法文書においてö年以上にわたって用いられてきた。

紀元前 311 年にユダ�でxy、戦闘、あるいは)V者の交代は起こらなかった。その


Sは暦上のものに過�ず、第 6 章にもそのKが記されている。9íな記述でもなお印

Ú的である。

QR	a�
― この書はユダの最初の x7 が期限切れになるという記述を使用しています。

代替-: 西暦 3517352 年。

コンスタンティ�ス・Lルスに対するユダ�人の反乱は、350 年ではなく 351 年から 3

52 年にかけて起こった。Lルスは 351 年 3 月に"#となり、�ルシキヌスはディ!カ

エサレア（セフォリス）を破壊し、ティベリアとリッダを��させた。

Õ接しているが、&全に一致するわけではない。西暦 350 年自体には具体的な記録は

なく、計算もその年に何かが起こったかどうかには=存しない。第 7 章をùfのこと。

�ネセ|（��N�4*Õ）��4Ù=g�首á�宣���q本書では 1950 年 1 月

23 日を基�としている。代替-：1949 年 12 月のb�。

確認ýみ：1950 年 1 月 23 日の÷ø結果は 60 対 2 だった。ベン＝¯リ!ンは、1949 年

12 月 9 日の国連による同Jの国際�決議を受けて、12 月 5 日と 13 日にクネセト（イ

スラエル議Ì）でこのb�を発表していた。

確かな内¨です。1948 年の反論（1948 + 80 = 2028）は第 9 章で提起され、回答されて

います。同章では、�えられる�み合わせの&全な表が掲載されています。



ハマ��%�攻撃― 本書では 2023 年 10 月 7 日を使用しています。代替-：―。

2023 年 10 月 7 日（�）、シェミニ・アdェレット。2030 年 10 月 7 日のちょうど 7 年

前。

�体。
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